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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競 輪収益 の一部 である機械

工業振興 資金 の補 助を受け,昭 和49年 度に実施 した 「繊維 産業 の

システ ム化情報 化に関 す る調査研究 」の結果 をと りま とめた もので

あ ります。
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当財団では,昨 年度 より情報 流通 システ ム化に関 する調査 研究 の一環 と して

縫製業を 中心 と した繊維産業の システ ム化,情 報 化に関する調査 を実施 してお

ります。 本調査 を進めるにあた り,「 繊維産 業 システム化調査委員会 」を設置

して基本的 な考え方,実 施 方法等 を検討 の うえ社 団法人 日本衣料縫製品協会へ

現状分析の詳細調 査 を委 託 して実施 しま した。

本年度 は単品管理 システ ム,ア ンテナシ ョップ情報管理 システム,フ ァ ッシ

ョン予測 システ ムに関す る基本設計 を中心 に調査研究 を行 ないま した。

本報 告書 は,そ の成果 を と りま とめた ものであ ります。

ここに本調査 に ご指導 ご協力 を頂いた通商産業省 当局,繊 維産業 システム化

調査委員会 石川委 員長お よび委員,日 本衣料縫製品協会,同 協 会研究会委員,

関係業 界の方 々に有難 く感謝す る次第であ ります。

最後に本報告書 が広 く利用され,わ が国経済 の発展に寄与す る ことを念願す

る次第で あ ります。

昭和50年3月

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ンター

副会 長 斎 藤 有
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は じ め に

わ が国にお け る繊維産業の緊要な課題は,発 展途上国の繊維産業の急速な成

長に よる国外市場で の競合お よび先進国を も含めた輸入製品の流入増加な どに

み られ る国外か らの産業 活動に対す る様々な影響や,国 民生活水準 の向上 に伴 う

繊維製品 消費 の多様化,高 級化な ど個別的な 消費 ニーズの急激 な増 加によ る生

産の小 ロ ット化,商 品の ライ フサイクルの短縮化な どにみ られ る国内におけ る

消費市場 の多様 化,個 性 化か らの産業活動に対す る様 々な影響等 にどのよ うに

して対処 してゆ くか とい うことであ る。

このよ うなわが国 におげ る繊維産業 の緊要な課題 に対処す るための重要な 方

策のひ とつ として,政 府は,繊 維工業 の新構造改善 対策を策 定し,昭 和49年

5月 成立の 「特定繊維工業構造改善臨時措置法の一 部を改正す る法律 」に よっ

て具体的な諸施策を展開 してきてい る。

この構造改善対策 の最 も大 きな特徴は,こ れか らの繊維 産業 を知識集約型産

業へ移行 させ 国民の ニーズに対応した付加価値の高い産業 にす るところにあ る。

本 調査研究は,こ の ような政府施策の狙いを背景 としてその実現 を早急 に円

滑に達成 させ るため の有効な方策を策定す るこ とを 前提として昭和48年 度か

ら実施 されてきてい る。 このよ うな前提を踏まえ,本 調査研究 の 目標は,消 費
　

者 ニー ズを 迅 速,的 確 に把握 し,そ れ に適 合 した繊 維 製 品の 生 産流 通 体 制 を確

立す る方 策 を 策 定 す るこ と にあ る。 このた め,最 も 重要 な方 策 のひ とつ とな る

のが,多 様 な 消費 者 ニ ー ズの 動 向(フ ァ ッシ ョン性 向)を 正 確 に と らえ るた め

の情 報(フ ァ ッシ ョン情報 を 中心 と した 情報)を 収 集 し加 工 し評 価 す るこ と に

よ って,商 品企 画,生 産,流 通,販 売 等 の諸 活 動 に 消費者 ニー ズを 迅速,的 確

に反 映 させ る シス テ ムの確 立 を 図 るこ とで あ り,こ の こ とに よ って繊 維 産 業 を

消費 者 ニ ーズ に対 応 した 附 加 価 値 の高 い 産業 い わ ゆ る,フ ァ ッシ ョン産業 化

(シ ス テ ム産 業 化,情 報 産業 化)へ と促 進す るこ とで あ る。

1
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こ の よ うな 認識 の も とに 昭和48年 度で は,衣 料 縫 製業 を 中心 と した繊 維業

界 の実 態を 正 確 に把握 し,そ の 望 ま しい シス テ ム化,情 報 化 の方 向づ け を 行な

った。

本 年度 は,こ れ らの調 査 研 究 の成 果 を基 に,業 界の シ ステ ム化,情 報 化 の 動

向を 踏 ま えて,今 後の シ ス テ ム化,情 報 化 の 中核 的な シス テ ム とな る フ ァ ッシ

ョン情 報 の流 通 円滑化,効 用 化 を 図 る シ ステ ム,い わ ゆ る,フ ァ ッシ ョン情報

シス テ ムの 形成 につ い て の調 査 研 究 を 行な うこ と とした 。
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1. 調 査 研 究 の 目 的

わ が 国の 繊 維 産業 は,消 費 者 ニー ズ の多様 化,高 級 化,個 性 化 に対 応 す るた

め に,従 来 の 供給 オ リエ ン テ ッ ドな衣 料 品 の供 給 体制(マ ス プ ロ,マ ス セール)

か ら消費者 オ リエ ンテ ッ ドな衣 料 品 の供 給 体制 へ と転 換せ ざ るを 得 な くな って

きてい る。 そ のた め,繊 維 産業 そ の もの が,フ ァッシ ョン ・ビジネスと総称 され

る新 しい方 向へ と胎 動 して きてお り,い まや,フ ァ ッシ ョン ・ビ ジネ スへ の転

換 の 可否 が業 界 お よび これ を構 成 す る個 別 企業 にと って も緊要 な 課 題 とな って

きてい るとい って も過 言 では ない 。

特 に,こ の こ とは,消 費 者 ニ ーズ に適 合 した 最 終 製 品を 供 給す る衣 料 縫 製 業

を 中心 とした ア パ レル 産 業 に と っ で 最 も 大 き な 課 題 の ひ とつ と な って きて

い る。 しか しなが ら,消 費 者 ニーズ の 多様 性,個 別 性 か ら く る衣 料 品 の ライ フ

サイ ク ルの短 縮 化,加 速 化 に対 応す る(リ スク軽 減 な ど)た め には,商 品企 画

(品 揃 え な ど)は 勿論 の こ と,生 産 ボ リュー ム,プ ライス決 定な ど総 合 的 な戦

略が 必要 とな り,従 来 のよ うな部 分的な戦略の積上げでは困難 となってきてい る。

こ のよ うな こ とか ら,衣 料縫 製業 を 中心 とす るア パ レル産 業 は,繊 維 製 品の

生産 流 通過 程(企 画=生 産=流 通=販 売)の 全て に わた って 有 機的 に結 合 で き

る仕組 み,す な わ ち トー タル ・シス テ ム化を 前提 と して今後 の 情報 化,シ ステ

ム化 を図 か り,消 費 者 ニ ー ズ に適合 した 附 加価 値 の 高 い繊 維 製 品 を生 産 して ゆ

かね ば な らない 。 こ のた め,前 年度 にお い ては,繊 維製 品 の生 産 流通過 程 を 結

ぶ 中核 情 報 とし て フ ァ ッシ ョン情 報 を とらえ,そ の流 通 円滑 化,効 用 化 を 図 る

シス テムい わ ゆ る フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ムの ビジ ョンを策 定 しそ の モ デ ルを

作成 した 。

本 年度 は,こ の シ ス テ ム化 ビジ ョン,モ デルを 踏 まえて,フ ァ ッシ ョン情報

シス テ ムの 中で 基 礎 とな る製 品 プロフ ィー ル情報 を 迅速,的 確 に把 握す るた め

の単 品 管理 シス テ ム,衣 料 縫 製 品 の フ ァ ッシ ョン ・ライ フを 把握 す るた め の 試

3



行 的販 売(い わ ゆ るア ンテ ナ ・シ ョッ プに よ る販 売)に お け る情報 収 集,加 工,

評価 の シス テム化 を 図 るア ン テナ ・シ ョッ プ情報 管理 シ ス テ ム,そ し て,消 費

者 ニーズ に適 合 した 附 加価 値 の 高い 製 品を生 産 す るた め に有 効 とな るフ ァ ッシ

ョン予 測 シ ステ ムにつ い て紳 士 服 製造業 をモ デル とした シ ス テ ム基 本 設計を 行

な い衣料 縫 製業 を 中心 と した 情報 化 ・システ ム化 の具 体 的 な 方策 を 明 らか にす

る ことを 目的 と した。
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2. 調 査 研 究 の 方 法

縫 製 業 をヰ 心 とす る繊 維 産業 の シス テム化 ・情報 化 の 中心 とな る シス テ ムで

あ る ファ ッシ ョン情報 シス テ ムを 設計す るにあた って,昨 年 度 の 調 査 研 究 にお

い て 明 らか に した よ うに,繊 維 産業 の 諸 活動 を 企 画(考 え る),生 産(作 る),

流通(運 ぶ),販 売(売 る)と4つ の機 能 に 分類 し,そ こで 必要 とな る情 報,

取得 で き る情 報 を 明 確 に し,各 機 能 におけ る固 有 情報 と共 通 情報 にっ い て の 関

連 性 を解 明 した が,こ れ ら の成 果 を現 実の 企業 活 動 に どの よ うに し て位 置 づ け

るか とい うこ とを 基 本 的な 姿 勢 と して 調査研 究を 行 な った 。

す なわ ち,フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ムの基 本 設 計 にあた って,昨 年度では機能

と情報 につい て明らか にしたが,そ の情報と具体的な活用 との 関係 につ いてで き る限

り解 明す るよ う努 力 した 。 また,具 体 的な シス テ ム イメー ジを 出す た め に,企

業規 模 と パー フ ォー マ ンスを 考 え,マ イク ロ ・コ ン ピュ ー タの 適用 を 意 図 して

シス テ ムの 基 本 設 計を 行 な った。

さ らに,フ ァ ッシ ョン情 報 システ ムの拡 充 を図 るため に,商 品 企画 に的 を 絞

って 分析 ・設 計す ると と もに他 の 機 能へ の展 開が 可 能な よ うに工夫 す るこ と に

心 がけ た 。

以 上 の よ うな 基 本 的 な 姿勢,認 識 に基 づ い て フ ァ ・シ ・ン情報 シ ス テ ムを構

成す る各 サ ブ シ ス テム の基 本 設 計の 作 成を 次 の よ うな調 査研 究 フ ェー ズで行 な

ったo

(1)単 品 管理 シ ス テ ム

①

②

③

④

⑤

繊 維 産業 におけ る シス テム 化 ・情 報化 の動 向調 査

専 用 機 器 の 仕様 分析

単 品 管理 シス テ ム用 の デー タ ・ベ ー ス仕様 分析

単 品 管理 シス テ ム諸 機 能の 分析

単 品 管理 シス テ ムの基 本 設 計

5



(2)ア ン テ ナ シ ョ ッ プ情 報 管 理 シ ス テ ム

①

②

③

④

⑤

フ ァ ッシ ョン'ビ ジネ スにお け るマー ケ テ ィ ン グ戦 略 の 現 状 調査

ア ンテ ナ シ ョッ プの現 状 と動 向調 査

消費 プロ フ ィー ル把 握 の た め の調 査 実施

ア ンチ ナ シ ・ッ プ情報 管 理 の 機能 分析

ア ンテナ シ ョッ プ情 報 管理 の 基本 設 計

(3)フ ァ ッシ ョン予 測 シス テム

① フ ァ ッ シ ョン予 測理 論 の 見 直し

② フ ァ ッシ ・ン予 測理 論 の コ ン ピュー タ処理 化 の 検討

③ フ ァ ッシ ョ ン予測 シス テ ムの 基 本 設計

以上 の調 査研 究 フェ ーズ の 手 順お よび詳 細 につ い ては 図1-1に 示 した 。

凡

θ

●

ψ

!
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、

⑰

虎

、

領維産・MVCS・ける システ ム化 ・情 報化動向 調査

破維莱界(iEな 神出服 メー カ

ー)に 対す るインタビュー調査

領維業界の生産管理
販売管理システムに

.関する貸料分析

商`ll`情報処理システムの現状と動向の調査

分析

ファジシ,ン ビジネスにかけるマーケッティン嫡 略の糊 口査

商蹉 別化鶴 川 ブラ・ド西 :順 者セル ン噺

1 1
1

ア励 ンヨンプ較略

専用機器の仕様分析

POS精 し水機、樋 管理 磯

等の現状調査

マイクロコンビ〔一タの機

能と内容の調査分析

マ イ ク ロ コ ン ヒ ー タ の ハ

ーー ド ウ バ.ア 」L・よ ひ ソ ン ト ウ

ェ ア 仕 様 と 特 徴 の 分 析

駒 晶管理システム用デ一夕ペ丁ス仕様分析

紳士服 メー カーに
おける情 報 フロー

の分析

情報フローに封け
るデータアイテム
の抽出とその頻度

把握

デ ータアイテムの

機能(入 力、参照、

伝達)の 分析

データアイテム

とコード体系の

連関分析

製品プロンィール把握のための

データの論理体系の作成

商品企画に●ける情報機能とデ
ー・タアイテムの関連分析

フソソシuンfMii理

論の見直し

ファソシロン予測理

論の実現性チ ェック

re品 管 理 システ ム諸機 能 の分析

ソ イ ク ロ コ ン ビ 、、 ・ タ 糊 目 の

κt品 管 理 シ ス テ ム の 八 一 ド ウ

、c、ア 、 ソ フ ト ウ1.ア 機 能 分 析

商品企画のための単品管理 シ
ステムの基本機能の分析

フ7ッ ション予測理

論の修 正

アンテナショップの現状と動向璃 査

代表的なアンテナショグ
プに対してインタビュー
胴査

アンチナシ》τッフ忙開庁る

資料 ・文献の収集、分析

アンテナンヨフブの機能と情報収 集 ・

処理につρ ての調査分析

ファツシュン予測理

論の コン ピュータ処
理化の検品

人'力情 報、出力情報

の決定

単品 管理 システ ムの基本 設3†

商品企画のための製品 フ'ロノ

1一 ル情報のペーシ7ク 、ア

一夕ベースの基本没計

コンピュータ処理"∫能

なための胡仕様の決定

コンピュータ処理 手

順 の決定

、

中品管理システムのハ・・ドウ

.Lア、ソフトウェアの基本 設計

刷 「トば画へfl川 上・∫能 な単品 管理

シス テ ムの基本設計

消費 ブOフ ィール把展の ための剖責実施

消費 プロフィール把握
のためのデー タアイテ
ムの分析

.

'調査実施方法の

検討

11
1

斑 査 票 の 設 計
1

`

調査協力先との協議1
1

1

製品 プロフィールデー

タとの対応 方法の検討
調査対象者の抽出

11

アノケート調査'実施

アンテナシ三」ソブ情報管理の機 能分析

tfi費プロフィール情

報収集分析の方法に

ついての検討

哨査結果分析方法の
検討

調査結果集計分析処
理

製drlrフ'oンィール、th費7'Pフ ィール

結合情報の評価方法についての 検
村

'

フソノシコン ト測ンステム

の基本設計 ア ンチナシ.1ノ フ情 報管理

システムの基本設計

フ7ッ シUン 情 報 シ ステ ム の基 本 改,ll

図1-1 調査研究手順概略図 .
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3 調 査 分 析 の 視 点

,感

31フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジネ ス と 情 報 機 能
.
の

消 費者 ニー ズの 多様 化,高 級化,個 性 化 にと もな って従 来 の供 給 オ リエ ンテ

ッ ドな生 産流 通 体 制 か ら 消費者 オ リエ ンテ ッ ドな 生 産流 通 体 制へ と転換 を 迫 ら

れ て い る繊 維産業 に と って,フ ァ ッシ ョン産業 化へ の途は 緊 要 な 課題 とな って

き てい る。 こ の よ うな 繊 維 産業 の 新 しい方 向へ の 志 向を フ ァ ッ シ ョン ・ビ ジネ

ス とい う言 葉 で 表わ しそ の概 念 が 次 第 に形 成 されつ つ あ る。

こ れ ま で の 生 産 流 通 体 制 は ,そ の 殆 ん ど が 化 合 繊 メ ー カ ー ・紡 績 ・

織 布'問 屋 ・商 社 ・二次 製 品 メ ー カ ー ・卸 ・小 売 業 ・消 費 者 と い うよ う

な 連 鎖 で 衣 料 品 の 供 給 が な され て い た が,最 近 で は 化 合 繊 メ ー カ ー,紡

績 等 が 直接 販 売 機 能を もち 消費者 ニー ズ に対 応 した 衣料 品供 給 体 制 を 整 えつ つ

あ る。

この よ うに,フ ァ ッシ ョン ・ビジ ネ スへ の 転換 には ,何 らか の 方策 で 消費者

ニ ー ズ にい ち 早 く対応 した繊 維 製 品を 供給 す る能 力 ,体 制 を 確 立す るこ とが 必

要不 可 欠 の こ とで あ る。

特 に,消 費者 に対 し て最 終 製 品を 供 給す る衣 料縫 製業 を 中心 と し た ア パ レル

産 業 に と っては,最 も重 要 な 課 題 とな って き てい る。 そ の ため には,こ れ まで

の生 産 偏重 の企業 活動 か ら脱 皮 し,商 品企 画=生 産=流 通=販 売 とい う プ ロダ

ク ト ・サ イクル のな か で,い か に し て 消費者 ニ ーズ に適 合 した 製 品 を生 産 して'

ゆ くか とい う総合 的 戦 略 に よ る企業 活 動へ と体 質 を転 換 し て ゆか ね ば な らな い。

この よ うな 企業 体 質 の転換 の なか で,最 も重 視 しな け れば な らな い こ とは,

アパ レル産 業 が,繊 維 製 品 の生 産 流 通 体 制 の なか で他 の業 種 よ り秀 い で た独 自

の 能 力 を発揮 して ゆ くこ とで あ る。 即ち,消 費 者 ニー ズ を ど の よ うに と らえ よ

うと も,最 終 的に は 製 品 イ メー ジへ とつ な げ て ゆ く 能 力 が要 求 され るが,素

σ
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材,柄,色,ス タ イル とい った フ ァ ッ シ ョンエ レメ ン トを具 体 的 な 生 産 へ と結

び つ け る能力 は,ア パ レル 産業 の 能 力を い か んな く発揮 で き る ところ で あ り,

この よ うな 能力 を 基盤 にし て,消 費 者 ニ ーズ を迅 速,的 確 に具 体 的製 品 の生 産

へ と展 開す るこ と によ って ,こ れか らの ファ ッシ ョン ・ビジ ネ スにお い て 重要 な

位 置 を 占め てい くこ とが で き るで あ ろ う。

この よ うな 能 力を 発揮 す るた め には,消 費 者 ニ ー ズと製 品 イ メー ジが結 合 し

て と らえ られ る フ ァ ッシ ョン情報 の 機 能を 有 効 に 活用す る方策 が非 常 に 重要 な

もの とな る。

そ のた め には,フ ァ ッシ ョン情 報 の流 通 円滑化 と効用 化 を 図 る フ ァ ッシ ョン

情 報 シ ステ ムの 形成 が 緊 要 な こ と とな る。 この シス テムを 基盤 と して 消 費者 ニ

ー ズ に適 合 した 商 品企 画 の 能力を 高 め るシステム
,多 品種少量 生 産 方式 の 生 産 シ

ス テ ムを 形 成 し プロダ ク ト ・サ イ ク ルの短 縮化 を 実現す る シ ステ ムな ど の 開発
/

が 可 能 とな り生 産 の不 確 実性 を軽 減 させ 附 加価 値 の高い 企業 経 営 へ と移 行 させ

る こ とが で き る。

しか しな が ら,こ れ らの シ ステ ムを 実 現す るた め には,ひ と りア パ レル産業

のみ の努 力で達 成 で き る もの ではな く,フ ァ ッシ ョン ・ビジネ ス全 体 が 有 機 的

に結 合 で き る仕組 み を通 じて 推進 さ れ るこ とが 必 要で あ る。

、

r、
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32フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ス テ ム と マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略

繊維 製 品 の生 産 流 通 体 制 にお け る最大 の課 題 のひ とつが 消費 者 ニーズ に 適合

した 体 制 の確 立 で あ ろ う。 そ のた め には,消 費 者 ニー ズ と製 品 イ メー ジを結 び

つ け る フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ムが 非常 に有 効 で あ る と述 べ て き たが ,こ の シ

ス テ ムは,消 費者 市 場へ の戦 略 い わ ゆ るマ ー ケ テ ィ ング戦 略 におい て も有 効性

を も って い る。 しか し,そ のた め には これ まで の シ ステ ム ・コ ンセ プ トを拡 張

しな け れば な らな い。

す な わ ち,一 般 の 消費 財 とは 異な り,繊 維 製 品 の特 徴 と して"装 う"と い う

機 能が あ る と ころか ら,消 費 者 の 情緒 へ 訴 え る ウェイ トが 非 常 に高 い こと を考

慮 し なけ れば な らな い こ とで あ る。 こ のた め,商 品特 性 のみ な らず イ メー ジ特

性 も重 要 な エ レメ ン トとな って くる。 次 図 に示す とお り,こ の2つ の特 性 の う

ち,こ れ まで の 適 用範 囲 と し て と らえ て い た の が 商 品特 性 の 方 で,商 品 企 画 の

シ ス テ ム化 や 多 品種 少 量 生産 シス テ ム化 を 図 って ゆ くもので あ った。 一方,イ

メ ー ジ特 性 は 情緒 性 の ウ ェイ トが 非常 に高 い と ころ か ら有 効 な シス テ ム化 は 困

難 で あ るた め,こ こで は小 売店 の イ メー ジ と して の ス トア ー イ メー ジ,ア パ レ

ル 企業 の イ メー ジ と して の メ ー カー イ メー ジとの2つ に 区 分す るこ とと した。

この2つ の特 性 が 結合 され た 形で 消費 者 と接す る こ とにな りiこ れ らを 統 合

した 市場戦略 として商品差 別 化 戦 略,消 費 者 セ グ メ ン ト戦 略 が あ る。す な わ ち,

ブ ラ ン ドとい う包 括 的な 概 念 に よ って 消費 者 ニー ズ を具 体 的 に商 品市 場 で 把握

し,そ の 知名 度 が 市 場 の 占有 率へ とつ な が っ て くる。

この ため,ア パ レル 産業 に と って メー カー イ メー ジを高 め る ブ ラ ン ド戦 略は,

これ か らよ り重要 性 を 増す で あろ う。 そのため には,消 費 者ニ ーズ の性 向を正 確

に把 握 し,キ メ細 か な 商 品企 画,生 産体 制 を整 え な け れば な らない 。 そ れ に は,

消費 者 に対 して 商 品 の特 徴 を よ く認識 させ るた め の方 策 を フ ァ ッシ ョン情報 シ

ス テ ムで得 られ た 消費 ブ・フ ィール 情 報 の 分析 に よ って 的を 絞 った 方 法 で 効

果 的 に 行 な うこ とが で き る。

一10一
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このことは,ア パt/ル 産業 にとって利益が あるばか りでな く消費者 に対 して も利益

の あ るもの で あ る。 い い か え れば,消 費性 向把 握 の不 確 実性 か ら くる リス クを

ファ ッシ ョン情 報 シス テ ムに よ って 得 られ た 確 率 の 高い 市 場 見通 しが 可 能 とな

り,リ ス クの 軽 減 へ と結 び つ い て ゆ くわけ で あ るか ら,生 産 か ら消費 まで の全

て にわた っ て リス ク ・コス トが減 少 し適 正 価格 で 流通 す るこ と にな り ・自分 の

好 み に合 った 衣 料 品を 手 にす る ことがで き るな ど消費 者 に とっ て も大 き な メ リ

ッ トとな る方 策 とい うこ とが で き る。

■∀

図1-2フ ァ ッ シ ョン 情 報 シ ス テ ム と マ ー ケ テ ィ ン グ戦 略
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33フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ス テ ム と トー タ ル シ ス テ ム

」-A

これ まで みて きた よ うに ・フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ムの 形 成 は,繊 維 製 品 の

生 産流 通 体制 の すべ て にわ た っ て有 効性 を もってい る。 また,そ の 効用 を 高 め

るた め には他 の 個別 の シス テ ム と どの よ うに して イ ンタ ー フ ェー スを とるか と

い うこ とが考 慮 さ れ なけ れ ば な らな い。

た とえ ば,生 産 プ ロセ スで の 附加 価 値 を高 め るた め には,消 費 の 多様 化,個

性 化 に対 応す る少 ロ ッ ト短 期 生 産 を 可 能 とす る多 品種 少量 生 産 シ ステ ムを 形 成

してい かね ばな らない が,フ ァ ッシ ョン情報 システ ム との イ ン ター フ ェー スを

と るこ と によ って 消費者 ニー ズの 迅 速,的 確 な伝 達 が 可 能 とな り,そ の成 果 も

増 大す る。 これ らの 関係 を 図示 した ものが 図1-3で あ る。 図 で示 し て あ る と

お りファ ッシ ョン情報 シス テ ムを トー タル シス テ ムの 中で 位 置 づ け る カナ メ と

「

潔§

ア ンテナ シ ョッ プ

験暴

,点 線内狭義のアパ レル産業

図1-3フ ァ.ッ シ ョ ン 情 報 シ ス テ ム と ト ー タ ル シ ス テ ム

、-12一
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な っ てい るのが,単 品 管理 シス テ ムで あ る。 そ のた め には,単 品管理 シス テ ム

の 作成 にあた って 十 分 に,ト ー タル シス テ ムの イ メー ジを 把 握 し,各 サ ブ シ ス

テ ム間 との イ ン ター フ ェー スが 図 れ るよ うに設 計 され なけ れ ば な らな い。

また,本 調 査 研 究 で取 扱 って い る シス テ ムが 一 企 業 の枠 を 超 え た シス テ ムを

想 定 して い るた め,シ ス テ ム形 成 にあた っては,ア パ レル 産 業 を 中心 と した,

流通,販 売機 能 の 現状 と動 向 も十 分 に把 握 し て行 な われ な け れば な らな い。 そ

のた め,こ れ まで述 べ て きた よ うに,ア パ レル産 業 を含 め て シ ス テム化 の 対 象

を ファ ッシ ョン ビ ジネ ス と して と らえ,そ こにお け る トー タル シス テ ムの 形成

につ いて 調 査研 究を 行な っ て き てい るわ け で あ る。

▼

、
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34情 報 機 能 と デ ー タ ベ ー ス

昨年 度 の報 告 書 で 展 開 した プ ロフ ィールを 具 体 化 し,情 報処 理 が 可 能な レベ

ル まで 落 した デー タ群 を抽 出し,シ ス テ ムの 目的 に従 って 再 構成 す る こ とに よ

っ て ベー シ ック ・デ ー タ ・ベ ー スを 作成す る事 が可 能 とな る。

① 企業 内 外を 流れ て い る情報 を デ ー タア イ テ ム別 に 分割 し各 情 報源(伝 票類)

にお け るデ ー タ ア イ テ ム数お よび 種類 を列 挙 し そ の頻 度 マ ッ プを 作 成す る。

情 報 源(伝 票 類) 頻 度

デー タア イ テ ム

●

■

●

●

② 各伝票類が企業 内外の部門間を どの様 に流れ るかを伝票の入力,参 照 とい

った側 面で把え,伝 票流通 の 目的を明 らかにす ると同時 に各部門の機能を明

確にす る。

部 門

部

門
(伝 票類 の入力,参 照関係)

③ 機能 と して とらえ た 部 門 に対 し,デ ー タア イ テ ムが どの 様 に流 れ るか を,

デー タア イ テ ムの入 力(発 生),参 照,流 通 とい った 側 面か らと らえ入 出 力

フ ロー を作 成 す る。

ア

イ

テ

デ

一

夕

機 能 とし て と らえ た部 門

④ 各伝票 に対す るデ ー タ ア イ テ ムを 共通 の高 頻 度 デ ー タ ア イ テム とか準 高頻

度 デ ー タアイ テ ム,固 有 デー タ アイ テ ム等 のい くつか の グル ー プに分類 しデ

一14一
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⑨

一 夕 ア イ テ ム の 入 出 力 フ ロー との 関 連 で 基 本 と な る デ ー タ ア イ テ ム 群 を ベ ー

シ ッ ク フ レ ー ム と し て 抽 出す る。

⑤ 機 能 と の 関 連 で,そ の 機 能 が 要 求 す る デ ー タ ア イ テ ムへ の ベ ー シ ック フ レ

ー ム の細 部 展 開
,及 び 集 約 化 を 試 み,デ ー タ ア イ テ ム 間 の 関 連 を と ら え,ベ

ー シ ック デ ー タ ベ ー ス を 作 成 す る こ とが 可 能 とな る
。

マ
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35シ ス テ ム設 計 の基 本 的 な考 え方
マ

シ ス テム開 発 につ い て,大 体2つ の タ イ プに 区別す るこ とが で き る。 す なわ

ち ひ とつ は 現 状 の機 能 を 変 え る こ とな く各 部 分 の効 果 的な シ ステ ム化 を 図 る現

状 改 善型 の シ ス テ ム開発 で あ る。

他 のひ とつ と しては,現 状 打破 を 図 るた め の あ るべ き 姿(ビ ジ ョン)を 策 定

し,そ れ に到 達す るた め には,現 状 を ど の よ うに変 容 させ れば よい か を 検 討 し,

現 実 に導入 可 能 な シ ステ ム化 を 図 る シス テ ム化 目標 設定型 の シ ステ ム 開発 で あ

る。 こ のこ とを 図 に示 した もの が 図1-4で あ る。

本調 査研 究 の基 本的 な 方針 と して,業 界 全体 の シ ステ ム化 を 図 るた め に,シ

ス テ ム化 目標 設 定 型 の シ ス テ ム 開発 を 行な い,そ の シス テ ム に到達 す るた め

の 方策 を 策 定す る必 要が あ る。

こ の方策 を策 定す るため には,業 界 の シ ス テ ム化 の現 状,シ ス テ ム化 の ネ ッ

ク,業 種,業 態,企 業 規 模 な ど の 相 違 点 を 明 らか に し,シ ス テ ム 化 の可

能 性 の レベ ル(シ ステ ム化 の メ リ ッ ト,シ ス テ ム化 能力 な ど)を 明確 に し な け

れ ば な らない。

今 後 の 衣料 縫 製業 を 中心 とす るア パ レル産 業 の シス テ ム化 を 図 る うえ で業 界

の シス テ ム化 可 能性 の レベ ルを 明 確 に し,円 滑 に 新 しい シ ス テ ムを現 実 に導 入

さ せ るた め に,各 レベ ル に適 応 した い くつか の シス テ ム開発 案(代 替 案)を 設

定す るこ とが必 須 の こ とで あ る。

4

∀

一16一



(
'

⑨

▼

、

(1)現 状 改善 型 シ ス テ ム開 発

システム化された機能

あくまでも現在の

機能分化及び組

合せによるシス

テム化

現在 の機能

日

く 部分的な システム化に適用 させ る>

1

(2)シ ステ ム化 目標 設 定 型 シ ステ ム開 発

一
ノ

一

■

一

「

l

I

I
」

システ ム化 ビジ ョン

削除,修 正

一「

I
I
l
_」

現 在 の機 能の追加 削除,修 正

(あ るべ き姿(シ ス テ ム化 ビジ ョン)を 構 成す る機 能 が 現 実 の 機 能を追 加,

削除,修 正 す るこ と に よ るシス テ ム化)

〈 トー タル シ ステ ム化 に適 用 され る〉

図1-4シ ス テ ム開 発の基 本 的 タ イ プ概 略 図
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4.フ ァ ッ シ ョン 情 報 シス テ ム の基 本 設 計 概 要

貧

41単 品 管 理 シス テ ム の基 本 設計 概 要

1.単 品管 理 シ ステ ム の特 徴

単 品管理 シス テ ムは,① 繊 維 製 品 生産 流 通 に おけ る4つ の機 能す なわ ち,企

画,生 産,流 通,販 売 で 発 生す る主 とし て製 品 プ・フ ィール に 関す る情報 を収

集 ・加 工す るオ ペ レー シ ョナ ルな 情 報 シス テ ムで あ る。 ② 単 品 レベル の 情報 を』

それ ぞ れ4つ の機 能 間 に 製 品 プ ロフ ィール 情報 で イ ンター フ ェー ズ を とっ てい

る情 報 シス テ ムで あ る。 ③ そ れ 自身 としては,処 理 レベ ル の 低い サ ブ シス テ ム

で あ るが,各 機 能 に キ メ細 か な 情 報 を提供 す るこ と によ り,よ り高 い 処理 能 力

を 発揮 させ る情 報 シ ス テ ムで あ る。(た とえ ば,消 費 プロ フ ィー ル と結 合 す る

こ と によ り,消 費 者 ニ ー ズへ の 適 合を 図 り ,具 体 的な 商 品 企 画,製 品 コ ンセ プ

トの 設定 を容 易 にす る こ とが で き る),④ 製 品 プロ フ ィー ル の 情報 収 集 ・加 工

シ ステ ムで あ り,フ ァ ッ シ ョン 情 報 シ ス テ ム を 構 成 す る 他 の サ ブ シ ス テム,

ア ン テ ナ シ ョ ッ プ 情 報 管 理 シ ス テ ム と フ ァ ッシ ョ ン 予 測 シ ス テ ム と有 機

的 な 結 合 を 図 る こ と に よ っ て,商 品 企 画 に と っ て 有 効 とな る ひ とつ の サ

ブ シ ス テ ム で あ る。

2単 品管理 シス テ ム の設 計

以 上の単 品 管理 シ ス テ ムの特 徴 を 踏 まえ て,次 の こ とを 単 品 管 理 シス テム の

設 計 ・目標 とす る。

① マ ー ケ ッテ ィ ン グ活動 の サ ポー ト機 能(品 揃 え,プ ライ ス ゾー ン,ボ リ

ュー ム ゾー ンの設 定 な ど)

② リス ク分散 か ら,リ ス ク軽 減,高 付 加価 値へ の 転換 の 推進 機 能(フ ァ ッ

シ ョン商 品化 レベ ル ア ッ プな ど)
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性

「 一一一 一 ー 一 一 ー 一 一 ー 一 一

(ア ンテナショップ)・
`

1
|
l
I
l

単 品 管 理 シス テ ム の

目 的 ・ね らい1 (フ手緬r・ン>
L______________

.

現 状 調 査

ハ ー ド ウ ェ ア

シ ス テ ム の調 査 機能 ・情報の調査
企 画 メカニズ ム
の 調査

製品要素の分解 既 存 シ ス テ ム の
調 査

POS,在 庫管理

機等の専用機の

調査

伝 票 ヒヤ リン グ

に よ る,情 報 の

フ ロー と 処 理 形

態 の 調 査

ど の よ うに 商 品

企 画 が 行 な わ れ

て い るか

製 品 プ ロ フ ィー

ル の 属 性,機 能,

ア イ テ ム の調 査

商品コー ド体系

の検討

現 状 分 析

1↓

企画 の 論 理構 造
製 品 プロ フ ィー ル の

体 系

企画で必 要 な アイテ ム

の抽 出
商 品 コ ー ドの体 系.

`.

一 `

一 情 報1/O分 析 付 加 情 報・

1`

一 口

単品管理システム

基 本 機 能
一

`

1書

ハ ー ド仕様 デ ータ ・一← ス ソフ ト仕様

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

「

ー

l

l

l

l

ー

ー

l

l

ー

図1-5単 品 管 理 シス テ ム設 計手 順詳 細 図
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[一

③ フ・・シ ・ン情報 の陳腐化を防 ぎ… シ ・ン繍 の効用化を図 繊 能

④ フ ァ ッシ ョン性 向 の 先 行指標 機 能

な どを保 有す る シス テ ム

3製 品 プ ロ フ ィー ル の設 定

製品 プ ロフ ィール は,フ ァ ッシ ョ ン情 報 の 中 の1つ で あ り,衣 料 製 品が ど の

よ うな要 素か らな り,ど の よ うに して作 成 され るか とい う製 品 の生 産 に 関す る

情報 をい う。

製 品 プ ロフ ィー ル の 情 報構 造 は,階 層 構造 を も ってお り,図1-6の よ うに

な ってい る。 ・

図1-6製 品 プロフィール 構 成 概 略 図

データアイテム群

これを紳士服の製品 プロフィール情報 の事例として示す と次 の表1_1の よ

うにな る。.

一20一

¶

員

、

ず



.貿

■

,

、

.

、

表1-1

●

製 品 プ ロ フ ィ ー ル

属 性 ア イテ ム サブ アイテム
リ コ
アー タ アイ ア ム

用 途

基本用途

生活用途

色

・一・一 一ーー 一[=仁 ㌍;上,

:三 一ー モ …狂
.

・・ッキーー ー ー ー一[=多 ㌶ ル
グ ウ

・・ク・一 －E三 嶽 …・

タワン
ピジネス

カジュアル
ソシアル'

会=㍗ 一 一[[二=エ
白

黒

紺
グ レー色 系

フ フ ウZ

グ リー ン

ベー シ ュ

その 他

ラ イ ト

色 調

無地

縞

ト ン
ミ ア イ ア ム

タ=一ク

柄

格子

ダブルス トラ イブ

ー一一ー一 ≡1三;ii;多

一 一 －E71・ .こ㌫;彩

製 造

素 材

その他

ルテ
ン

ス

ル

ン

ヨ

ェ
リ

ロ
他

一
リ

ク

イ

の

レ
ポ

ァ

ナ

そ

・… モ 鷲 三第

サ イズ

織 物

不織布

編 物

ウー ス テ ッ ド
シ ャー クス キ ン

ギ ャバ ジ ン

ツ ィー ド
フ ラノ
パ フシ ャ

ボ ー ラ

サ モ ソ 二一
ヘ リン ボ ン

ノ ッ チ

・一 －E三:三
、

=Jス ト

加.[仕 様

素材購入原価
加工賃
標準原価

出荷価格

前 カ ッ ト

… 一 －E;三
.

JISサ イ ズ

・・一 一 午 ≡ 鐘

・・一 一 一 一[=慾
切 ポ ケ ッ トポ ケ

ッ ト アウ トポ ケ
ッ ト

・・クー一 －E三 三諺

べ・・一 〔 ㌶1三

オ・ 一 ーー ー一[=芸 ㌘

・ざあて一ー一 一 ー一[=濃 礫 …

その他

一

ト

ト

タ

ー

一

　
ド

ド

ド

メ
メ

オ

ン

ン

ノ

ー

一

　
ラ

ラ

ラ

ィ
ダ

ジ

ブ

プ

ブ

テ

ー

一
社

携

一

レ
オ

イ

白
口
提

ノ
'コ

状形荷出

ドンーソ
・フ

.
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4デ ー タ ベ ー ス 作 成 方 針

デ ー タ ベ ー ス を 設 計 す る に あ た って は,フ ァ イ ル を ア ク セ スす る場 合 は,必

ず キ ー コ ー ド単 位 ご と に,フ ァ イ ル を サ ー チ し て 該 当 す る キ ー コ ー ドを さ が し

だ し て,そ の コ ー ドを もつ デ ー タ レ コ ー ドを 読 み 書 き す る。 す な わ ち 使用 頻 度

の 高 い コ ー ド程 各 レ コ ー ドの 先 頭 に も って き て,使 用 頻 度 の 低 い コー ド程 後 に

も っ て く れ ば 全 体 の ア ク セ ス 時 間 は 少 な くな り,効 率 的 とな る。 ま た,た と え

ば 企 画 部 門 で 商 品 企 画 の た め に,種 々 の キ ー コ ー ドに よ っ て ア ク セ スす る場 合,

企 画 部 門 で 全 く ア ク セ ス しな い キ ー コ ー ドに つ い て は こ の コ ー ド体 系 に入 れ な

くて も よ い 。

ま た キー コ ー ドの 設 定 に つ い て は,ア ク セ ス頻 度 の レ ベ ル に 合 せ た デ ー タ パ

ー トを 設 定 す る こ と が 有 効 とな る 。 例 え ば ,パ ー ト1,パ ー ト皿,パ ー ト]1の

3つ に 分 け て 考 え る と,ト ー タ ル ア ク セ ス タ イ ム と し て は 短 か い 効 率 的 な フ ァ
'

イル アク セ スが 出来 る。

① パ ー ト1レ コー ドの一 番 前 に くる部 分 で 固定 的な 区分 で 使 わ れ

る ものが よい(例 えば 品 名 コー ド)

② パ ー ト皿 高頻 度 の ア イ テ ムを セ ッ トして やれ ば よい

③ パ ー ト皿 頻度 がほ と ん ど低 い ア イ テムを セ ッ トしてや れ ば よい

製 品 プ ロフ ィール ・デ ー タコー ド化 例(一 部)

蓑

▲

コ ー ドの種 類

色 コ ー ド

柄 コー ド

素 材 コ ー ド

サ イ ズ コ ー ド

品 目 コ ー ド

ブ ラ ン ドコ ー ド

年 度 ・季 コ ー ド

ス タ イル コ ー ド

(1～3桁)

(1桁)

(1～3桁)

(2桁)

(1桁)

(1桁)

(2桁)

(1桁)
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ワ

⑨

1.色 コ ー ド

(1桁)

ブ ラ ック

グ レー

Mブ ルー

Sブ ル ー

グ リー ン

オ リー ブ

ブ ラ ウン

ペー ジ ュ

チ ョップ

(2桁)

フ ル ー

上 ピ ン ク

グ レ ・一

ミイ オ レ ッ ト

色 ・一 グ リー ン

系 レ ツ ド

ブ ラ ウ ン

ー シ ュ

ク リ ー ム

ホ ワ イ ト

細

(3桁)

噂

色系

2.柄 コ ー ド

基調色

その他

無 地

格 子

縞

その他

(1桁)

色調モ

`

色濃度 数値

一23_



3.素 材 コ ー ド(1～3桁)

(1桁)

本 ウ ー ス テ
.ッ ド,

シ モ ブ リ

サ キ ゾ メ ウ ー ス テ ッ ド

ア トゾ メ ウー ス テ ッ ド

そ の 他

(3桁)

生 地 名

4.サ イ ズ コ ニ ド(2桁)

JISサ イ ズ コ ー ド

又 は

旧 体 系 サ イ ズ コ ー ド

5.品 目 コ ー ド(1桁)

ス リー ピー ス

ダ ブ ル

シ ン グ ル

ブ レ ザ ー(ジ ャ ケ ッ ト)

コ ー ト(オ ー バ ー)

モ ー ニ ング

ス ラ ック ス

タ キ シ ー ド

そ の 他
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6.年 度 ・季 コ ー ド (2桁)
'

も データ間の関係を表わ したもの(INDEX化)

使 用 目的 に従 って デ ー タ間 の

関連 づ けを と る論 理 的な 構造

(ロ ジカル フ ァイ ル)

▽
、

サ 年 素 柄 品 ブ ス 色 製 得 仕 担 '

イ ラ タ 品 意 入 当
先 者ズ 季 材 目 ン イ マ 先

ド ル 1

(2)(2)(1)(1)(1)(1)(1)(1) ク (6) (4) (3)

ベ ー シ ックデ ー タパ ー トr 一オ ブショナルデ一夕パー

(製 品 ブ・ブイール) (使 用 目的に従 って

要 とな るデー タ)

図1-7単 品 管 理 シ ス テ ム ・デ ー タ ベ ー ス の 構 成 例

ヤ

、
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'

5フ ァ ッ ショ ン情報 シス テ ム にお け る単 品 管理 システ ム

フ ァ ッシ ・ン情報 シス テ ム単 品 管理 シ ス テ ム と他 の シ ステ ム との 関連 につ い

て は つ ぎ の よ うにな る。

製 品 プロ フ ィールを 単 品 レベル で 収 集 ・処 理 した 情報 は ファ ッシ ョン予 測 シ

ス テム の入 力 情報 とな る。 また,ア ン テ ナ シ ョ ップ情 報 管理 シ ス テ ムの 消費 プ

・フ ィー ル も ファ ッシ ョン予測 シス テ ムの 入 力 情報 とな る。

フ ァ ッシ ョン予 測 シス テ ムで は,消 費 プロ フ ィール と製品 プロ フ ィール との

結 合 を 行 う。 ファ ッシ ョ ン予 測 シス テ ムの 予測 モデ ルか ら出力 され た 情報 を 他

の 種 々の 情 報 と と もに企 画 に反 映 させ るこ とに よ り,よ り附 加価 値 の高 い,消

費 者 ニ ー ズに適 合 し た 商品構 成 を図 る こ とが で き ると考え られ る。

さ ら に,こ の シス テ ムの 開 発 に よ って,一 定 の形 式 に従 って 情報 の 収 集,評

価 で き るた め 企 画担 当 者 の学 習 効果 に よ り,一 層 質 の高 い 情報 を抽 出で き る よ

うにな っ て くるo

フ ァ ッシ ョン情報 シ ス テム化 を促 進 す る狙 い と しては,2つ の 情 報 系 列す な

わ ち,製 品 プロ フ ィール と 消費 プロ フ ィー ル につ い て の情 報 と,ま た これ らを

包 含 した フ ァ ッシ ョン情報 を フ ァ ッシ ョン ミ ック ス情報(日 常 デ ー タ)と フ ァ

ッ シ ョン ライ フ情報(非 日常 デ ー タ)と の2つ の 情 報 流通 にお い て収 集 ・処 理

す るシ ス テ ム とし て単 品 管理 シス テ ム とア ンテ ナ シ ョッ プシ ステ ムを考 え,そ

れ らの 情 報 を最 適 に結 合す る こ と によ り,生 産,販 売 活動 め最 適 コ ン トロー ル

と迅 速, ,的 確 な フ ァ ッシ ョンの予 測を 可 能 にし よ うとす るもの で あ る。

図1-8は,生 産 流 通 の4つ の 機 能 と,製 品 プ ロフ ィール,フ ァ ッシ ョン ミ

ック ス情報 の側 面 を にな う単 品 管理 シ ス テ ム 消費 プ ロフ ィー ル ・フ ァ ッシ ョン

ラ イ フ情 報 の 側 面 を にな うア ンテナ シ ョッ プ情報 管 理 シス テ ムお よび これ らの

シス テ ムを結 合 させ る ファ ッシ ョン予 測 シス テ ムの 関係 を 図示 した もの で あ る。

また,図1-9は マ イ ク ロコ ン ピュー タ シ ステ ム によ る単 品 管理 シス テ ムの

概 略 を,図1-10は そ の シ ス テ ム構 成 と ソ フ トウェ ア機 能を 図示 した もの で.

あ るQ
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▲

ファッシ ョン

ライ フ

.

単 品 管 理 シ ス テ ム
」

製 品 プ ロフ ィー ル

ファッシ ョン

ミ ッ ク ス

消 費 プ ロフ ィー ル 主 に 製 品 プロフィー ル,フ ァッシ。ンミックス情 報

●

フ ァッ シ ョン予 測 シ ス テ ム

製

プロフィール

ファッシ ョン

クス

イ

品

プロブ

製

ア ンテナシ ョッフ シスァム

消 費 プ ロ フ ィー ル

フ ァッ シ ョン ・ライ フ

主 に 消 費 プロフィール,
ファッション・ライフ情 報

フ ァッシ ョン

ミ ッ ク ス

消費者

調 査

費

プ

ロ
フ
ィ
ー

ル

販

売

流

通

生

フ

ァ
ソ
シ

ョ

ン
予

測

産

企

画

、＼

吟

　
デ ー・タ 収 集

　
デ ーータ 照 合

ファッションミックス 情 報 … 日 常 の 生 産 販 売 活 動 に よ っ て 発 生 す る 情 報

ファッシ ョン ミックス 〃 … 日 常 の 活 動 か ら で は な く意 図 的 な 行 為 に よ
ア

って発生す る情報

図1r8
'
フ ァ ッシ ョン情報 シ ス テム と単 品管 理 シス テ ム 関連 図
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デ ィ ス プ レ ー 出 力 部

メモ リーマ ップ

モ ニ タ

プ ロ グ ラ ム

.デ ー タ'ベ ー ス

マ ネ ジ メ ン ト

プ リンタ ー 出 力 部

[

ログラム

アクセスキー

ンボリック

ファンクションキー

テ ンキー

(数 値 入 力 キー)

▼

'

デ ー タ フ ァ イ ル

マ ス タ ー(コ ー ド変 換 パ ー ト)

素 雪榔(
。 ジ ・ ル バ ー ト)

デ ー ・ 部

、(。 ブ・ ・ナル ・ミー")

デ ー ・ 迦

(べ 一 ・ ・ク・こ'ト)

シ ス テ ム フ ァ イ ル

ワ ー キ ン グ パ ・一 ト

(補 助 メ モ リ ー)

プ ロ グ ラ ム パ ー ト ●

ダ

汎 用

コ ン ピ ュ ー タ

■

{

!

図1-9単 品 管 理 シ ス テ ム用 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ・ジステ ム概略 図
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A

c

「

マ スター

(コ ー ド変 換 パ ー ト)

)

β立
ロ
弓索

トーパルカジロ(

ソフ トウェア 機 能

① モ ニ タ

② エ デ ィ タ ー

③ シ ナ リ オ

④ データ'べ 　ス
マネジメン ト

・演 算 機 能

・入 出 力 機 能

・ デ ー タ管 理 機 能

ワ ー キ ン グ

パ ー ト

① モ ニタ

端 末 利 用 部所 の利 用 範 囲や 利用 方法 の妥 当性 を

チ ェ ックす る

② エデ ィター

情報 の入 出 力 に関す る編集 機 能を 果す

③ シナ リオ ・

単 品 管理 シ ス テ ムの データ・ベースを 効率 的 に働

か せ るた め の ス トー リー展 開機 能

④ デ ータ ・ベ ー スマ ネ ジ メン ト

デー タ ・フ ァ イル を 管理 す る

図1-10単 品 管 理 シ ス テ ム の イ メ ー ジ
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42ア ンテ ナ シ ョップ情 報 管 理 シ ステ ムの基本設 計概要

1情 報 収 集 の仕 組

① 情報 収 集 の 前提

ア ンテ ナ シ ョッ プ情 報 管 理 シ ス テ ムで 収集 すべ き情報 は,基 本 的 には 製

品 を 生み 出す,或 は製 品を 品 揃 えす る とい った 事 に役 立つ も ので な けれ ば な

らな い。 そ の た め こ こで は 製 品 プロフ ィー ル と 消費 プ ロフ ィー ル双 方が 収集

で き るよ うな 消 費者 グル ー プに関す る情報 収集 が 必要 とな る。 製 品 プロ フ ィ

ール と 消費 プロ フ ィー ル双 方 が 得 られ る とい う要 件 を 満す 消 費者 グル ー プは ,

少な くと も一 度は 実 際 に製 品を 手 に した 事 の あ る集 団 で あ り次 に示す3つ の

集 団 に対す る情報 収 集 が 考 慮 され なけ れ ばな らな い。

玉 ≡1諜i⇒葦ご
ー類さて出っいよ見にが

握
法
把
手
る

の
る
な

控
え
と

特
扱
源

団
り
報

集
取
情

・
の
て
な

D
し
効

・と
有

P
団
ぱ

L
集
れ
@団集の客み込見在潜皿)L

② 情報 収 集の 方 法

1)購 買者 集 団(消 費者 調 査)

来 店 し 実際 に商 品 を購 入 した 人 に対 して 面談 式 又 は 自己 記入 方 式 に よ り,

あ らか じめ 設定 した 対 象 者 の価 値意 識,物 ご と に対す る態度,デ モ グ ラ フ

ィ ックな特 性 等 の質 問 に よ り調査 す る。 この際,同 時 に製 品 プロフ ィー ル

情 報 と関連 づ け られ る事 が 必要 とな る。 即ち,ど うい う商 品 が ど うい う対

象 者 に売 られ たか を 調べ る。 この場 合 顧 客 の氏 名 と住 所 だ け は 必 らず 販 売

した 時点 で 入 手 し てお か なけ れ ばな らな い。

一30一
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ヤ

白

ψ

iD非 購 買 者 集団(機 会損 失 調査)

面談 式 の方 法 に よ り,消 費 者 の意 見を探 る もの で あ る。 これは 店 舗 に製

品を 求 め るか あ るいは 見 に来 た人 に対 し買わ な か った 理 由(す な わ ち 機 会

損失 を 生 じた)を 聞 くこ と によ り,何 を 捜 して い た のか,そ して 買わ なか

ったの は 何 故か 各種 の要 因別 に調 査す る。 例 えば,何 か 代 替 商 品が あ った

か 否か とか,買 わな か った 理 由は,色 ・柄 ・サ イズ ・価格 等 どれ が 条件 に

合 わな か った の か,試 着 具 合が 悪 か った のか 等 に関 して 調査 す る。

iii)モ ニ タ ー集 団(モ ニ タ リング調 査)

.自己記 入 式 の 方法 で,あ る特 定 の人 にモ ニ タ リングを 依頼 す る調 査方 法

で あ る。 これ に よって た とえ ば 衣料 な ら製 品 の デ ザ イ ン ,ス タイル,着 心

地 とか 一 定 の 項 目に対す る具 体 的感 想 を実 質 的着 衣 の 結果 と して 集め る。

上 記D,iD,iji)の 調査 方 法(情 報 収 集 の方 法)が い わ ゆ る従 来 の よ うな 消

費者 の 区 分け を 明 確 にせ ず に行 な われ る消費 者調 査 と比較 して格 段 の相 違が

あ る点は 次 の通 りで あ る。

つ ま り従 来 の 消費 者調 査 では ,製 品 プ ロフ ィール を把 握す る方 法 と して,

想 記法(調 査 対 象 者 の 記憶 に頼 る 方法)ま たは,ま れ に観 察 法 に頼 って い る

ので 製 品 プロ フィー ル にデ ー タと して曖 昧 な 点(非 標本 誤 差)が 含 まれ たが ,

ここで の調 査 の よ うに 消費 プロフ ィール に製 品 プ ロフィ ールが 付 随 す る事を

基 本 要 件 と して い る調 査 では,こ の様 な誤 差 が排 除 され デ ー タの精 度 が格 段

に高 ま るの で,後 の分析 過 程 で この 点 を心 配す る必要 が ほ と ん どな くな る。

② 収集 情 報 の 内容

い ず れ の 調査 におい て も,製 品 プロ フ ィー ル ,消 費 プロ フ ィール の 双方 が

把 握 され なけ れ ば な らない が,調 査時 点 で 既 に 分か ってい る部 分 と,そ こで

調査 しな け れ ば な らな い 部 分 とが あ る。

固 有の 調 査 項 目とは 各 調 査 法 を 有効 にす るた め に設け られ る項 目で あ り,

プロフ ィール 共通 項 目に付 加 さ れ る項 目で あ る。 こ こで の プロ フ ィール共 通

項 目や 固 有調 査 項 目の内 容 の レベル は,そ の調 査 の 目的 と,現 実の 情 報 収集
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既 知 の 部 分 調査事 項 対象者数

D消 費者調査 製 品 プ ロ フ ィ ー ル 消費 プ ロフ ィール

固 有 の 調査 項 目

大

iD機 会損失調

査

消費 プ ロフ ィール

製 品 プ ロフ ィール

固 有の 調 査 項 目

中

m)モ ニ タ リング

調 査

製 品 プ ロ フ ィ ー ル

消 費 プ ロ フ ィ ー ル

固有の調査項 目 小

能 力 とに よ って 左 右 され る。 従 って 最 低 ど の レベ ル まで の 情報 を 収 集 しな け

れ ばな らな い のか とい うこ とが 問題 とな るが よ り少な い調 査 項 目数で よ り豊

富な 意 味を.与え て くれ るよ うな レベル が 選 択 されれ ば よい 。 こ の様な レベ ル

として 製 品 プ ロフ ィー ル及 び 消費 プロ フ ィール の レベ ルを 設定す る こ とが で

きよ う(表1-2～ 表1-3参 照)。 従 って あ くまで も簡単 に 収 集 で き る事 を 狙 い

とした レベ ル の設 定 を 図 り,日 常 活 動 に 支障 を きた さな い よ う配 慮 され ね ば

な らな い。 しか し現 実 には そ れ だけ で は十 分で な い 部 分 もあ ゲ,こ の様 な 部

分 は 面談 式 の場 合,特 に シ ン プル に,ま た 自己 記入 方式 の場 合は,そ の 調 査

の有 効化 のた め に 回答 し得 る範囲 までを 固 有 項 目と して考 え れ ば よい(表1-

4～ 表1-6参 照)。 モ ニ タ リング調 査 以 外 の 固 有 項 目は 必ず し も必要 とされ

る訳 では な い。 また モ ニ タ リン グ調 査 は 来 店 者集 団 に対 す るものではないので,

ア ンテ ナ シ ョッ プの店 頭 以 外 で も実施 出来 るもの と して,ア ンテ ナ シ ョッ プ

情報 管理 シ ステ ムか ら・は除 かれ る。
、
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表1-2収 集 す べ き 製 品 ブ ・ フ ィー ル の レ ベ ル

●

畠

● 製 品 プロフィール

〈属性〉

用途

製造

ス ト

〈 アイ テム〉

品種

色

柄

素材
スタイル

ブラン ド

サイズ

ブライス

●

⑰

・品種

・柄

ス リー ピー ス

ス ー ツ

ジ ャ ケ ッ ト(ブ レ ザ ー)

ス ラ ッ ク ス

フ オ ー マ ノレ

オ ー バ ー コー ト

ス ポ ー ツ コー ト

ス ボ ー ツ ジ ャ ケ ッ ト

そ の 他

地

子

柄

無

格

絹

綾

小

・サ イズ(JIS-3元 表 示)

・ブ ラ ン ド(企 業 個別 に 設定)

・ プライ ス(企 業 個 別 に 設定)

・色

ブ ラ ック

グ レ ー

プ ノレー

グリーン ●色濃度

リー ブ

ブ ラ ウ ン

ー シ ュ

・素材

ウー ステ ッ ド

ツィー ド

ギヤバ ジン

ポー ラ

フ ラノ

サク ソニー

シャークスキ ン

バ ラッシャー

の 他

・ス・遍il鑑

ライ ト

ディアム

ー ク
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表1-3 収 集 す べ き 消 費 プ ロ フ ィ ー ル の レ ベ ル

〈属性〉

一 …-E
象

向

対

性

〈 ア イテ ム〉

年 令

学 歴

・年令

・職業

上別季●

職業
居住地域

所得

行動一 ー 一[==鞠

0～20

21～25

26～30

31～35

36～40

41～45

46～50

51～55

56～60

61～

大 中企業 経営 者

管理 的職 業

専 門 的職 業

小 企 業経 営者

事 務,販 売 的 職業

術 的職 業

農林 漁業

サ ー ビス職業

無 職

そ の 他

春

夏

秋

冬

シーズンレス(年 間通 して)

旧制 中卒

旧制 高卒

旧制 大 卒

新制 中卒・学 歴
新 制 高卒

新 制 大卒

大 学 在 学 中(含 大学院)

そ の他

・居 住 地域(企 業 個 別 に設 定)

100万 円 未満

150〃

200〃

・所 得250"
300〃

400〃

500〃

500万 円以 上

家 庭 で くつ ろ ぐ時

職 場 で・遣 あ らた ま った 時 に

遊 び に 出か け る時

そ の他
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表1-4消 費 者 調 査 有効 化 の ため の調 査 項 目

ヤ

●

・衣 料 ス トック(何 を 何 者)

・マ ス コ ミ媒 体 へ の接 触 度(テ レ ビ ラ ジオ 新聞)

・衣 料 情 報 の 収集 源(チ ラ シ テ レ ビ ダ イ レク トメール 展示 会等)

・ラ イ フス テー ジ(未 婚 既 婚 と家 族 の状況)

・流 行採 用 に 対す る意識 な ど

表1-5機 会損失調査有効化のための調査項 目

・代 替 商 品 の 有無(有 ・無)

・修 正 個 所(代 替 商 品が あ り購 入 された 時)

・試 着 具 合 な ど

■

表1-6モ ニ タリング調査有効化 のための調査項 目

・着 心 地

・ 見 て く れ

・ 実 用 性

・ 機 能 性

な ど

④ 情報の収集及び蓄積 の方法

情報の収集及び蓄積 の簡便化 を志 向す るため,次 の様な事項 に基づ き情報

収集 ・蓄積 の方法を考え る必要があ る。
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・製 品 プロ フ ィール と消費 プ ロフ ィー ル の連 結 法

(ワ ンカー ド方式)

・既 知部 分 の プ レ コー ド化

・未 知 部 分 の 収 集 の簡略 化

(マ ー ク カ ー ド方 式,顧 客 の コー ド化)

・デ ー タ発生 源 で の即時 入 力

(単 品 管理 シス テ ムの導入)

つ

2収 集 情 報 の加 工

一 般 に機 会損 失 調 査
,モ ニ タ リン グ調 査 で は,比 較 的 個別 の 商 品 に対 す る要

求 が 多い 所か ら,要 求 内容 の 分類 及 び件 数 に よ って 比較 的 容 易 に 消費 者 ニー ズ

を 把 握 し得 る。 消 費者 調 査 の場 合 には,品 揃 え の検 討,市 場 規 模 予測へ の 展 開

を 志 向す る もので あ るか ら製 品 ブ ・フ ィール と 消費 プ ロ フ ィール との 一 対一 対

応 の中か ら消費 者 ニ ー ズを 吸い 上 げ,・商 品 イ メー ジへ の展 開が 可 能な様 に 加工

され なけ れ ば な らな い。 製 品 プ ロフ ィー ル と 消費 プ ロフ ィー ル との一 対一 対 応

は 膨 大な 組 み 合 わ せ 情報 を 発生 させ,解 読 が 困 難 な もの とな るた め,解 読 を 容

易 に す る よ うな 仕 組 が 必 要 とされ よ う。 こ れ は 消 費 者 ニ ー ズ を セ グ メ ン

'
ト化 す る も の で あ り,製 品 と 消費 との 関連 を 明確 化す るものでなければな らな

いが,そ の様な セグ メン ト化 の 方 式 が 未だ 確 立 され て いな い所 か ら今後 の 開 発 が

期 待 され る もので あ る。 従 って ここで は 図1-11に 示す よ うな 消費 者 ニー ズ

の セ グ メ ン ト化 に基 づ く収 集情 報 の 加工 の一 手法 を 提 示す るもの で あ る。

ウ

'
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① 流行採用 に対す る意識に基づ き消費者像を次 の様 に設定す る。

変曲点

＼ 。醐 帷 期/
皿初期採用者 追随者 追随者

1革 新者2t%

1,!%
☆
鰯

V
遅

1

② ① で 設定 した 消 費 者像 と

一 ル の ク ロス集 計 を 行な い

コア ー を算 定 す る。

製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 ブ ロフ イ

各 アイ テ ムの 消費 者 像 に対 す る ス

③ 消 費者 像 の差 異 に関す る ス コ アの大 きい 順 に各 ア イテ ムを 並

びか え る。

q

頃

④ 説明力の大 きいい くつか のアイテム群 で消費者像に対す る総

合評 価を見い 出す

計量化 出来 る事 が望 ましいが定性的な もので もかな り有効

であ る。

ll

II

__」 γ_一__一 一 一.一

「 ㌫ 層剛 て,ど ういう製品を提供す]
1べ きか の判 断 材 料 とす る。l

l計 量化が可能であれ満 場規勘 預Uへl

L哩 竺 塗 笠 ≡ 一二ーーー一一.一 」

図1-11収 集 情報 の加 工 手 順概 略 図
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3収 集 情 報 の評 価

2で 述 べ た 方 式 に よ り収 集,加 工 さ れた 情報 か ら どの様 な 事 が読 み 取 れ るか

を探 るた め に某 紳 士服 メー カ ーの 協 力を 得 て 特定 商品 の購 入 者 に 対す るア ンケ

ー ト調査 を 実 施 した
。 収 集 情 報 の評 価 方 法 の 一例 にっ いて 述 べ る。

i)価 値 意 識(図1-12)

価 値 意 識 について の調査結果 によれば消費者セグメントの5タ イプは他 人意識志向

が強 く,革 新者,初 期採 用者においては価 格よ りむ しろ品質を重視す るウェイ トが 高

く,前 期追随者にな る とこの関係が逆転し,価 格 に対す る ウェ イ トが 高 ま ってい

る。 更 に後 期 追 随者 で は 品 質 と価 格 とが 同 じよ うな ウェイ トを 占め,遅 滞 者

では又 品質 に対す る ウ ェイ トが 高 ま る とい った 一 連 の 関係 が 見 られ る。

iD地 域 差(図1-13)'

一 どの タイ プも経 済 圏及 び準 経 済圏 に集 中 してい るが,革 新 者,後 期 追 随 者,

遅 滞 者は経 済 圏 の ウ ェイ トが 高 く初期 採用 者 と前期追 随者 では準 経 済 圏 の ウ

ェイ トの方 が 高 くな って い る。経 済 周 辺 地 域 の ウ ェイ トは 遅 滞 者 にお いて 特

に 高い。

iiD生 活用 途(図1-14)

どの タイ プも職場 で 着 る衣 服 を充 実 させ た い とす る ウェイ トが 高い が,遅

滞 者 では 遊 ぶ 時 の衣 服 の ウ ェイ トの 方が 高 い。 これ を公 的生 活 と私 的 生 活 と

い う形 で眺 め る と,革 新 者,初 期 採 用者,前 期 追 随 者 は公 的生 活へ の ウェ イ

トが 高 く,後 期 追 随 者,遅 滞 者へ 移 行す る程 私 的生 活へ の ウ ェイ トが 高 ま っ

て ゆ く。

こ の よ うに い くつ か の属 性 を 消費 セ グ メ ン トとの 関連 で 分析 す るこ と に よ り

全体像 と して 消費 者 セ グ メ ン トを 把握 して い く事 が可 能 とな ろ う。
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愈

遅滞者

100

革新考

選濡者

100

後期追随右

図1-12

他人意識が強く品質重視型

自己意識が
強 く価格重視

』100
初 期採 用 者

自己意識が強く品質重視

他人意識が強 く価格重視型

100

前期追随 者

流行採用 と価値意識

`

革 新者

100

後期追随者

図1-13

100

前 期追随者

流行採用 と地域差

二39－

lOO 初期採 用者



」

革新者

100

後期追随者

　び

＼ン

前期追随者

初期採用者

,

■

図1-14 流行採用 と生活用途
'
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4.3フ ァ ッシ ョン予 測 シ ステ ム の基 本設 計 概 要

1.長 期予 測 モ デ ル

① モ デ ル の背 景

従 来 の 時 系列 分析 とは視 点 を 異 にした 統 計 力学 的 手法 を 用 い た 需要 予 測 を

考 察す る。 流 行現 象 の よ うに,未 だ デー タ に よ る現象 の 解析 に信 頼性 が 乏 し

い 分野で は,従 来 の 時 系列 分 析(重 回帰 分析,移 動平 均 法,な ど)は,無 力

な もの とな る。 しか し この統 計 力学 的手 法 に よれ ば,集 団 の構 成 要 素相 互 の

影 響 力 を モ デ ル の 中 に組 み込む 事 が 可 能 とな る こ とか ら有 効 な 方 法 と考 え ら

れ る もの で あ る。

② 分析 の狙 い

あ る新 製 品 を企 画,販 売 し よ うとす る時,そ の 製品 が 流 行す るか 否か を 計

量 的 に把 握 し よ うとす れ ば,次 の 様 な観 点か ら分析 す れば よい。 す なわ ち そ

の 製 品 を 買 い たい とい う人 の割 合 をP、,そ うで な い人 の割 合 をP2と した時,

(P1+P,=1)と な るがP、 が どの よ うな挙 動 を 取 るのか を定 量 的 に明 らか に

す るこ とで あ る。

③ 基 本概 念 の説 明

エ ン トロ ピー とは,あ る現象 にお け る"曖 昧 さ"を 表 示す る量 で あ る。 二

つ の事 象S,,S,が そ れ ぞれP、,P2の 割 合 で起 こ る時(P,十P2=1),エ ン

トロ ピーHを

H=一(P∫logP,十P210gP2)

で 定 義す る。

具 体 的 例 を ど って,"明 日雨が 降 る(S、)か,降 らな い(S,)か,と い う

問題 を 考 え て み よ う。 も し天気 予 報 につい て,な ん らの情 報 も持た な け れば,

S、,S,の 起 こ る確 率 は共 に1/2と 考 え る しか な い。 こ の場 合 はH=log2と

な って"曖 昧 さ"は 最 大 とな る。 然 し何 らか の手 段 に よ って,明 日必 ず 雨が

降 る(或 いは,絶 対 雨 が 降 らない)と い う事 が 分 ってい れ ば,容 易 に分 る よ
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うに,エ ン トロ ピーHは0と な り一 切 の"曖 昧 さ"は な くな る。 通 常 は こ の

中間 の段 階 に あ ろ う。 この概 念 が,こ こで の 分析 手法 の カナ メ とな る もの で

あ る。 即 ち,あ る現 象 に対 し て エ ン トロ ピーを 導 入 し,こ れ に種 々の 情報 を

付 加 さぜ る こと に よ って,そ の"曖 昧 さ"を 次 第 に減 じ させ てい くわ け で あ

る。 これ が"予 測"(決 定 論 的 予 測 では な く,確 率論 的 予 測)に 他 な らな い。

本 調査 研 究 では,こ の 情報(数 学 的 に は制 約 条 件)と して,次 の よ うな購 買

支 出条 件 を用 い る。

ぽ 、P・H・ 曳J・jp・Pj
こ こではH1は そ の製 品 の魅 力度,H・ は 拒 否 反 応度,Jijは 購 買 者 間 の 相 互

影 響 力を示 す 変 数 で あ る。

こ の式 を簡 単 に説 明す る と,対 象 とす る集団(例 え ば或 る特 定地 域 の 購 買

者 層)が,そ の製 品 を 買 うた め に 支 払 う総 支 出Eは(個 々人 の支 出は ラ ンダ

ムで あ って も)一 定 とみ て よい とい うこ とで あ る。

④ 計算結 果

簡 単 のた め に,J、,=J2、=0,J,、=J2,≡Jと お く。

(こ の簡 略化 の意 味 につ い て は 各 論参 照)

統 計 力学 的 手法 を用 い て 計算 す ると次 の よ うにな る。

(H、-H,)
X「

+篇(但 しX=P1-P2'P'+P2==1)

H、,H,,Jは 前述 の も ので あ るが,新 た に取 り入れ られ た 指標 βは,フ ァ

ッシ ョンに対 して そ の 社 会(集 団,購 買 者 層)が 持 つ許容 度 を示 す もの と解

され る。 従 ってX即 ちP、(買 う人 間 の割 合)を 知 るた め には,変 数H、,H,,

J,β が 測 定 され れば よい こ と にな る。

⑤ 入 力 デー タの 求 め方

消費 者 に対 す る次 の よ うな ア ン ケー トを 行な う事 に よ り 、,まず(H,-H,)/

Jな る量 を測 定す る。

与 え られ た フ ァ ッシ ョン性 衣 服 の魅 力 対 模倣 比(H1-H、)/Jの 決 定は,
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.図1に 示 す よ うな グ ラ フを 消費者 に対す る調 査 に よって 作 れば 可 能 とな る。

た とえ ば これ か ら売 り 出そ うとす るあ る衣服 の カ タ ログ(数 種 類 見せ た 方 が

比 較上 よい で あろ う)を 値段 と と もにつけ て,そ の衣 服 の 対象 と考 え られ る

消費者 を100名 選 んで 次 の よ うな ア ンケー ト調査 を行 な う。

あ なた は まわ りの 人が この衣 服 を着 て いな くて も買 い たい とい う

気持 にな ります か?

あ な た の階 層 の人達 が 他 に何%ぐ らい 着 て い た ら 自分 も 買い ます

カtS?(25%,50%,75%,100%)

1?の 衣 服 ご と に,質 問1に 対 してyesと 答 えた 人 の 割合 を,図1-15

の左 端 の縦軸 上 に プ ロ ッ トす る。 これ は そ の衣服 固 有 の魅 力 を表 わ す か ら,

(H、-H,)な る量 に他 な らな い。 従 来 の 調査 法 は,「 まわ りの 人が この衣服

を着 て い な くて も」 とい う断 りはな い に して も,本 質 的 に この 質 問1だ け に

よ ってい る ので あ る。 この質 問 だ けで は,そ の衣 服 の 固有 の 魅 力は 分 って も,

流 行 に と って 重要 な 集 団 の模 倣 効 果を 取 り入れ るこ とは で きな い。 この模 倣

効 果は,質 問2に よ って 導入 す る こ とが で き る。 流 行 独 得 の他 人 依 存性 の欲

求 に よ って,そ の衣 服 の 固 有 の魅 力は た とえ 低 くて も,ま わ りの同 世代 の人

達 が 多 く着用 し てい れ ば,自 分 も

購 買 せ ざ るを得 ない で あ ろ う。 こ

れ は 流 行独 得 の心 理 で あ り,自 分

だ け 全 く別 の 行 動を す る と不安 を

感ず る 「自我 防衛 機構 」 に根 ざし

て い る。 質 問2の よ うな調 査 は恐

ら くまだ 行 わ れ た こ とは ない で あ

ろ うが,他 に着 用 してい る人 の割

合(例 え ば25%,50%,75%,

100%)を 横 軸 に と って,そ れ ぞ

購
買
す
る
人
の
割
合

1

(H、-IQ)

0他rc着 用している人の割合1

図1-15消 費 者 に対す る メー ル調査

に よ り魅 力 対模 倣 比(HrH,)

/Jを 決 定す る方 法
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れ に購 買す る と答 えた 人 の割 合 を 縦 軸 に プロットすれば,図1-15の よ うな 直

線 的 関係 が 得 られ るで あろ う。 この 勾 配か らJが 決 定 され る。 次 に β'を求め

る。 βノは ア ンケー ト調 査 を 行 ったい くつ か の衣 服 に対 して,そ れ を実 際 に購

買 す る人 の割合P1を,ア ン ケー ト調 査 の最 小値(図1-15の グラフでは 左端

の値)と 最大 値(同 じ く右端 の値)の 平 均 値(同 じ く横 軸 の50%の 値)に

と る。 このP,か ら,公 式(1)=

(H1一 且,)/J
β'=1+(1)

1-2P,

を 使 って βノを決 定す る。 これは あ くまで も近 似 値な の で,ア ンケ ー ト調 査 し

た い くつか の衣 服 に対 して バ ラ ツキが あ るで あろ う。 これ らの βノの平 均 値 を

更 に と る。 こ の最 終 的 な平 均 値 を βノの真 の値 と して求 め る6

④ モデ ルの 適 用 限 界 ・

ここ で我 々の 理論 の一 つ の限 定 を 明確 に して お く必 要 が あ る。 そ れ は この

理 論 が あ くまで マクロな集団現 象を扱 ったものであるか ら,そ の衣服取扱い の全企

業 に よ る総 売上 げ高 を予 測 す るこ とは で き るが,企 業 間の 競 合 の問 題 には無

力だ とい うこ とで あ る。 企 業 の シ ェア ー が決 ってい る場 合 には,こ の理 論 を

そ の 特定 の企業 に あ ては め るこ とは で き るが,競 合 に よ って シ ェ'アー を伸 ば

そ うとす る こ とは 別 問 題 にな って くる。 しか し そ の衣 服 が 全 く新 製 品で あ る

場 合 には,他 の従 来 の衣 服 と比 較す る先 の ア ンケー ト調査 に よ って,ど の程

度 の マー ケ ッ トにな るか の予 想 は で き る。 従来 品 の販 路 拡 張,シ ェ アー ア ッ

プの 問題 には この理 論 を あて は め る こ とは で きな い 。

こ こで紹 介 した フ ァ ッシ ョン予 測 の理 論 は,全 く新 しい 計量 的 手 法で あ り,

しか も簡 単 に運 用 で き ると考 え られ るか ら,う ま く使えば フ ァ ッシ ョン性 衣

服 の 流行 予 測 の一 つ の手 段 とな るで あ ろ う。
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⑤ フ ァ ッシ ・ ン予 測 モ デ ル に よ る 処 理 フ ロ ー

モ デ ル の 展 開 調 査 の 展 開

① 対 象 とす る製 品 を 買 う人 の割 合

P,そ れ 以 外 の モ ー ドを 買 う人 の

割合P、

P1十P2=1

② 対象 とす るN人 の集団の衣料品

支出に関す るモデル

E-
、三,P・賜 、,蓋ぷ 」P・pj

H(商 品独 自の魅 力)

J(他 人 が 着用 す る こ とに よ る

影 響)

③ エ ン ト ・ ピー 最 大 の 原 理

② の モ デ ル の 制 約 化 で の

S=(P,.enf)1十P2∠nP2)の

最 大 化

④③ の解

Z=㌦h〔R
。(X+Z・)〕

Z=P1-P2'βo=2J
,2-J、1-J22

X・ 一 十 β・〔2(-f■)+J・ ・-J,・〕

⑤ モ デル の簡 略 化 操 作

(H、-H∂/J

⑥ 調 査結 果 で得 られ たH,J,β'の

値 を⑤ に代 入 しxの 算 定 に よ る

P、の予 測値 の決 定

① 消費者調査の実施

或 る衣服を誰 も着ていない時 と

他 の人の着用割合が示 され る場

合の2通 りの条件設定 の下での

購 買意 向の調査

②各 調査データの集計

購
貝 勾 配J
す
る
人
の
割 　 (H,-H,)
A

③ βノの近 似 値の 推定

(H,-HD(1十J)

(H,-H,)/J

④ それ ぞ れ の衣 服 の β'の 平 均 を

取 り β'の 其位 とす る
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2短 期予 測モ デ ル

① モ デル の 背景

昨 年度 の調査 研 究 にお い ては,ベ イズ 流の モ デ ルを 簡単 に説 明す るた め に

具 体 的な 方 法 につ いて は ふ れ ず,そ の骨 子 に つ い て述べ た が,本 年度 は この

ベ イ ズ流 の理論 を用 い て,具 体 的 な 消費 者 調 査 を 通 した 短 期 予測 モ デ ル を提

示 した。

② 分析 の 狙 い

一 般 に消 費者 調 査 には ,次 の2種 類が 考 え られ る。

Dあ る製 品 の購 買 者 のみ を 対 象 とした 調 査

iD特 定 の 地域住 民 全 体 を対 象 と した調 査

前 者は,そ の 製 品 と購 買者 の諸 属性 との 関連 分析,要 因 分析 に有 力 で あ り,

後 者は 需要 推 計 に効果 的 で あ る。 本 調 査研 究 で は,こ の2種 の調 査 を 結 合 さ

せ る こ とに よ り,、ベ イ ズ流 の短 期 予 測 の方 法 を 提示 した。

③ モ デ ル の考 え 方

〔Dの調査 に よ って,購 買 意 向者 の 属 性 分布(例 えば職 業)を 調べ る。 これ

が 事 前確 率 に相 当す る。

次 にi)の 調 査 に よって,購 買 者の 属性 分布 を 調べ る。 これ か ら条件 付 確率

を 求 め,最 後 に事 後確 率 を 算 出す る。 各 属 性 ご とに こ の事 後確 率(例 えば 職

業 間 分布)を 求 め る こ とに よ り,確 度 の高 い 購 買意 向者 の属性 間 分布 を得 る

こ と がで き る。 マ ー ケ テ ィ ング戦 略 の 立場 か らい えば 各 属 性 の ど の セグ メ ン

トに 照準 を あ て るべ きか が,こ の結 果 か ら定 量 的 に把 握 で き るわ げ で あ る。

④ 需 要 量 の 推 計

あ る属性(例 えば 職業)の カテ ゴ リーの 分 布をS、,…,Skと し,購 買者,

非購 買 者をr、,r,,さ らに購 買 意 向者,非 購 買 意 向者 をt、,t,と す る。

ベ イズ の公 式 を 用い れ ば次 式が 成 立す る。

P(r1)・P(Si/rl)
P(「r/Si)一 、(1)

ΣP(rj)・P(Si/rj)
j=1
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調査Dの デ ー タを 使 えばP(Si/r1)が 計算 され,又 近 似 的 にP(r1)≒P(tD,

P(r,)‡P(t、)を 使えば,(1)式 の 左辺 のP(rl/Si)が 計 算 さ れ る。P(r、/

Si)は あ る属 性 のi番 目の カテ ゴ リー の 中で の 購 買者 の割 合 を示 す 値 で ある

か ら,各 カ テ ゴ リー ご と の対 象 地域 の 人数 を掛 け合 わ せ,カ テ ゴ リーに渡 っ

て の和 を取 るこ と に よ り,購 買者Nr、 を 予 測す るこ とが で き る。 但 し,こ の

方法 で は属 性 が異 な れ ば 。予 測 値 が異 な って くる事 が十 分考 え られ るので 輌

属性 間 の3重 ク ロス,4重 ク ロスを取 って 同様 にベ イズ の公 式 を用い れ ば 理

論 上 計 算可 能 で あ るが,実 際 にオ ペ レー シ ョン に移 す に は 問題 が あ る。

そ こで購 買意 向 者 と非 意 向者 の二 分類 を外 的基 準 として,各 属 性 を 説 明変

数 とした 判別 分析 を 行 な い,購 買意 向者 に対す る各 属 性 の重みW,…,Wk .

(.E'Wi・=1,kは 属 性 の個 数)を 算 出 し,各 属 性 毎 の 予測 値 の重み つ き平 均

を と る とい う方法 も考 え られ るが,こ の点 に関 して は 今 後更 に検 討 を 加え る

こ とが 必要 で あろ う。

ノ

富
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⑥ 短 期 予 測 モ デ ル フ ロ ー チ ャー ト

ア ン ケ ー ト調 査
デ ー タ ・ バ ン ク

「

購 買意向率 を商品属性 ・

購 買者属性 との ク・ス分析

齪 属性.語語 言言i訂
デ ー タ収 集

:
l

l
l
L

1

l

l
l
|

予 測 モ デ ル ・イ ン プ ッ トデ

ー タ用 へ の 修 正 ・加 工

___」一 一 一 一 ー ー ー －T-一 一

マ ネ ジ メ ン ト会 議

(

既 存 デ ー タか ら導 か れ る主

観 デ ー タ

必要情報
一 一 一{一

の抽 出

予 測 モデ ル の定 式 化

エ=f(X、,X,,…Xn)… … 判 別 分析 に よ る関 数 型 決 定

● ベ ィ ズ ァ ンメ ソ ッ ドに よ る情報 の導 入

Ψ

脇=g(X1,X,,…Xn)… … デ ー タ 加 工 ・修 正

㎡

Y、=事 前 購 買意 向率

Y、:事 後購 買意 向 率

Xi:意 向率 を規 定 す る諸 要 因

1.需 要 予 測

2.購 買 要 因 分 析

∪
意 思 決 定
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お わ り に

衣 料 縫製 業 を 中心 とす る アパ レル産業 が フ ァ ッシ ョン ・ビジ ネス と して 存続

す るた め に有 力 とな る シ ス テ ムと して,フ ァ ッシ ョン情報 シス テ ムを と りあげ

たが,ア パ レル産 業 が 最 も得 意 とす ると ころ で あ ると こ ろの 消 費者 ニー ズ を 具

体 的な 製 品 イ メー ジに換 え,生 産す る機 能 を 十分 に生か すた め には,少 ロ ッ ト,

短期 生 産を 実現 す る多品種 少量 生 産 シス テム との イ ン ター フ ェー スを 考慮 しな

けれ ば な らない 。

また,ト ー タル ・シス テムへ の イ ン ター フ ェー スを図 るた め には,そ の カナ

メ とな る単 品 管理 システ ムを 詳細 に設 計 しなけ れば な らな い。

そ して,本 調査 研 究 を 実現 性 あ る もの にす るため に,本 年度 ま で紳 士服 製 造

を モ デ ル と して シス テ ム設計 を 行 な って き たが,他 の衣 料縫 製 品業 界 で の シス

テ ム化 の事 情が 異 ってい ると考 え られ るた め,業 種,業 態 に よ る相 違 点 を抽 出

し,そ れ らを踏 まえ て シス テ ム 設計 を 行 なわ な けれ ば な らな い 。

さ ら にい え るこ とは,こ れ ら の シス テ ム化 をす す め るに あ た っ て効果 あ る も

の とす るた め には,関 連企 業 ぐ るみ の シス テ ム化 を推進 しなけ ればな らない と

い うこ とで あ る。 本年 度 まで の調査 研 究 で 明 らかにされた ように,消 費 者 ニーズ

を 迅 速 ・的確 に と らえ製 品 イ メ ー ジへ 展 開す るため には,そ の 殆 ん どが 小 売機

能を'もた ない衣 料縫 製 業 を 中心 と した ア パ レル産 業 で あ る とこ ろか ら,一 企業

のみでは実現可 能性が非常に少な い ことや企業規 模か らみ て もそ の 大 部 分が 単 独 で

の シ ス テ ム化 が 困難 であ るた め,グ ル ー プ化 して規 模 の メ リッ トが で き る よ う

な 方策 を考 え ざ るを得 な い か らで あ る。

幸い,新 しい 構 造改 善 対 策 では,価 格,品 質 等 に関す る消費 者 動 向を 商 品 の

企 画,生 産 お よび 販 売 に迅 速か つ 的 確 に反 映す る諸 機 能 の強 化 を 図 るた め の情

報 収 集 機能 お よび 商品 販 売 機 能 の統 合 を すす め る,い わ ゆ る知 識 集約 化 グル ー

プを 育 成す るこ とが 最 も重 要な 施 策 の ひ とつ にな ってい る。 そ の ため,こ の構

造 改 善 対 策 の グル ー プ化 に 適合 す るよ うな シス テ ム設 計を 行 な うこ と に よ り,

一49一



強 力 に衣 料縫 製 業を 中心 とした ア パ レル 産業 の シ ス テム化 を 推進 す るこ とが 期

待 され ると ころ で あ る。

い つ れ にし て も本 年 度 にお け る調 査 研 究 では,繊 維 製 品を 中心 とした繊 維 産

業 の シス テ ム化 ・情 報 化 につ い て あ る程 度 の具 体 化 を 試み た 結 果,一 応 の成 果

が でた わけ で あ るが,今 後 の課 題 と しては これ ら の シス テ ム構 想 を どの よ うに

して実 現 して ゆ くか とい うこ とに絞 られ て く る。

●

■

,
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1.繊 維 産 業 シ ス テ ム 化 と フ ァ ッシ ・ ン情 報 シ ス テ ム
●

⑨

1.1消 費 者 志 向 と フ ァ ッ シ ョン ビ ジ ネ ス

吟

■

現 在,わ が国 に お け る繊 維 産 業 の重 要な 課題 は,2つ の側 面 か ら と らえ られ

る。 一 つは,発 展 途 上 国 の繊 維 産 業 の急 速 な成 長 に より,国 外 の 衣料 品市 場 で

の競 合 及 び侵 食,お よび 先 進 国等 を含 め た輸入 衣 料 製 品 の流 入 増 加 な どに み ら

れ る 国 外 か らの 国内繊 維 産 業 に対 す る様 々な圧 力に対 して ど う対 処 して い くか

と い う対外 的な 課題 。 も う一 つは,国 民 の生 活水 準 の 向上 等 に伴 な う繊 維 製 品

消費 の 多 様化,高 級 化 な ど個 別 的 な 消費者 ニー ズの急激 な 増 加 に よる生 産 の 多

様化 及び小 ロ ッ ト化,商 品の ラ イ フサ イクル の短 縮化 な どに み られ る国 内に お

け る産 業 活 動 に対 す る様 々な 影響 等 に どの ように 対処 して い くか とい う課題 で

あ る。 この ような わが 国 に お け る繊 維 産業 の緊 要な 課題 に対 処 す る た め に,さ

ま ざまな 検討 がな され て きた。

これ らの対策 の 中 で大 きな 方 向性 と して考 え られ るの が,繊 維 産 業 を知識 集

約型 産 業 へ移 行 させ て国 民 の ニー ズ に対 応 した附 加価 値 の 高 い 産業 にす る こ と

で ある。

これま での 衣料 品 の生 産流 通体 制 は,そ の殆 ん どが化 合繊 メー カー,紡 績,

織 布,問 屋,商 社,二 次 製 品 メー カー ・卸,小 売業,消 費 者 とい う よ うな 複 雑

で長 い流 通 チ ャ ン ネルに よる,生 産 志 向型 の もの で あ った。 これ か らの繊 維 産

業 の 方 向 と して,作 れ ば 売れ る とい った供 給 オ リエ ンテ ィ ッ ドな考 え方 を踏 襲

して い く ことは 余 りに も危険 に満 ち て い る とい わ ざる を得 な い だ ろ う。 衣 料は

既 に 防寒 ・保温 とい った生 理 的機 能 レベ ル を脱 し,他 との識 別,個 性 の強 調 と

い った ア イデ ンテ ィ フ ァ イ欲 求 レベ ルに達 して い る。 そ れ に もか か わ らず作 れ

ば 売 れ る とす る供 給 オ リエ ン テ ィ ッ ドな 発想 は後 を断 たな い。 そ の よ うな 形 で

作 られ た衣 料 品 が た また ま需 要 に結 び つ いた場 合は 良 い が,そ うでな い場 合は
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非 常 に リス クが大 きい。 この リス ク を従 来 の複 雑 で過 長 な生 産 流 通体 制 の中 で

分散 化 して い たの では い つ までた って も 消費者 ニー ズ に 応 え て い けな い し,企

業 の体 質 強 化 も果 せ な い で あろ う。 企 業 の体 質 強 化 と成長 に取 っては,自 ら主

体 性 を発 揮 し,需 要者 の ア イデ ンテ ィ ファ イ欲 求 を充す 消費者 志 向 の ファ ッ シ

ョン ビ ジネス に脱 皮 し て い くこ とが 不 可欠 とな ろ う。 この事 は 消 費者側 に と っ

て も きめ細 か い衣料 サー ビス と ニー ズ に 見合 うサー ビス が 期待 で きる ことを予

見させ る もの で ある こ とか ら供 給側 ・需 要側 双 方 に取 っ て好 ま しい事 と考 え ら

れ る。

基本 的 に は 消費 者 の ア イデ ンテ ィ ファ イ欲 求 を充 足 さ せ る ため には 消費者 ニ

ー ズ を正 確 に把 握 し ,そ れ を繊 維 製 品 に反 映 させ る努 力 が不 可 欠 と され,フ ァ

ッシ ョン ビジ ネス に 取 っ て消 費者 志 向 どい う理念 が原 点 に置 か れ る ことにな る。

この 消費者 志 向 を基本 理 念 に据 るな らば,消 費者 調 査 を起 点 と'した ファ ッ シ ョ

ン商 品 の商 品企 画 の作 成,繊 維 素材 メー カー か ら衣 料 縫 製 メー カー に 至 る全 て

1の メー カー が 一 貫 した 消 費者 の 欲 す る商 品 の 生産 ,お よび 消費 者 ニー ズ に対 応

す る た めの 必 要な 時 に 必要 な 量 だ けの ファ ッ シ ョン商 品 の供 給 と い った企 業行

動 様式 の確 立 が 当面 の 課題 とな ろ う。 そ して 明 らか に 消費 者 志 向は リス ク軽 減

化 の 明確な 意 図を 持 ち ・需 要 一 供給 の総 体 に取 って省 資源 化,資 源 有 効 利用 化

に寄 与 す る もの で あ る。

この よ うに,フ ァ ッ シ ョン ビ ジネス に と っ ては,何 らか の 方法 で消 費者 ニー

ズに いち 早 く対 応 し た繊 維 製 品 を供給 す る能 力,体 制 を確立 す る ことが必 要 不

可 欠 の こと で ある。 これ までの 生産 偏 重 の企 業 活 動 シス テ ムか ら,脱 皮 し,商

品企 画,生 産,流 通,販 売 と い う活 動 サ イクルの 中 で,い か に して消費者 ニー

ズに適 合 した製 品 を生 産 して ゆ くか とい う総合 的戦 略 に よる企 業 活動 へ と体 質

を変換 す る ことが 必 要 で あろ う。 消 費者 ニー ズの 把握 とい う こと で考 え られ る

ことは,衣 料 品 にお い ては,消 費者 は,素 材,色,柄,ス タイ ル とい った最 終

的 に集 約 され た製 品 を通 して評 価 を下 す 。 したが って衣 料 品に お い ては,消 費

者 ニー ズ と製 品 イ メー ジ とを結 合 させ,し か もそ の 製品 イメー ジを生 産 プ ロセ
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ス へ と つ な ぐ能 力,す な わ ち,色,柄,素 材,ス タ イ ル と い っ た フ ァ ッ シ ョ ン

'
エ レ メ ン トを具 体 的 な 生 産 へ と結 び つ け る 能 力は,ア パ レ ル 産 業 の 能 力 を い か

ん な く発 揮 さ せ る と こ ろ の も の で あ る。 ま た この よ うな 能 力 を 基 盤 に して,消

費 者 の ニ ー ズ を 迅 速,的 確 に 把 握 し て い く企 画 ・生 産 シ ス テ ム の確 立 に よ っ て,

こ れ か らの フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジ ネ ス ピ あ っ て重 要 な 位 置 を 占 め て い く こ と が 出 来

よ う。

'

'
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12フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジ ネ ス に お け る情 報 機 能

ファ ッ シ ョ ン ビ ジネス を消 費者 指 向産業 と して大 き く特 徴 づけ られ る こ とは

先 に も述 べ たが,そ の 際消 費者 ニー ズを い か に的 確 に把握 し,迅 速 に商 品企 画,

生 産 し,流 通 させ,消 費者 ニー ズに あ った商 品特 性 及 び イ メー ジ特 性 を も った

製 品 と して供 給 で きる システ ムの確 立 が重 要 で ある。 そ の際,フ ァ ッ ショ ン ビ

ジネ スの 大 きな 役 割は,消 費者 ニー ズ情報 の 的確 な 収 集 とそ の ニー ズ に製品 を

適 応 さ せて生 産 した製 品 と製 品 関係情 報(衣 料 品 の 商 品特 性,特 徴,ブ ラン ド

等)を 消 費者 に 対 し て提 供 す る ことで ある。 この よ うに フ ァ ッ ショ ン ビ ジネス

に とっ ては ファ ッ シ ョ ンに関す る情 報 の 収集(消 費者 ニー ズ等)集 約 化 さ れ た

情 報 の 消 費者 へ のPR,フ ァ ッ シ ョン製 品 の製 造 に 関す る情 報 の整 備,消 費者

ニー ズ を製 品 に反 映 で きる情 報 処 理体 制 の確 立 が重 要 な 課題 で ある。

この よ うな こ とか ら ファ ッ シ ョン ビジネ スに おけ る情 報 シス テ ムを考 え る場

合 に,衣 料 品 の フ ァ ッ ショ ン性 を十 分 に把握 で きる 情報 と して 種 々の側 面 か ら

と らえな け れ ばな らな い。

まず フ ァ ッシ ョ ン ビジネス が消 費者 志 向 を基 本 理 念 と して 活 動 してい くた め

には,衣 料 製 品 の 消費 に 関す る種 々の情 報 で ある消 費 サ イ ドか らみ た フ ァ ッ シ

ョ ン情報(消 費 プ ロフ ィー ル)と 衣料 製 品 の 部品 展 開情 報 で あ る生 産 サ イ ドか.

らみ た フ ァ ッ シ ョ ン情 報(製 品 プ ロ フ ィー ル)と の 把握 が 必 要 とな る。 更に 消

費 プ ロ フィー ル と製 品 プ ロフ ィー ル を種 々の形 で規 定す る情 報,例 え ば,生 産

技術 の 動 向,新 素 材 の 開発 状 況,政 治 ・経 済 ・社 会 情勢 とい う ような 外 部環境

プ ロフ ィー ル とい う ファ ッ シ ョ ン情 報 の把握 も必 要 とさ れ る。

上・の3つ の フ ァ ッ シ ョン情 報 の 中 で,外 部環境 プ ロフィー ル が 消費 プ ロ フィ

ー ル,製 品 プ ロフ ィー ルに与 え る イ ンパ ク トの メ カニズ ムの 解 明は 非 常 に む ず

か しい。 フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジネ スに お い て の ポ イ ン トは,消 費者 ニー ズ を製 品の

企 画 ・生 産 に反 映 させ るた めに,消 費 プ ロ フ ィー ル と製 品 プ ロフ ィー ルの情 報

の整 備 とそ の た めの 情 報 シス テ ムの 確 立 が 必要 で ある。
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この フ ァッ シ ョ ン情 報 が 戦 略的 に 活用 され る場 は,商 品 企 画 に あ る。 商 品 企

画 は,収 集 ・蓄積 され た ファ ッシ ョン情 報 か ら,製 品 プ ロフ ィー ル情 報 と消費

プ ・フ ィ ール情 報 を 結 合 させ る ことに よ り消 費者 ニーズ に合 った 商 品構 成 の企

画.新 製 品 の企 画 を 作 成 す る こ とが 出来 る。製 品 ブ ・フ ィール 情 報 と消 費 プ ロ

フ ィー ル情 報 を 結 合 させ る とい うこ とは 消 費者 の ニ ーズを 製 品 に反 映 させる 可

能 性 を もた らす か らで ある 。 フ ァッ シ ョン ビジネ スは企 画,生 産,流 通,販 売

の4機 能 を有 し,そ の それ ぞれ の機 能 に対 して フ ァッ シ ョン情 報は2通 りの働

きを 持 つ。1つ は 各 機 能 の固有 性 に基づ く もの で,固 有機 能 の 円滑 化 のた め に

必 要 とな る固有 情 報 で あ り,他 は 統一 次 元 か らの情 報収 集,活 用 が考 え られ て

い る こ と と,全 機 能 の相互 関連 性 とに よる どの機 能 にお い て も必要 とされ る共

通 情 報 とで あ る。

こ の各 機 能 を 共 通 に流 れ る情 報は,非 常 に プ リ ミテ ィブな 色彩 が強 く,品 種,

色,柄,素 材,ス タイル,サ イズ,ブ ラン ドとい った最 も基本 的 な情報 群 で あ る。

生 産段 階では(品 種,色,柄 ・ …)と い っ た 共通情 報 と,ど の よ うに し

て最 終製 品を 作 る か とい う製 造 情 報 に基 づ い て製 品 を作 る 。

販 売段 階 では,製 品 を 売 る事 に よ り,(品 種,色,柄 ・…)と い った 共

通情 報 と,ど の よ うな消 費 者 が購 入 してい った か とい う消 費情 報 を収 集 す る 。

流 通 段 階で は,共 通 情 報 に関す る生 産 量 と販 売量 をバ ラン シン グさせ る よ う

に製 品 の流 通 を 行 な う。

企 画 段 階 では,(品 種,色,柄 ・ …)の 共 通 情報 と消 費 情報 を予 測前 の

情 報 群 と して 受 け取 り,予 測後 の情 報 と して新 し く共通 情報 と製 造 情 報 を 提供

す る。

こ の よ うな流 れ に よ り,企 画,生 産,流 通,販 売 を通 して1つ の ル ー プが 構

成 され,こ れ が又,生 産 へ とスパ イ ラル状 に展 開 され てい く事 に よ り,製 品 プ

ロフィー ル と消費 プ ロフ ィー ル との間 で の情 報 の授 受,対 応 づ け が模 索 され て

ゆ き リス ク を軽 減 し高付 加 価値 な商 品の生 産,販 売 が実 現 で きる ような 方 向 へ

とフ ァッ シ ョン ビジ ネ ス を導 くことに な ろ う。
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1.3フ ァッシ ョンビジネスにおけ る トー タル システ ムイメー ジ

従 来 の 供給 オ リエ ンテ ッ ドな生 産 流 通体 制 及 び その発 想 か ら,消 費者 ニー ズ

の 多様 化,個 性 化,高 級 化 に と もな って,消 費者 オ リエ ンテ ッ ドな生 産流 通体

制 へ の移 行 が繊 維 産 業 に と って緊 要な 課題 とな って きて い る。

この ような繊 維 産業 の新 しい 方 向 へ の志 向は フ ァ ッシ ョ ン ビジネス とい う言

葉 で表 わ され て きて い る。

フ ァ ッ ショ ン ビジネ スへ の 転 換 に と って 大 きな 要素 とな る もの とし て,消 費

者 ニー ズを いち 早 く的確 に 把握 し,そ れ に対 応 した繊 維 製 品 を供 給 す る能 力,

体 制 を いか に確 立 す るか と い う ことが あげ られ よ う。 この よ うな 観 点 か ら ファ

ッ シ ョン産 業 をみ つ め,そ の 中か ら ファ ッ シ ョン ビ ジネス 志 向 の トー タル シス

テ ムを考 え て み よ う。

フ ァ ッ シ ョン産業 の活 動は,商 品企 画,生 産,流 通,販 売 の4つ の 機 能 に 分

け る ことが で き,こ の機 能 を 一 つの 企 業 内で行 な って い る とみ る ことも で きる

し,産 業 界全 体 の 中 でそ れぞ れ の機 能 を各企 業 に 投影 す る こ と も で きる。 従 っ

て フ ァ ソ シ ョン産 業 の 活動 機 能 の商 品企 画,生 産,流 通,販 売 を二 つの 面か ら

と らえ られ る。 一 つは,マ ク ロ的 な と らえ 方 で,フ ァ ッシ ョ ン産 業 の 中 でそ れ

ぞ れ 四 つの 機 能 を果 して い る企 業 が そ れ ぞれ ある とい う,産 業 活 動 と して と ら

え る場合。 も う一 つは,ミ ク ロ的な と らえ方 で ファ ッ シ ョ ン産 業 の 中 で の一 企

業 の 活動 の 中 で,そ れ ぞ れ 四 つ の活 動 機 能 が 働 らい て い る とす る場 合 で ある。

この よ うな 中 で,消 費者 の 多様 化,個 性 化 に対 応 す る消 費者 志 向の衣 料 製 品

を供給 す る生 産 流通 体制 の 確 立 を考 え る場 合 には,一 つ と しては ファ ッシ ョ ン

産 業 全体 にお け る 消費者 志 向 の 生 産供 給体 制 の確 立 と,そ の 産 業 の 中に位 置 し

て い る一 企 業 内 に おけ る 消 費者 指 向 へ の体 制 の確 立 とい う二 面 か らと らえ て い

か な け れ ばな らな い だ ろ う。 その 際,従 来 の ように,衣 料 の生 産 を 中心 に考 え

た,フ ァ ソシ ョン市 場 や消 費者 を対象 や シス テ ムの環 境 と考 え る ク ロー ズ ドシ

ス テ ム的な 考 え か ら,フ ァ ッ シ ョ ン市 場 や 消費者 も ファ ッシ ョン産業 活 動 の シ
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ス テ ムの 一 つ の要 素 と して考 え る オー プ ン シス テ ム的 な シス テ ムの と らえ方 が

必 要 で あ る。

消費者

ファッシ ョン市 場

フ ァッション産 業 システ ム

図2-1フ ァ ッ シ ョン産業 シス テ ム(ク ロー ズ ドシス テ ム)

ψ

1肖費 者

プ アッション市場

図2-2フ ァ ッション産業 システ ム(オ ー プ ンシステム)

従 来 の考 え方は,フ ァ ッ シ ョン産業 の 中の企 画→ 生産 → 流 通→ 販 売 を努 立な

シス テ ム とと らえ,フ ァ ッ シ ョ ン市 場 に おけ る 消費者 を環境 と と らえ,外 部 の

環 境 へ 商 品 を提 供す れ ば よい とす る供 給 オ リエ ンテ ッ ドな ク ・一 ズ ドシス テ ム

的な 発 想 の もの で ある。

後者 の ものは,消 費者,市 場 を シス テムの 一 つの構 成 要 素 と して取 り込 ん で,

消 費者 の ニー ズ を企 画,生 産 等 に反 映 させ る一種 の オー プ ン シス テ ム で ある。

これは 消 費者 志 向的な シ ス テ ムの 見方 で ある。 この 見方 の 特徴 は,マ ー ケ ッテ

ィ ン グや,消 費者 志 向的 な トー タル シス テム と して ファ ッシ ョン産 業 をみ る と

ころに あ る。

この よ うな フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジネス の活 動機 能 を トー タルに み る と図2一3の
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よ うにな る。 その 中の 各 サ ブ シス テ ム(商 品企 画,生 産,流 通,販 売)と して

次の よ うな 働 ら きが考 え られ る。

商 品企 画

社 内外 の フ ァ ッ シ ョ ン動 向 の調 査,分 析

消 費者 調査 ・分析

ア イデ ア出 し 、 ・

試作 見本 の企 画

商 品構 成 の決 定(価 格,ブ ラン ド,ス タイル,生 産 数 量)

素 材 の 決 定

生 産 計 画 の決 定

デ ザ イン仕 様 の作 成

生 産

ロ ッ トに よる 多品 種 少量 の 生 産

生産 計画 に あ った短 期生 産

進 捗状 況 の 報告

流 通.噛

商 品 の流 通(必 要 な 時 に,必 要 な もの を,必 要 な だ け 流 通 さす)

商 品需 給 ギ ャ ップの 調 整

商 品の ス トック

販 売

品揃 え

消費者 の ニー ズ把 握

消費者,商 品 動 向の 動 向把 握

商 品 の 展示,売 買

各 個別 の シス テ ムは トー タル シス テ ムの 中に位 置 づ け られ,卜 三 夕ル シス テ ム

と して 目標 をもつ か た わ ら個 々別 々の シス テ ムあ機 能 を発揮 す る こ とが必要 で

ある。'
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各個 別 の シス テ ム間 の イ ン ター フェー ス が とれ る ことに より各 機 能 が トー タ

ル の 目標(例 え ば,短 期 に よる多 品種 少量 生 産 の 供給体 制 を確 立 し,消 費 者 に

あ っ た製 品 を提 供 す る)の 達 成 に 有効 に働 ら くもの でな け れ ばな らな い。

生産 プ ロ セス での 附 加 価値 を高 める た め には,消 費 の 多 様化,個 性 化 に 対応

す る多 品 種 少量 生 産 シス テ ム を形成 して い か ねば な らな いが,フ ァ ッ シ ョン情

報 シス テ ム との イ ンター フェー ス を とる こ とに よって消 費者 ニー ズの 迅 速,的

確 な伝 達 が 可 能 にな り)そ の成 果 も増 大す る。

図2-3で 示 して あ る とお り フ ァ ッ シ ョン情 報 シス テ ムを トー タル シス テ ム

の 中 で位 置 づ け る カナ メとな って い るの が,単 品管 理 シス テ ムで ある。 その た

め には,単 品管 理 シス テ ムの作 成 に あた っ て十 分 に,ト ー タル シス テ ムの イメ

ー ジ を把 握 し ,各 サ ブ シス テ ム間 との イン ター フ ェー ス が とれ る ように設 計 さ

れな けれ ばな らな い。

図2-3フ ァ ッ シ ョン情 報 シス テ ム と ト一夕ル シス テ ム
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2.フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 シ ス テ ム の 概 要
'

21フ ァ ッ シ ョン情 報 シス テ ム 化 の 狙 い

消 費者 に対 して最 終製 品 を供 給 して い る衣 料 縫製 業 に とって,現 在 最 も重 要

な 事 は,こ れ まで の年産 偏 重 の企 業 活動 や企 業体 制 を脱 皮 して,企 画,生 産,

流 通,販 売 とい う機 能 サ イ クル の 中で,ど の よ うに して消 費 者 ニー ズ に適 合 し

た 製 品 を 生産 して い くか とい うこ とで あ る 。

消 費 者 ニー ズ の把 握 に加 えて,最 終 的 には 製 品 イメ ー ジへ とつ なが って ゆ く

能 力 が要 求 され る。 す な わ ち素 材,柄,色,ス タ イル とい っ た フ ァ ッ シ ョンエ

レメ ン トを 具体 的 に製 品化 へ 結 び つ け る能 力 が 必要 で あ り,こ の よ うな 能力 を

基 盤 に して,消 費 者 ニ ーズ を迅 速,的 確 に具体 的製 品 へ と展 開 す る こ とが 今後

の発 展 のか ぎ とな ろ う。 そ して,こ の よ うな能 力 を発 揮 す るた め には,消 費者

ニー ズ と製 品 イメ ー ジが結 合 して と らえ られ る フ ァ ッ ション情 報 の機 能 を有 効

に活 用 し,シ ス テ ム化 をは か って い く こ とが重要 とな ろ う。 この ため ファ ッ シ

ョ ン情 報 シス テ ムに お い ては,次 の よ うな事 を狙 い とす る もの で ある。

① 消 費者 ニー ズ に適 した 商 品企 画 能 力 を 高 め る システム

② 多 品種 少 量生 産 方 式 の生産 シ ステ ムを 形成 し,プPダ ク ト ・サ イ ク ル の

短縮 化 を実 現 す る シ ステ ム

③ 生 産 の不 確 実性 を軽 減 させ附 加 価 値 の高 い製 品 を作 り出す シス テ ム

今 まで,消 費 者 ニー ズ と製 品 イメ ー ジを 結 び つ け る フ ァッ シ ョ ン情 報 システ

ムが 非常 に有 効 で あ る と述べ て きた が,こ の システ ムは,消 費者 市 場 へ の マー

ケ ッ テ ィング 戦 略 に お い て も有 効 性 を もっ てい る 。

繊 維製 品は,消 費者 か ら見 た場 合,2つ の特 性 を もって い る と思 われ る。 一

つ に は,商 品 が も って い る 固有 の機 能 す な わち 商 品 特性 とい うも ので,何 らか

の機 能を 備 え た もの と して生 産 され た もので,オ ー バ ー,ス ー ソ,と い うよ う

●

■
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な 商 品機 能 が 集 約 さ れ た もの と して と らえ られ る もの。 も う一 つは,一 般 の 消

費 材 とは 異 な っ た,繊 維 製 品 の特徴 として"装 う"と い う機 能 を もって お り,

消 費者 の 情 緒 へ訴 え る ウ ェ イ トが非 常 に高 い と い う ことで あ り,い わゆ る イ メ

ー ジ特 性 と い うもの で ある。 この2つ の特 性 を 明確 に把握 した上 で,そ れ ぞ れ

に 対応 した,マ ー ケ ッ テ ィ ング戦 略 を立 て て い く ことが 必要 で ある。 図2-4

に 示す よ うに,フ ァ ッ シ ョン ビジ ネスの マー ケ ッテ ィ ン グ戦 略は,二 つ の面 か

らと らえ られ よ う。 一 つは 商品 特性 か ら見 た場 合 の もの で,商 品 そ の ものの 構

成,生 産 仕 様 を コ ン トロー ル で き,ま た消 費者 ニー ズ を的確 に製 品 化 で きる 商

品企 画 シス テ ムや消 費者 志 向の 多 様 化へ の 適応 で ある多 品 種 少量 生産 シス テ ム

に よって さ さ え られ る もの で ある。 他 の一 つ に つ い ては,'イ メー ジ特 性 そ の も

のは 情 緒 性 の ウェ イ トが非 常 に高 いた め シス テ ム化 は 困難 で ある ことか ら,イ

メー ジ特 性 を小 売 店 の ス トア イメー ジと メー カー イ メー ジに 区分 で き,そ れ ら

に よって さ さ え られ る と考 え る もの である。

商 品企 画 シス テ ムは,社 内外 の 売 れ 筋商 品 等 に 関す る デー タを集 めて その 属

性 を分析 し,フ ァ ッシ ョ ン動 向 を調 査 し,消 費者 ニー ズ を把握 して,商 品構 成

を決 定 した り,新 しい製 品 を企 画 した りす る企 画 シス テ ム で ある。 ここにお い

ては,製 品 プ ロフ ィー ル と,消 費 プ ロフ ィー ル を的確 に つか む ことが必 要 とさ

・れ て いる。

多品 種 少量 生 産 シス テ ムは,消 費者 の 多様 化 した ニー ズ に適 応 した もの で,

これか らます ます この 傾 向が 強 ま り,社 内の フ ァ ッシ ョ ン情 報 もそれ に適 応 し

た形 で整 備 して お く必 要 が あ ろ う。

ス トアー イ メー ジは,消 費者 が衣 料 品 を購 入す る際 の 小売 店 に対 して想 起 さ

れ る イメー ジ で ある。 消費者 は 消 費者 が欲 して い る商 品 イ メー ジとだ いた いの

価格 ゾー ンに よりそ れ に あった イ メー ジの 店 で購 入 し よう とす るで あ ろ う。 消

費 者 の行 動は,商 品購 入 の 際,ま ず 店 の選 択 か ら始 ま る。

メー カー イ メー ジは,過 去 の 二 次 メー カー の商 品構 成,価 格 ゾー ン,宣 伝,

ブ ラ ン ド等 に よ り消 費者 が想 起す る もの で,こ の メー カー イ メー ジに よって商
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品 を購 入 す る しかな いか の 判断 基 準 に も よる。

商 品特 性 と イ メー ジ特 性 の2つ が結 合 さ れ た形 で消 費者 と接 す る ことにな り,

これ らの総 合戦 略 とな って い るの が,ブ ラン ド戦 略 を中心 と した商 品差 別化戦

略,消 費者 セ グ メ ン ト戦 略 で あ る。

これ らは,ブ ラ ン ドとい う商 品に対 す る包 括 的な 概 念 に よ り,他 の製 品 とを

差 別 させ,ま た そ の ブ ラン ド名 を市場 にPRす る こ とに より市場 の拡 大 をは か

って い こ うとす る マー ケ ッテ ィン グ戦 略の 一 方 法 で ある。 ブ ラ ン ドの 知 名度 の

侵 透 が将来 の市 場 へ の第 一 歩 とな る。 この よ うな ことか ら ブ ラ ン ドは 一 つ には

PRの 内容 が大切 で ある と共 に,消 費 者 ニー ズの性 向 を正 確 に把握 し,き め細

かな 商 品企 画,生 産体 制 を整 え な け れ ばな らな い。 ア パ レル産 業 に と っては 今

後大 きな問題 に な る だ ろ う。

消 費者 セ グ メ ン ト戦 略 は,消 費者 の購 買 を消費者 の特 性 に よ り区 分 した もの

で,消 費者 の 対象 を しぼ っ て,そ こへ侵透 し てい こ うとす る,部 分最 大 化 の 占

有 率 をね ら う重 点 指 向的 マー ケ ッテ ィ ング戦 略 で あ る。 それ には,年 令,性 別,

職 業,等 に よって区 分 され る。 これ に つ いて も,そ の 対象 を ど こに設 定 す るの

か が〒 つの 問題 で あ り,ま たそ の対 象 層 の ニー ズ を きめ細 か く正 確 に把握 し,

生 産化 す る情 報,生 産 体 制 を整 えな け れ ばな らな い。

商 品差 別化 戦 略 は,他 の製 品 とを区 別 ・差 別 化 す る もの で価格 ・品質 ・ス タ

イル等 と い った もの で 差別 化 を行 な い,特 定 の 差 別 化 に よ り需 要 を引 き 出そ う

とす る もの で あ る。

以上 の もの の マー ケ ッテ ィ ング戦 略 の 中 で も う一 つ忘 れ ては な らな い のは,

広 告 ・宣伝 で あ り,よ り一 般 の 消 費者 に侵 透 させ る上 で現 在 に お いて は 非 常 に

大 きな 役 割 を果 し,ス トア イ メー ジ,メ ー カー イ メー ジ,商 品 イ メー ジを広範

囲 に消 費者 層 に伝 え て い くもの で ある。

以 上の ような もの が繊 維 産 業 と消 費者 との 間の マー ケ ッテ ィ ン グ戦 略 と して

考 え られ る が,2つ の 特 性 を結 ん だ諸戦 略 は す べ て,フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ

ム を 中心 に お いて考 え られ,ま た そ れ らに 有機 的 に機 能 す る フ ァ ッ シ ョン情報

一62一

'



w

、

システ ムが必 要 で あ り,消 費者 に対 して商 品 の特徴 を よ.く認識 させ る た めの 方

策 を ファ ッシ ョ ン情 報 シス テ ムで得 られ た消 費 プ ロ フィー ル情 報 の 分析 に よっ

て,的 を絞 った方 法 で効 果 的 に行 な う ことが 出来 る。

この ことは,ア パ レ ル産 業 に 利益 が あるば か りか,消 費 者 に対 して も利益 が

あ る。

い いか えれ ば,フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムに よって得 られ た確 率 の 高 い 市場

見 通 しが可 能 とな る こ とに よ り,消 費者 性 向把握 の 不確 実 性 か ら くる リス ク の

軽 減 へ と結 び つい てゆ くの で ある か ら,生 産 か ら消費 ま で のす べ て に わた って

リス ク ・コス トが減 少 し適 正 価 格 で流 通す る ことにな り,消 費者 に と って も メ

リッ トの大 きい方 策 といえ よ う。 加 え て,自 分の 好 み に合 っ た衣 料 品 を手 にす

る ことが で きる とい え よう。

●

●
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佼

図2-4 フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ム と マ ー ケ ッテ ィ ン グ戦 略
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227ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ス テ ム の 構 成 要 素

(単 品 管 理 シ ス テ ム,ア ン テ ナ シ ョ ッ プ情 報

シ ス テ ム,フ ァ ッ シ ョン 予 測 シ ス テ ム の 機

能 とそ の 位 置 づ け)
'

ファ ッ シ ョン情 報 シス テ ムの構 成 シス テ ムは,単 品 管 理 シス テ ム,ア ンテ ナ

シ ョップ情報 管 理 シス テ ム,フ ァ ッ シ ョン予測 シス テ ムの3つ で ある。

こ こにお い ては,フ ァ ッ ショ ン ビジネス活 動 機能(企 画 一生 産 一 流通 一販 売)

の 中 に おけ る フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムの位 置 付 け と,そ の 中に おけ る ファ ッ

ショ ン情報 シス テ ムの 各 構 成 要素 との 関係,各 要素 間 の相 互 関 係 に つ いて述 べ

る。

図2-5に 示 す のは,フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ム と フ ァ ッ シ ョ ン ビジネス活

動 機能 との 関係 で ある。

単 品管 理 シス テ ムは,企 画,生 産,流 通,販 売か らの ファ ッ シ ョ ン情 報 を収

集 す る機 能 と,企 画,生 産,流 通,販 売 へ 必要 な 情 報 を提 供す る機 能 を有 す る。

この こ とか ら単 品 管理 シス テ ムは,共 通 の 入 出力 シス テ ムで,フ ァ ッシ ョン情

報 をス トック ・管 理 す る機 能 を も持 つ と ともに,企 画 一 生 産 一 流 通 一販売 の各

機 能 の イ ン ター フ ェー ス を と って い るた め,単 品管 理 シス テ ムに より,企 画,

生 産,流 通,販 売 の 機 能 の 円滑 化 と効 用化 がは かれ る こ とにな る。

次 に フ ァ ッシ ョ ン情 報 シス テ ムに おけ る単 品 管 理 シス テ ムは,現 状 の シス テ

ムか ら集 め られ た ファ ッ シ ョン情報(製 品 プ ロ フィー ル)を 他 の シス テ ムであ

る ア ンテ ナ シ ョップ情 報 管 理 シス テ ムと ファ ッ シ ョン予測 シス テ ムへ提 供 して

いる。 その ような 点 か ら見れ ば 製 品 プ ロフ ィー ル情報 を他 の2つ の シス テ ムへ

供給 す る シス テ ムで あ る と言 え よ う。 以 上 の よ うな ことか ら単 品管 理 シス テ ム

は それ 自身 では,製 品 プ ロ フ ィー ル情報 の 収 集 と,提 供 と い う意 味 で ベー シ ッ

クな シス テ ムで ある が;他 の各 々の 機 能 や,全 体 シス テ ム の中 で大 きな 有効 性

を与 え られ る。 そ の よ うな 意味 では 逆 に,フ ァ ッシ ョン情 報 シス テ ムのかな め
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で あ り,中 核 シス テ ム と して意 義 づけ られ る。

ア ンテ ナ シ ョ ップ 情報 管 理 シス テ ムに お い ては,消 費者 へ の ア ン ケー ト調 査

に よる消 費 プ ロ フ ィー ル の収 集,ア ンテ ナシ ョ ップへ来 る客 の 消 費者 プ ロ フィ

ー ルの収 集 等 の サ ンプ リング を行 な い,単 品 管 理 シス テ ムか ら提 供 され た製 品

プ ロフ ィー ル 情報 を も とに して,消 費 プ ロフィー ル と製 品 プ ロフ ィー ル とを結

合 させ る。 これ に より消 費者 ニー ズ を製 品へ 反 映 させ,消 費者 志 向 の製 品 コン

セプ トを企 画 が作 成す る時 に,有 効 な 情報 を提 供 す る シス テ ムで ある。 すな わ

ち ア ン テ ナシ ョ ップ情報 管理 シス テ ムでは 消 費者 と最 も接 近 してい る所 で消費

者 の ニー ズ情 報 を収集 す る機 能 と,消 費 プ ロ フ ィー ル と製 品 コ ンセ プ トを結合

さ せ る結 合機 能 を有 して い る。

フ ァ ッシ ョン予測 シス テ ムは 企 画機 能 と密 接 に つな が っ てお り,企 画 に と っ

て 最 も重要 な 情 報 を提 供 して い る。 フ ァ ッ ショ ン予測 シス テ ムは 単 品 管理 シス

テ ムか ら提 供 さ れ る製 品 プ ロフ ィー ル情報 と ア ン テ ナ シ ョ ップか ら得 られ た消

費 プ ロ フィー ル情 報 等 を ファ ッシ ョン予測 モデ ル に 入 力す る。 モデ ルの ア ウ ト

プ ッ トが 予測 の情 報 とな る。 モデ ルに よる ファ ッシ ョ ン予 測 は 絶対 的 な もの と

して と らえ る こ とは 危 険 で あ り,企 画 に おけ る1つ の 予測 情 報 と して と らえ,

モデ ル等 の 前提 条 件 を知 って,う ま く活用 す る ことが 望 ま しい。
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23フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シ ス テ ム に お け る サ ブ シ ス テ ム の 概 要

2.3.1単 品管 理 シ ス テムの 狙 い と概 要

"消 費 者 ニー ズ を的 確 に とらえ,そ の ニー ズ に いか に適 合 した最 終製 品を 供 給

す る か"と い うこ とを 念 頭 に フ ァ ッシ ョン情報 システ ムの モ デル を策 定 した 。

すな わち,衣 料 縫製 業を 中心 と して,衣 料 製 品 の生産 流通 過程(企 画 一生 産 一

流通 一販 売)の 全 て に わた って有 機 的 に つ な が って結 合 して い る トー タル ・シ

ス テム化 を 前 提 と して,情 報 化,シ ス テ ム化を 図 り,消 費 者 ニー ズ に適 合 した

高 附加価 値 の衣料 製 品を 生産 して い く体制 と して フ ァッ シ ョ ン情 報 システ ムを

策 定 した 。 単 品 管 理 シ ステ ムは,衣 料 品 の生 産 流 通 過程 を 共 通 に 結 ぶ 情 報 を

フ ァ ッシ ョ ン情 報 として とらえ,フ ァ ッ シ ョン情 報 システ ムの基 礎 情報 とな る

製 品 プ ・フ ィール 情 報 を迅 速,的 確 に把握 す るた めの シ ステ ム であ り,こ の単

品 管 理 システ ムの 中核 情報 の製 品 プ ロフ ィー ル に ょ り,企 画,生 産,流 通,販

売機 能 の 円滑 化 と効 用 化 を め ざ した もので あ る 。

単 品管 理 システ ムを い くつ かの側 面 か ら規 定 す る と次 の ようにな る。

① 企 画,生 産,流 通,販 売 で発 生 す る主 と して製 品 ブ ・フ ィー ル に関す る

情報 を 収 集 ・加 工 す る オペ レー シ ョナ ルな情 報 システ ムで あ る。

② 単 品 レベ ル の製 品 プ ・フ ィール 情報 で,企 画,生 産,流 通,販 売 の各 機

能 間を 結 び,イ ンタ ー フ ェー スを とる ことが で きる。

③ 単 品 管 理 システ ム 自身 としては,処 理 レベル の低 い フ ァ ッ シ ョン情報 シ

ス テ ムの サ ブ シス テ ムで ある が,企 画,生 産,流 通,販 売 に フ ァッ シ ョン

情 報 を 提供 す る こ と に ょ り,よ り高い処 理 能 力を発 揮 させ る情 報 シ ステ、ム

で あ るo

④ フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シスデ ムを 構 成す る1っ のサ ブ システ ム で あ り,ア ン

テナ シ ョ ッ プ情 報 管 理 シス テ ム と フ ァ ッシ ョン予 測 システ ム と有 機 的 な結

合を 図 る こ とに よ って,商 品 企 画 に とって有 効 な情 報 を 提供 す る シス テ ム

で あ るo
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次 に フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テム の 中で の単 品 管理 につ いて 述 べ る 。

製 品 プ ロ フ ィー ルを単 品 レベ ル で収 集 ・処 理 した製 品 プ ロフ ィー ル 情報 が フ

ァ ッ シ ョン予 測 シス テム の入 力情 報 とな る。 一 方,ア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管 理

シ ステ ムで の 消費 プ ロフ ィー ル情 報 に つい て もフ ァ ッ ショ ン予 測 シ ステ ムの入

力 情 報 とな る。

そ して,フ ァ ッ ション予 測 シ ズテ ム では,消 費 プ ロフ ィー ル と製 品 プ ロフ ィ

ー ル とを 結 合 す る。 す なわ ち 消費 者 ニー ズ を製 品 プ ロフ ィー ル に結 合 させ ,消

費 者 ニーズ が反 映 された 製 品 コ ンセ プ トを作成 す る。 フ ァ ッ ショ ン予 測 システ

ム の予測 モ デル か ら出 力 され た 情 報を 他 の種 々 の情報 と と もに企 画 に反 映 さ せ

る ご とに よ り,よ り附加 価 値 の高 い,消 費者 ニ ーズ に適 合 した商 品 構 成を 図 る

ご とがで き る と考 え られ るo

さ らに,こ の シス テ ムの開 発 に よって,何 回 も シス テ ムをサ イク リックに運

用 す る こ とに ょ り,シ ステ ム運 用 に よ る学習効 果 に よっ て,一 層質 の高い 情 報

を 抽 出で きる よ うに な って くる。

フ ァッ シ ョン情報 の シス テ ム化 を促 進 す る狙 い と して は,今 迄 述 べ て きた よ

うに,製 品 プ ロフ ィール と消 費 プ ロフ ィール の2つ の フ ァ ッシ ョ ン情報 と,ま

た それ らの フ ァ ッシ ョ ン情 報 を フ ァ ッ シ ョン ミック ス情 報(日 常 デ ー タ)と フ

ァッ ショ ン ライ フ情 報(非 日常 デ ー タ)の2つ の側 面か ら と らえ るべ くシス テ

ム化,情 報 化 を図 る こ とに よる単 品 管理 シス テ ムと ア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管 理

シス テ ムを考 え,そ れ らの 情 報 を最 適 に 結合 す る ことに よ り,生 産,販 売 活 動

の最適 コン トロー ル,迅 速,的 確な ファ ッションの予測 を可能とす ると ころに ある。

次 図は,フ ァッ シ ョン 産業 活 動 の4っ の機 能(企 画一 生産 一流 通 一販 売)と,

製 品 プPフ ィー ル,フ ァ ッ ショ ン ミック ス情 報 の側 面を にな う単 品 管理 シス テ

ム,消 費 プ ロフ ィー ル,フ ァッ シ ョン ライ フ情報 の側 面 を に な うア ンテ ナ シ ョ

ップ情報管 理 シス テ ム,こ の2つ の シス テ ム か らの 情報 を結 合 させ る フ ァ ッ シ

ョン予測 シス テ ムの 関係 を示 した もの で ある。.

以上 の単品 管 理 シス テム機 能 に ょ りフ ァ ッシ ョン産 業 は 以 下の ような 機 能 を
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■

デ ー タ 収 集

　
デ ー タ 照 合

ファッションミシクス 情 報 … 日常 の 生 産 販 売 活 動 に よ っ て 発 生 す る 情 報

ファッシ 。ン ミソクス 〃 … 日 常 の 活 動 か ら で は な く意 図 的 な 行 為 に よ

って発生す る情報

図2-6フ ァッション情 報 システム にお け る単品 管理 システム の位 置

一69一



得 る ことが で きる。

① マー ケ ッテ ィ ン グ活動 のサ ポー ト機 能

② リス ク軽減 高 付 加 価 値 へ の転 換推 進機 能

③ フ ァ ッ ショ ン情 報 の陳 腐 化 を 防 ぐフ ァ ッ シ ョン情 報 の効 用 化 機 能

④ フ ァッ シ ョン性 向 の先 行 指標 機 能 な どを保有 す る 。

この よ うな こ とか ら も単 品管 理 システ ムは,副 次 的 な効 果 も種 々期待 で きる

システ ムで もあ る。

,

2.3.2ア ンテ ナ シ ョ ップ 情 報管 理 シス テム の狙 い と概 要

フ ァ ッ ショ ン情 報 シス テ ム とは,消 費 者 ニ ーズを 迅 速 ・的 確 に把握 しそれ を

商品化 して ゆ く仕 組 み で あ り,需 要 側 と供給 側 との有 機 的 な 結 合 を通 じて 消費

者 ニー ズ に適 合 した 商 品 展 開 を行 な い,情 報 流通 の円 滑 化 ・効 率 化 に よる供 給

体 制 の確 立 に 資す る事 を 目的 とす る もので あ る。二 次 縫製 品 メー カ ー の場 合,

商 品化 能 力を 十分 に持 ち 合わ せ て い る に もかか わ らず,最 終 消費 者 との間 に百

貨店 や 量 販店 が介在 す る も のが 通 例 で 直 接 消 費 者 ニ ー ズ を 把 え る 事 が 困 難

な状況 に あ り,消 費 者 ニー ズ に対 応 した生 産 体 制 の確 立 が重要 な課 題 の一 つ と

な って きて い る。 しか も消 費者 ニーズ の 多様 化 ・個 別 化 か ら くる 商 品 の ライフ

サ イクル の短 縮 化,加 速 化 か ら情 報 流 通 の 円 滑化 ・効 率 化 に ょる迅 速な 供給 体

制 の確 立 が増 々要 求 され て きて い る。

従 来繊 維 製 品 メー カ ーは,最 終 消 費 者へ の商 品 の引 き渡 しを 小売店 や百貨 店

等 に まかせ て きて お り,間 接 的 に しか 消 費者 情 報を 収 集 し得 なか っ た。 そ のた

め に消 費者 ニ ーズ に適 合 した 供 給 体 制 の確 立 を 困難 な もの と して きた 。消 費者

情 報 が メ ー カー側 に 投入 され ない 限 りは どの よ うな効 率 化 を 図 ろ う とも消 費者

ニーズ に適 合 して ゆ く事 は で きな い 。 ここ に 見 られ る基 本 的 な ネ ックを 解消 し

てゆ くた め には ・ メ ー カ ー 自か らが消 費者 ニー ズ を キ ャ ッチ し得 る よ うな仕 組

み を作 っ てい か ね ば な らな い。

ア ンテ ナショップとは,近 年特 に衣料品 業界 に おい て取 り沙 汰 され,最 終 製 品 の
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し

売 上 げ 状況 を把 え最 終 消費 者 ニ ーズ を把 握 し よ うとの 目的 で続 々 と展 開 され て

きた メー カーや 問 屋 に ょる直 営 小 売 店 を意 味 す る か,こ こ にお け る情 報収 集 を

シス テ ム化 し従 来欠 け ていた 情 報 の 入 手を 可能 に し,商 品 企 画ヘ フ ィー ドバ ッ

ク してい く事 が ア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管 理 システ ムの大 きな狙 い とな る。

従 って こ こ では,ど の様 な情 報 を ど うい う仕 組 み で収 集 し,加 工 し,商 品 企

画 に結 び つ け て ゆ くか とい う事 が シス テ ム設計 の ポ イン トとな る 。 そ のた め に

は,商 品企 画 の段 階 で 消 費者 ニー ズを 商 品 イ メー ジに転 化 させ る プ ・セ スで 有

効 な情 報 が 提供 で き る よ う収 集 情報 を 決 定 す る事 が必要 とな る。

つ ま りア ンテ ナ シ ョ ップ情 報 管理 シ ステ ム で収 集 すべ き情 報 は,基 本 的 には

製 品 を 生 み 出す,あ る い は 商品 を 品 揃 えす る とい った事 に役 立 つ もので な け れ

ば な らない 。 こ のた め には 製 品 プ ロフ ィー ル と消 費 フ1ロフ ィー ル双 方 が対 応 づ

け られ る 消費者 ニーズ の情報 収 集 が特 に有 効 とな ろ う。製 品 プ ・フ ィール と消

費 プ ・フ ィール とが一 対 一 の 対応 で収集 されれば,こ れを結 合 して製 品 コン セ プ

トを生 み 出す 時 の判断 材料 と して企 画 に フ ィー ドバ ックす る事 が 可 能 とな る。

●

■

2.3.3フ .アツシ ヨン予 測 シ ス テム の狙 い と概 要

従 来 か ら フ ァ ッシ ョン の予 測は 極 め て難 しい もの とされ て い る。 こ の理 由 は

一 般 の実用 商 品 の 売上 げ予 測 です ら難 しい上 に,流 行 とい うその時 点 の大 衆 意

識 に 関連 した 要 素 が付 加 され る か ら で ある 。従 って ファ ッ シ ョンの動 向 には.非

常 に 多 くの要 因 が関 連 し,専 門 の商 品 企 画 者 の 直 観 に よる予 測 に頼 ら ざるを 得

な い とい うのが現 状 で あ る。 しか る に婦 人 服 を始 め とす る ファ ッシ ョン性 の強

い 衣服 に対 しては,こ の 商品 企 画者 の カ ン に も限 度 がある 。 も し間 違 え ば大 量

の在 庫を か か え る こ とにな り,バ ー ゲ ン等 で さ ば くに して も,大 変 な 損失 を も

た らす 。

こ の よ うに フ ァ ッ ショ ンの予 測 は,専 門 の商 品 企 画者 の直観 に よ って も完 全

に行 うこ とが で きな い。 そ こで最 近 は,顧 客情 報 を 把握す る た め に,ア ン テ ナ

シ ョ ップ とか テ ス トマ ー ケ ッテ ィ ング,そ して 種 々 のメ ー ル調査 方 法 が採 用 さ
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れ て い る 。 これ ら の方 法 に よ つて もか な りの消 費者 情報 が 撮 める で あ ろ うが,

そ の衣服 が本 当 に大 きな流行 となる か,そ れ と も ご く普 通 の売上 げ で終 るか ど

うか の判 断 には,か な りの リスク が伴 うよ うで あ る。一 つ の フ ァ ッ シ ョ ン性 衣

服 を 新た に売 出そ うとす る と き,そ の 商 品 企 画 の段 階 で,そ の衣服 が大 きな 流

行 に な るか ど うか,ど の程 度 の売上 げ に な る か にっ い て予 測 す るた め の予備 調

査 の方 法 は,現 在 まだ確 立 され てな い と言 って よい 。

こ こで は フ ァ ッシ ョン性 衣 服 に 対 して,消 費 者 の ア ン ケー トも し くは メー ル

調査 の 方 法 に よ って,そ の流 行 の成 否 とそ の規模 を予 測す る2つ のモ デルを 提

示 す る。1つ は 前年 度 に基 本 的 な 考 え方 を 明 らか に した 流 行構 造 モデ ル を具 体

化 した も ので あ り,従 来 の時 系 列分 析 とは視 点 を異 に した 統計 力学的手法 を用い

た 需要 予 測 で あ る。

流 行 現 象 の よ うに未 だデ ー タ に よる現 象 の解 析 にお い て信 頼 性 の 乏 しい領 域

では,従 来 の時 系 列分 析(重 回帰 分 析,移 動 平均 法 な ど)は,無 力 な もの とな

るo

しか し この統計 力 学 的手 法 に よれ ば,集 団 の構 成要 素相 互 の影 響 力を モデ ル

の 中 に組 み 込 む事 が可 能 とな る こ とか ら有効 な方 法 と考 え られ る もので ある 。

も う1つ の予 測手法 も前 年 度 のベ イズ 流 モ デ ルを 具 体化 した もので あ り,事

前 に分 か って い る種 々 の情 報 を 定 量 化 して 予 測式 の 中に組 み 込 み,意 思 決 定 の

際 の リス クを最 小 化す るた め の方 法 で あ る 。

,

■
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3.フ ァ ッ シ ョ ン 情 報 シ ス テ ム の 基 本 設 計

31シ ステ ム設 計 思 想

●

●

3.1.1シ ス テム 設 計 の基 本 的な 考え 方

シス テ 云 開発 に つ い て,大 体2っ の タ イプに 区 別す る ことが で きる。 す な わ

ち ひ とっは 現 状 の 機 能 を変 え る ことな く各 部 分 の 効 果的 な シス テ ム化 を図 る現

状 改善型 の シス テ ム開 発 。

他 の ひ とつ と しては,現 状 打 破 を図 る ため の ある べ き姿(ビ ジ ョン)を 策 定

し,そ れ に到 達 す る た めには,現 状 を どの よ うに変 容 させ れ ば よいか を検 討 し,

『現 実 に導 入 可 能 な シス テ ム化 を図 る シス テ ム化 目標 設定 型 の シス テ ム開発 で あ

る。 この こ と を図に 示 し た ものが 図2-7で ある。

本 調査 研 究 の 基 本 的 な 方針 と して,業 界 全体 の シス テ ム化 を図 るた め に,シ

ー ス テ ム化 目標 設 定型 の シス テ ム化 開 発 を行 な い そ の シス テムに到 達 す る た めの

方策 を策 定 す る必 要 が あ る。

この方策 を策 定 す るた めには,業 界 の シス テ ム化 の 現状,シ ス テ ム化 の ネ ッ

ク,な どを業 種,業 態,企 業 規模 な ど の相 違 点 か ら明 らか に し,シ ス テ ム化 の

可 能性 の レベ ル(シ ス テ.ム化 の メ リッ ト,シ ス テ ム化 能 力な ど)を 明確 に しな

け れ ばな らな い。

今後 の 衣 料 縫 製 業 を中 心 とす る ア パ レル産 業 の シス テ ム化 を図る うえ で業 界

の シス テ ム化 可 能 性 の レベ ルを明 確 に し,円 滑 に新 しい シス テ ムを現実 に導入

させ るた めに,各 レベ ルに適 応 した い くっか の シス テ ム開発案(代 替 案)を 設

定す る ことが 必須 の こ と で ある。
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(1)現 状改 善 型 シス テ ム開発

システ'ム化 された機能

あくまで も現在の

機能分化及び組

合せによるシス

テム化

現在 の機能

ll

〈 部 分的な システム化 に適用 させ る〉

② シス テ ム化 目標 設 定型 シス テ ム 開発

一
ノ

ー

一

一

「

l

l

I

」

システム化 ビジ ョン

削除,修 正

一「

1
■
1
_」

現 在の機能の追 加削除,修 正

(あ るべ き姿(シ ス テ ム 化 ビ ジ ョン)を 構成 す る機 能が 現 実 の 機 能 を追 加,

削除,修 正す るこ と に よ る シス テ ム化)

〈 トー タル シ ス テ ム化 に 適 用 され る〉

一 図2-7シ ス テ ム開 発 の基 本 的 タ イプ概 略 図
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3.1.2従 来 シス テ ム との 関連

今 ま で普 通 一般 にみ られ て き た シス テ ム開発は,主 と して,一 般 には,販 売

管 理 シス テ ム,在 庫 管 理 シス テ ム,財 務 管理 シス テ ム… … と呼 ば れ て い る もの

で,い わ ゆ る現状 改 善型 の シス テ ム開発 が ほ とん どで ある。 いわ ゆ る 部 分的 な

現 実 の業 務 につ い て シス テ ム化 をは か っ た もの と して と らえ られ よ う。

一 方 ,本 調 査研 究 の シス テ ム化 の基 本 的 な考 え方 は,現 状 打 破 を図 る ため の

ある べ き姿 を策 定 し,そ れ に 到達 す る ため には,現 状 を どの よ うに変 容 させ れ

ば よい か を検討 し,現 実 に 可 能な シス テ ム化 を図 る シス テ ム化 目標設 定型 の シ

ス テ ム開発 で ある。 す な わ ち 業 界全体 を大 き くマ ク ・的 に シス テ ム と して と ら

え,そ の 中 で種 々の活 動 を機 能 と して と らえ,各 種 業務 をそ れ ぞ れ の機 能 の 中

に位 置 づ け る。 業 務 を シス テ ムの 中に位 置 づ け る と,ビ ジ ・ン型 シス テ ムで必

要 とな る情 報 と 日常業務 で発生 し てい る デー タの イン ター フェ イス を図 らね ば

な'らな い よ うにな る。 日常 業 務 ある いは 情 報は,当 業 界 の 中に お い て も各 企 業

が持 って いる 特 殊性 に よ り,個 別企 業 に よって非 常 に 左右 され る。 この ことは

企 業 の お かれ てい る環 境,発 展 過 程 等の 要 因 に より一定 でな いのは や む を得 な

い。 しか し,各 企 業 の 特 性 に 左 右 されな い機 能 で あ る企 画 に お け る,製 品 コ ン

セ プ トを設 定す る こと お よび生 産 に お け る生産 工 程 を もつ こと(生 産 情 報 を も

ぺ

つ こと)は,共 通 に存 在 す る。 す な わち,企 画 に お いては,商 品 イ メー ジ化 を

まず行 な い,そ れ を製 品 化 す る プ ロセス で製 品 コ ンセ プ トの 設 定 が どの企 業 に

お いて も重 要 とな る。 ま た生 産 にお い ては,程 度の 差 こそ あれ 同様 の生 産 工 程

を も って お り,製 品化 す る た めには 生 産 情 報 が必 要 で ある ことは どの企 業 で も

同 様 で ある。

衣 料縫 製業 の シス テ ム化 に と っ て以上 の 点は 共 通 概 念 と して位 置 づ け られ る。

す な わ ち,共 通情 報 と しては 製 品 に 関す る情 報 で あ り,企 画 ・生 産 を関係 づ け,

結 合 して対 応 させ 製 品 化 させ 相互 に フ ィー ドバ ック させ る もの は ファ、ッ シ ョン

情 報 の 一 つ で ある 製品 プ ロ フィー ル で ある。 この製 品 プ ロフ ィー ル 中心 に シス

テ ム化 を 図 る もの と して フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムを位置 づ け た。 ファ ッシ ョ
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ン情 報 シス テ ムを構 成 す る単 品 管 理,ア ン テ ナ シ ョッ プ情 報 管 理,フ ァ ッシ ョ ン

予測 の各 サ ブ シス テ ムの 共通 の基盤 と して,製 品 プ ロ フ ィー ル を中心 と した単

品 管理 シス テ ムが 位 置 づ け られ てい る。 フ ァ ッ シ ョ ン情 報 を構 成す る製品 プ ロ

フィー ルに,日 常 業務 で発 生 す る デー タを ビル トイ ンさせ シス テ ム化 す る こと

に より従 来 の シス テ ム と イ ン ター フ ェース を もつ こ とが で きる。 この ように 従

来 の シス テ ム を組 み込 む ことに より トー タ ル シス テ ム化 が達 成 され,よ り効用

を 発揮 させ る こ とが で きる。 この よ うに 情報 の リン ケー ジえ 図 って おけ ば,個

々の 企 業 特性 に 適応 した シス テ ム化 が で き る で あろ う。

3.1.3シ ス テ ムの 結 合 思 想

本 調 査 ・研 究 の テー マは"消 費者 ニー ズに 対応 した製 品 を いか に つ くる か"

とい う こと で あ り,シ ス テ ム 目標 設定 型 の ア プ ロー チに よる ファ ッ シ ョン情 報

シス テ ムの提 案 を行 な った。 換 言 す れ ば フ ァ ッ シ ョン情報 シス テ ムの 目標 は,

消 費者 ニー ズ、を迅 速,的 確に 把握 し具体 的 製 品 の生 産 へ と展 開す る シス テ ムで

ある。

消 費者 は 消 費者 ニー ズを"商 品"と い う,イ メー ジ的,総 称 的な とらえ方 で

衣服 を と らえ,評 価す る。 ま た生 産者 側 は,衣 服 を"製 品"と い うア セ ン ブ リ

ー 生産 的 な 意味 で と らえ る
。 そ こに共 通 して,と らえ られ て いる の が ファ ッ シ

ョン情 報 とい う共 通情 報 で あ り,ま た ファ ッ シ ・ ン情報 が両者 の イ ン ター フ ェ

ー ス を と って い る と言 え る。 こ こでい う消費者 ニー ズ に 適応 した 製品 を作 る と

い うこ とは,消 費 者 ニー ズ,消 費者 の 商 品 イ メー ジを製 品 プ ・ フィー ルに ドッ

キ ン グ し,反 映 させ る ことで ある。 ファ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムは,消 費者 二⊥

ズ,消 費 者 の 商 品 イメー ジを 消費 プ ロフ ィー ル と い う情報 で と らえ,商 品 の生

産側 か らみ た情 報 す な わち製 品 プ ロ フィー ル と して と らえ,フ ァ ッ シ ョン予測

シス テ ムでそ れ らの 二 つ の情 報 を結 合 し,消 費者 志 向 の 製 品 プ ロフ ィールは ど

の よ うな もの で どの'く らい の ボ リュー ム とな るか を予測 す る。 この 予測 に より

製 品 コンセ プ トに 修 正 が 加 え られ,消 費者 志 向の 製 品 の 生産 へ と展 開 され て ゆ
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くの で あ る。

こ こで大切 な ことは 各 機 能 に共 通す る フ ァ ッ シ ョン情 報 と して結 合 をは か る

と い う点 で ある。 製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロ フィー ル を軸 と した情 報 流通 を

図 る シス テ ム設 計 思 想 に よらな け れ ば消 費者 と一 ズに 適応 した製 品生 産体 制 の

システ ム化は 現実 の もの とな らな い。

ま た,製 品 プ ロ フィ ー ル情 報 を 中核 と した単 品管 理 シス テ ムで,体 系 的 に消

費者 ニー ズ との 結合 を行 な う ことに より,企 画者 の学 習 効果 と も あ いま って,

一 層 質 の高 い製 品 コ ンセ プ ト情 報 が 得 られる こ ととな る。

また,単 品管 理 シス テ ムの 製 品 プ ロフィー ル をで きる だ け細 か くブ レー ク ・

ダ ウン し きめ細 か い 的確 な 結 合 シス テ ムを図 り,企 画,生 産,流 通,販 売 の各

機 能 へ 展 開 で きる単 品管 理 シス テ ムを設 計 す る必 要が あ る。

この ような 結 合 思 想 に基 い て単 品管理 シス テ ムの ひ と つ と して,商 品企 画 プ

ロ セス に ビル トイ ンした シス テ ムの基 本設 計 を行 な っ た。

●

も
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32単 品 管 理 シ ステ ム の基 本 設 計

3.2.1単 品 管理 シ ス テ ムにつ い て

アパ レル産 業 に と って重 要 課題 の ひ とつが"消 費 者 ニー ズ を的確 に とらえ,

その ニー ズ に い かに 適 合 した最 終製 品 を供 給 す るか"と い う ことで ある。

消費者 ニー ズの 多様 性,個 別性 か ら くる衣 料 品 の ライ フサ イ クルの 短縮 化,

加速 化 に 対応 す る(リ ス ク軽 減 な ど)た めには,従 来 の 部分 的な 戦 略の 積 上 げ

では 困難 とな って きて お り,商 品 開発(品 揃 え な ど),生 産 ボ リュー ム,ノ ラ

イス決 定 な ど総 合的 な戦 略 及び そ の体 制 をつ くる こ とが必要 とな って くる。

このた め には,生 産 流 通 過 程 を有機 的 に結 合 し,附 加価値 の高 い繊 維 製 品 を

生 産 して い く体 制 を確 立 す る ことが必 要 とな っ て くる。

この よ うな 中で,繊 維 製 品 の 生産 流 通 過 程 を結 ぶ 中核 情 報 と して フ ァ ッ シ ョ

ン情 報 を と らえ,そ の流 通 円滑 化,効 用 化 を 図る ファ ッ シ ョン情 報 シス テ ムの

モ デ ル を策 定 した。 単 品管 理 シス テ ムは,フ ァ ッ ショ ン情 報 シス テ ムの基礎 情

報 とな る 製 品 プ ロフ ィー ル情 報 を迅速,的 確 に把 握 す る た めの シス テ ムで あ り

この シス テ ム に より,企 画,生 産,流 通,販 売 の各 機 能 の 円滑化 と効 用化 を め

ざ した もの で ある。

(1)単 品 管 理 シス テ ムの 特徴

単 品 管 理 シス テ ムは,① 繊 維 製 品生 産 流通 に おけ る4つ の機 能す な わち,

企 画,生 産,流 通,販 売 で発 生す る主 と し て製 品 プ ロ フィー ルに 関す る情

報 を収集 ・加 工す る オ ペ レー シ ョナ ルな 情 報 シス テ ム で ある6② 単 品 レベ

ルの 製 品 プ ロフ ィー ル情 報 で そ れ ぞれ4つ の 機能 間(企 画 一生 産 一 流通 一

販 売)の イン ター フ ェー ス を と って いる 情報 シス テ ム で ある。 ③ それ 自身

と しては,処 理 レ ベルの低 い サ ブ シス テ ムで あるが,各 機 能(企 画 一生 産

一 流 通 一販 売)に キ メ細 か な情 報 を提 供 す る こ とに よ り,よ り高 い処 理 能

ク

カ を発揮 させ る 情報 シス テ ム で ある。(た とえ ば,消 費 プ ロフ ィール と結

合 す る ことに、より,消 費者 ニー ズ への 適 合 を 図 り,具 体 的 な商 品企 画,製
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品 コ ンセ プ トの設 定 を容 易 にす る ことが で きる)④ 製 品 プ ・フ ィー ル の

情 報 収 集 ・加工 シス テ ムで あ り,そ れ と,本 シス テ ムは,フ ァ ッ シ ョン情

報 シス テ ムを構 成 す る他 の サ ブ シス テ ム,Cア ンテ ナ シ ョッ プ情 報 管理 シ

ス テ ム と フ ァ ッ シ ョン予測 シス テ ム)と 有機 的 な結 合 を図 る ことに よって,

商 品企 画 に と って 有 効 とな る ひ とつ の サ ブ シス テ ムで あ る。

(2)単 品管 理 シス テ ム設計

以上 の単 品 管理 シス テ ムの特徴 を踏 えて,次 の こ とを単 品管 理 シス テ ム

の設 計 目標 とす る。

① マー ケ ッ テ ィ ン グ活 動 の サ ポー ト機 能(品 揃 え,プ ラ イス ゾー ン,ボ

リュー ム ゾー ンの設 定 な ど)

② リス ク分散 か ら,リ ス ク軽 減 ・高 付加 価値 へ の 転 換 の 推進機 能(フ ァ

ッ シ ョン商 品 化 レベ ル ア ップな ど)

③ ファ ッ シ ョ ン情 報 の 陳腐 化 を防 ぐファ ッ シ ョン情 報 の 効 用化 機 能

④ ファ ッ シ ョン性 向 の先 行 指 標 機 能

●

3.2.2単 品 管 理 シ ステ ム基 本 設計 手1順

今年 度 に おけ る 単 品管 理 シス テ ムに お け る調 査 ・研 究 目標 を,前 年 度 の調 査

・研 究 を踏 まえ た上 で以 下 の よ うに 設定 した。

(1)フ ァ ッ ショ ン産 業 に お け る単 品管 理 の役 割,意 義

(2)フ ァ ッシ ョ ン情 報 シス テ ムの 中 での単 品 管理 シス テ ム の位 置 付 け と役 割

(3)単 品 管 理 シス テ ムの 目的 ・狙 い の設定

(4)単 品 管理 シス テ ム設 計 の た め の調査 ・分析

(5)単 品 管理 シス テ ムの 基 本 機能 の 設 計

(6)単 品 管理 シス テ ムの マ イク ロ コ ン ピュー タ シス テ ム イ メー ジの把握

す な わ ち,現 在 の フ ァ ッ シ ョン産 業 界 にお い て,何 が 問題 で,何 が 必 要な の

か,そ してそ の 中 での単 品 管理 シス テ ムの狙 い と意 義 ・役 割は 何 か,そ して そ

の単 品 管理 シス テ ムの機 能 と イ メー ジは どんな もの か を調 査 ・研 究 の ポ イ ン ト

として 進 めて きた もの で あ る。
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単 品 管理 シス テ ムの具体 的 な調 査 ・研 究 の手 順は 図2-8に 示す 通 り で あ る。

昨年 度 の 調査 ・研 究 を も とに,今 年 度は さ らに情 報 化 ・シス テ ム化 の考 え 方

を進 めて,消 費者 志 向 を メイ ン として ファ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムの構 築 をめ ざ

し,そ の シス テ ムの サ ブ シス テ ムと して,単 品 管 理 シス テ ム,ア ンテ ナ シ ョ ッ

プ情 報 管 理 シス テ ム,フ ァ ッシ ョ ン予測 シス テ ムの3つ を設 定 し た。

以 下単 品 管理 シス テ ムの基 本設 計手 順 の概 要 に つ いて説 明 す る。

① 単 品 管理 シス テ ムの 目的 ・狙 い

昨年 度 の調 査 ・研 究 をベ ー スに,今 年 度 の テー マ の中心 とな った 消費者

志 向型 の シス テ ムを,設 計 す る 方針 に も とず い て,こ れ ま でのべ て きた よ

うな フ ァ ッ シ ョン情報 シス テ ムの トー タル イ メー ジを設 定 し,そ の中 で の

単 品 管 理 シス テ ムの役 割,意 義 の 設 定,ト ー タル シス テ ムの 中 で の単 品 管

理 シス テ ムの 位 置付 け と機 能 の設 定 な ど,単 品管 理 シス テ ムの 目的,狙 い

に基 づ いて,以 下 の よ うな 分析 ・設 計 の考 え方 と手順 を展 開し た。

② 現 状 調 査 ・分析

単 品 管 理 シス テ ムの 基本 設 計 を行 な うた めの 現状調 査 とそれ に 基 づ く現

状 分析 に つ い ては5つ の フェー ズ か ら行 な っ た。 すな わ ち,そ れ らは,④

ハー ドウェア シス テ ムの調 査 ,㊥ 機能 と情報 の 調 査 ・分析,◎ 企 画 プ ロセ

ス の調 査 ・分 析,◎ 製 品構 成 要素 の調 査,㊥ 既 存 シス テ ムの調 査 で ある。

⑦ ハ ー ドウ ェア シス テ ムの 調査

単 品 管理 シス テ ムの人 間系 との情 報 の イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ トに お

け る イ ン ター フェー ス と,情 報 の ス トック と管理 を行 な うハー ドウェ ア

(POS在 庫 管理 機,端 末 機,マ イク ロコ ン ピュー タ等)の 調 査

◎ 機 能 と情 報 の 調査 ・分析

主 に 紳 士既 制 服 メー カー の企 画,生 産,流 通,販 売 の各詳 細 機 能 とそ

こに 流 れ る情 報(伝 票 等)と の 関 係 を調 査 。 特 に伝 票 や その 中 の項 目の

情報 が どの ように 流 れ,ど の よ うに処 理,ス トック されて いる の か の調

査 。
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これ らは 主 に単 品 管 理 シス テ ムに お け る 端末 設 置 場所,そ こに おけ る

イ ン プ ッ ト情 報,ア ウ トプ ッ ト情 報,そ れ らの情 報処 理 の形態 等 の 基 本

設 計 に必 要 とな る。

◎ 企 画 プ ロセス の調 査 ・分析

消 費者 ニー ズ と製 品 との接 点 を もち,二 次 メー カー で最 と も大 きな 影

響 力 を もつ企 画 部 門 で,実 際 に 商 品企 画 が どの ように して行 な われ,ど

の よ うな 情 報 処 理 が行 な われ て いる か を調査 ・分析 す る。

◎ 製 品構 成 要 素 の調 査

単 品 管理 シス テ ムの カ ナ メとな る ファ ッシ ョ ン情 報 の ひ とつ で ある製

品 プ ロ フィー ル を作成 す る た め に,商 品 が どの よ うな 製 品要素 に 分解 で

きる か,ま たそ れ だれ の 製 品構 成 要 素 の属 性,ア イ テ ムを調 査。

㊥ 既 存 シス テ ムの調 査

紳 士 既 製 服 メー カで現 在稼 動 して いる シス テ ムが どの ような もの か を

調 査 し,特 に商 品 コー ドの 種 類 とそ の使 い 方 を調 査す る。

この ことは,単 品 管理 シス テ ム の各 レベル に おけ る識 別 を行 な うもの

と して コー ド化 が 必要 な こと と,も う一 つは 現行 のEDPシ ス テ ム と単

品 管 理 シス テ ムとの イン ター フ ェー ス を どの ように とる か の検討 も必 要

で あるか らで ある。

③ 製 品 プ ロ フ ィー ル の設 定

② ⇔ を も とに,衣 料 製 品 が ど の よ うな 属性,要 素 か らな って い るか と い

う生 産 に 関す る情 報,す な わち 紳 士 服 に お け る製 品 プ ロ フ ィー ルリ情 報構

造 を解 明 す る。

これ に より単 品管 理 シス テ ムの フ ァ イル イメー ジと情報 の構 造,ア イテ

ムが 明 らか とな る。

④ 商 品 コー ドの体 系

② ㊨ の調 査 より,製 品 プ ロ フ ィー ルへ の 中核 キ ーで あ る商 品 コー ドを設

定 す る。 商 品 コー ドは 商 品 の識 別 を行 な い,製 品 プ ロフ ィー ル との イン タ
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一 フェー ス と して 働 ら く。 商品 コー ドは,シ ス テ ムの基 本的な 共通 コー ド

と して 必 要 で ある。

⑤ 付 加 情 報 の検 討

単 品 管理 シス テ ム を企 画,生 産,流 通,販 売 の各 機 能 部 門 で使 用す る場

合 には,そ れ ぞ れ に有 効 な 情報 を提供 す る た めに,商 品 コー ドの他 に も,

オ プ シ ョナ ルな コー ドを検 討 す る ことが必 要 。

⑥ 企 画 の論 理構 造 の 把握

消 費者 ニー ズ を製 品化 させ る機能 等 を も って い る企 画 部 門の機 能 メカ ニ

ズ ム と情 報 を検 討 す る こ とに より,単 品 管 理 シス テ ムに 必要 な 機 能 と して,

と りこむ た め に どの よ うな 論 理構 造 の情報 が 必 要 か とい うこと を把 握 す る。

⑦ 企 画 で必 要 な ア イテ ムの抽 出

単 品管 理 シス テ ムが企 画 部 門に お いて 有 効 な 機 能 を果 す た め に,ど の よ

うな 企 画情 報 が 必 要な のか,ま た どの レベ ルの ア イテ ムが 必要 な のか,そ

れ らを検討 し て,単 品管 理 シス テ ムの デー タ構 造 と フ ァイ ル構 成 に 反映 さ

せ る。

⑧ 情 報 機 能 分析

単 品管 理 シス テ ムの デー タをス トック,管 理 す る デー タベー ス を作 る 上

での 分析 で,企 画 か ら販 売 ま で流 れて いる伝 票 の ア イテ ムを取 り出し,部

門 での ア イ テ ムの頻 度 と情 報 機 能(入 力,参 照 等)に ついて 分析 す る。

⑨ 単 品 管理 シス テ ムの基 本機 能

③ ～ ⑧ の 分析 過 程 よ り,単 品管 理 シス テ ム の基 本機 能 を解 明 す る。

⑩ マ イク ロ コン ピュー タ シス テ ム

単 品 管 理 シス テ ムに おけ る,マ イク ・コ ン ピュー タ シス テ ムの ハー ドウ

ェア,ソ フ トウ エ ア,デ ー タベース の基 本 的 な 概 要 を設定 す る。

3.2.3情 報 機 能 分析 とデ ー タ ・ベ ー ス

こ こでは 主 に,次 の よ うな 分析 手 順 に よ り,情 報 ア イテ ム と各 部 門 との情 報
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機 能 の把握 と デ ー タ ・ベ ー ス の設 計 方針 を 明 らか にす る。

① 衣 料 縫 製 業 を中心 とす る企 画=生 産=流 通=販 売 の 生 産 流通 過 程 の把握 。

概 略 図:標 準 業務 フ ロー概 略 図(図2-9)

詳 細 図:標 準 業 務 詳細 図(図2-10)

の作成 に よ り,各 機 能 に お け る プ ロセス 内 容 と情 報 の 概 略 が つか め る。

② 企 画=生 産=流 通=販 売 に流 れて いる 情報 内容 を明 らかに す る。 こ こで

は 情報 源 として伝 票 より抽 出 し た。 まず企 画 か ら販 売 ま で順 番 に どの よ う

な伝 票 が流 れ る か,次 に各伝 票 の 中の情 報 ア イテ ムは どの よ うな もの が あ

り,ど の よ うな 頻 度 ででて くる のか をつか む。

こ こでは,情 報 ア イテ ム頻 度 マ ップ より,伝 票 間 で重複 し て利 用 されて

い る情 報 項 目に つ いて,情 報 発 生源 の伝 票は 何 で あ り,参 照す る だ け で よ

い伝 票 が何 で あるか,と い う観 点 か ら分 析 し,情 報 の 流 れ に沿 っ た情報 の

投 入(ン 印),参 照(→ 印)等 の 関連 を明 らかにす る。(横 軸 の各伝 票は,

製 品の 流 れ に対 応 して い る)。(表2-1,表2-3参 照')

この こ とに よ り,単 品 管理 シス テム を実 際の 現場 に導 入 す る場 合,'ど の

部 門の ど こに,デ ー タ ・イ ン プ ッ トの た め の端 末 を設 置 し た ら よいのか,

また どの部 門の 何 と い う伝 票 の 発生 時 に 情報 ア イテ ム を イ ンプ ッ トして や

れ ば,同 じ情 報 ア イ テ ムの 内 容 に つ いては,重 複 して イ ンプ ッ トしな くて

す むの か とい った事 が考 え られ る。

この こ とに より各伝 票 に お け る各 ア イテ ムの情 報 機 能 が 明 らか にな る。

ここで い う情報 機 能 は,

o情 報 投 入,修 正 の場 合;シ ス テ ムに お いては,記 憶 媒体 との 間 でRead

(読込み)W
riteを 行 な う。
(書込み)

。情報 の参照 の場 合;シ ス テ ムに お いて は,記 憶 媒体 との 間 でRead

(読込み)
の み で よい。

企 業 内外 を流 れ て い る情 報 を情 報 ア イテ ム別 に 分 割 し 各情 報 源(伝 票 類)

に お け る デー タア イテ ム数 お よび種 類 を列 挙 しそ の頻 度 マ ップを作 成す る。
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表2.1情 報 ア イ テ ム頻 度 マ ソ プ

情報源(伝 票類) 頻 度

情 報 ア イ テ ム

こ こ にお い ては,伝 票 と伝 票 の情報 ア イ テ ム(項 目)が どの よ うなか か

わ りあ い を もって情 報 が伝 達 され るか わ か る。 また 異 なった 伝票 の間 で も

同 じ情報 アイ テ ムが 非 常 に多 く重複 して い る。 この こ とか ら,同 じ情 報 ア

イ テム につい ては 一 度 情報 ア イテ ム の内 容 が書 かれ れ ぽ 二度 書 か な くて も

よい し,ま た異 な る伝 票 で も同 じ情報 ア イテ ム を グルー プ として整 理 し 活

用 す る こ とが で き よ う。

③ 各 伝 票類 が企 業 内外 の部 門 間を どの様 に流れ るか,そ れを伝票 の入力,参 照

とい った 側 面 で抱 え,伝 票 流 通 の 目的 を 明 らか にす る と同時 に各 部門 の機

能 を 明確 に す る。

＼ 部 門

部

門
(伝 票 類 の入 力,参 照 関 係)

伝 票 が ど この部 門 か ら どこの部 門 へ流 れて,ど の よ うな情 報 機能を 有 し

てい るか が わ か る。

④ 機 能 と して とら えた部 門 に対 し,情 報 ア イテ ムが どの様 に流れ る か を ・

情 報 ア イテ ムの 入 力(発 生),参 照,流 通 とい った側 面 か ら とらえ た入 出

力 フ ロー を作成 す る。
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＼ 機 能 と して と らえた 部 門

情 ア
イ
テ

報 ム

1(入 力),R(参 照),D(流 通)

⑤ 各 伝 票 に 対する情報ア イテムか ら共 通 の 高頻 度 情 報 ア イ テム とか準 高頻 度

情報 ア イ テ ム,固 有 情報 アイ テ ム等 の い くつ かの グル ー プを抽 出 し情報 ア

イテ ムの入 出力 フロー との 関連 で基 本 とな る情 報 ア イテ ム群をべ ー シ ソク フ

レー ム と して抽 出 す る。(表2.2,表2.4参 照)

表2.2情 報 ア イ テ ム出現 頻度 機能 別 ラ ンク表

情 報 ア イテ ムの 出現 頻 度 の ラ ンク に よ り,各 機 能 へ の

レ ベ ル 展 開

オプシヲナルフレーム

販売

ベーシック ・フレーム

頻 度 ラ ンク

超 高頻 度

高頻 度

中頻 度

低頻 度

A
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θ

1

⑥ 磯能 と の関 連 で,そ の 機能 が要 求す る 情 報 ア イ テ ム のベ ー シック フ レ

ー ムへ の細 部 展 開 ,及 び 集 約 化を 試み,情 報 ア イ テム 間の 関連 を とらえ,

ベ ー シ ック デ ー タベ ー スを作 成 す る ことが 可能 とな る。

これ らの こと よ り

O各 部門 にお い て どの よ うな情報 ア イテ ムが 必 要か ・ どの よ うな情 報 ア

イ テム が イ ンプ ッ トされ るか,そ れ らが どの よ うに処理 され るか が わか

る。

o情 報 アイ テ ム頻度 マ ッ プ よ り,頻 度が わ か り,デ ー タ ベ ース をつ く る

時の フ レー ム と して位 置づけ られ る。

O機 能部 門 にお いて どの よ うな情報 が 入 出力 され,ど の よ うに処理 さ れ

るかが わか る。

O情 報 アイ テ ムを デ ー タベ ー スに管 理,入 出 力す る場 合,プ ログ ラム 仕

様(マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ),イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト情 報 の 設 計 に

必 要 で あ る。

●
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情 報 ア イ テム頻 度 マ ップ表2-3
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情報
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発 引 原 原 受 受 製 加 付 裁 加 上 ズ 納 出 出 売 棚

構 離:;::ii㌫:卸
書 書 伝 ド 票 類 図 図 図 細 細 告 告 祭 図 票 票 票

123456789101112131415161718

頻

度

伝 票 番 号

数 量

合 計
〔

品 名
A
記 票 年 月 日

〕

備 考

製品 マー ク

相 手 先 名

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

レ ーーー一 一ー一◆ レ ・,レ

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

OOOOOOOOOOOOOOOO

⑫ →

レ

100

100

88

88

88

88

71

71

夢

レ → レ レ レ レ レ レ

単 価

取 扱 い部 課

納 期

サ イ ズ
〔

季 別
B 仕
入先 マー ク

〕

関連伝票番号

金 額

品 質

担 当 者

レー ー ー ー－rレ レ レ レ レOレ レ

レ テ →O

レ レ レ レ レ レ レ レ レ レ

レ レ レ レ レ レ レ レ レ

レーー ーー一→ → →

レーーーーーー－L-一夕一 一ー一)→

レ レ レ レ レ

レ レ レ

レ → →,→

レ レ レ レ レ レ

59

59

59

53

47

47

41

35

35

35

色 番

先 方 色 柄

内 容 区 分

店 区 分
〔

仕 様
C
反 番

〕

用 途

前 鉛

売 買 区 分

処 理 月 日

◎ →.

レ ーーー一一ーー一 →

レ ー一 一 →

レ ーーーー一→〉 →
`

レ → → →

レ →

レ → → →

レ → 一一→

レーー一 →

レ レ レ レ

29

29

24

24

24

24

24

24

24

24

input項 目

新 規input項 目

参 照 項 目

 

レ

◎

↓
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発 引 原 原 受 受 製 加 仲 裁 加 上 ズ 納 出 出 売 棚 '

情報源

情報 鱒:1:籔 曝 露:卸
頻

度
ア イ テ ム 書 書 伝 ド 票 類 図 図 図 細 細 告 告 票 図 票 票 票

123456789101112131415161718

年 度 レ_ 18
.

単 位 レ ーー 一 一 「シ 18

生 地 見 本 レ レ レ 18

ロ ッ ト 番 号 レ' 18

裏 地 レ → → 18

使 用 米 レ レ レ 18

袖 鉛 レ → → 18

ス テ ッ チ レ ■ 18

ベ ン ツ レ ー一一' 18

タ ッ ク レ ーー一→ 18

〔 織 ネ ー ム レ → → 18

Dヨ ゴ レ レ レ レ 18

〕 キ ズ レ レ レ 18

縮 ジ ュ ウ レ → 12

ファスナー番 号 レ → 12

肩 綿 レ → 12

ユ キ 綿 レ → 12

前 銃 レ → 12

芯 地 レ → 12

ル ー プ レ レ 12

ビ ザ 当 レ → 12

衿 吊 レ → 12

加 工 完 了 日 レ レ 12

型 式 レ → 12

基 準 寸 法 レ レ 12

内股縫込 有・無 レ → 12

ピザ裏付 き有・無 レ → 12

、
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頻

度

2

2

2

2

2

2

2

2

2111111111

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

棚

卸

票

18

レ

売

上

伝

票

17

、

出

荷

伝

票
品

出

荷

指

図

15

納

品

伝

票

14

ズ

ボ

ン

検

査

報

告

13

レ

レ

レ

レ

上
衣
検

査

報

告
12

レ

レ

レ

レ

レ

レ

加

工

明

細

11

裁

断

明

細

10

レ

付
属
出

荷

指

図
9

↓

レ

レ

レ

レ

加

工

指

図

8

レ

レ

レ

↓

.

レ

レ

レ

製

造

指

図

7

レ

レ

レ

レ

レ

受
註
品
製
造
伝
類
6

受

註

伝

票
5

レ

レ

原

反

管

理
カ

ー

ド

4

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

原

材

料

入

荷
伝
3

引

取

明

細

書

2

発

註

書

1

棚情

ムテ報イ情ア

リ

付

メ

プ

裏

裏

米

墨

⇒ガンツ体ぽト・ト.カタナ紙ち穴ボマス袖腰残型ポ

別

号

長

巾

査

ト

ル

袋

号

ズ

ズ

格

長

巾

定

定

無

ル

件

無

無

無

旧

響
∵

㌘

欝⌒

懸口

新

ボ

縮

縮

外

ズ

ラ

補

ズ

ボ

フ

規

受

受

J

I

検

ス

決

台

セ

オ

〔

D

〕

〔

E

〕
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頻

度

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

棚

卸

票

18

レ

レ

レ

売

上

伝

票

17

レ

出

荷

伝

票

16

出

荷

指

図

15

納

品

伝

票

14

レ

レ

ズ

ボ
ン

検

査

報

告

13

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

上
衣
検
査
報

告
12

レ

レ

レ

レ

レ

レ

レ

加

工

明

細

11

裁

断

明

細

-o

レ

付
属
出
荷

指

図
9

加

工

指

図

8

レ

レ

レ

レ

レ

レ

製

造

指

図
7

受
註
品
製
造
伝
類
6

受

註

伝

票
5

原

反

管

理
力

f

ド

4

原

材

料

入

荷
伝
3

引

取

明

細

書
2

発

註

書
-

源報情

み願力

地{
珍
㌻

編

鐘
リ

≡ 立
高

歯
… 合
‥

袋

力

別

鼠

テ

チ

エ

ソ

背

前

ワ

肩

カ

シ

小

飾

縫

前

残

身
巾(

常

在

所

引

予

〔

E

〕
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表2-4情 報 アイ テ ム 出現 頻 度機 能別 ラ ンク表(〔A〕 か ら 〔C〕 まで)

〔A〕60～100%

共 通 個 別.

①

企

伝 票番 号,数 量,合 計,品 名,

記 票 年 月 日,備 考,製 品 マ ー ク

1

相手先 名

②

生

伝 票 番 号,数 量,品 名,製 品 マ

ーク

合 計,記 票 年 月 日,備 考,相 手 先

名

③

流

伝 票番号,数 量.合 計,品 名,

証票 年 月 日,備 考

製 品 マー ク,相 手先 名

④

販

伝票 番 号,数 量,合 計,品 名,

記 票 年月 日・ 備 考

製 品 マ ーク,相 手先 名

共①
～
通④

伝 票番 号,数 量,品 名

〔B〕30～60%

共 通 個 別

単 価,納 期 取 扱 い部 課,サ イズ,季 別,仕 入

① 先 マ ー ク,関 連 伝 票 番 号,金 額,

品 質,担 当 者

単価,取 扱 い 部課,納 期,サ イ ズ

② 季別,仕 入 先 マ ー ク,関 連伝 票番

号,金 額,品 質,担 当者

単価,季 別 取 扱 い部課,納 期,サ イズ,仕 入

③ 先 マ ー ク,関 連 伝 票 番 号,金 額,

品 質,担 当 者
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共 通 個 別

④

金 額,担 当 者 単位,取 扱 い 部課,納 期,サ イズ,

季 別,仕 入 先 マ ー ク,関 連 伝票 番

号,品 質

共①
～
通④

な し

〔C〕20～30%

仕様,反 番,用 途,前 鉛,売 買 区

分,色 香,先 方 色 柄,処 理 月 日,

内 容区 分,店 区 分

仕 様,反 番,用 途,前 鉛,売 買 区

分,色 香,先 方 色 柄,処 理 月 日.

内容 区 分,店 区 分

仕様,反 番,用 途,前 鉛,売 買 区

分,色 香,先 方 色柄,処 理 月 日,

内容 区 分,店 区 分

仕 様,反 番,用 途,前 鉛,売 買 区

分,色 香,先 方 色 柄,処 理 月 日,

内容 区分,店 区 分
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3.2.4製 品 プ ロ フィ ー ル の設 定

製 品 プ ・フ ィー ルは,フ ァ ッシ ョン情 報 の 中の1つ で あ り,衣 料製 品 が どの

よ うな要 素か ら な り,ど の よ うに して作 成 され るか とい う製 品 の生 産 に関す る

情報 を い う。 いわ ゆ る商 品 を生 産 サ イ ドか ら見 て,製 品 分解 化 した 情報 で あ る。

製 品 プ ロフ ィー ル の情 報 構 造 は ・階 層構 造 を もって お り・図2-11の よう

にな って い る。

図2-11

紳 士 服 の 製 品 プ ロ フ ィ ール 情 報 は 表2.5の よ うに な る 。

データアイテム群
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今

表2.5 製 品 プ ロ フ ィー ル
,

属 性 ア イテ ム サブ アイ テ ム アー タ アイ ア ム

▼

用 途

　
一 ・一 一 ー一 一{==仁 ㌍;』,

鯛・:二:≒ ≡援二
… キーーー ー 一一干 －ZZル

… ク・∋ ≡ 露 …・

一 霞
_;=,

§
グ レー色 系

フ フ ウ ン
グ リー ン

へー シ ュ

色 その 他

ライ ト

色 調

無地

縞

ヘ ン
ミ ア イ ア ム

ダー ク

柄

格子

そ の他

　
エ
フ

フ
づ

イ

イ

フ

ク

ク

ラ

ラ

イ

ツ

ツ
ク

ト

ト

ラ

エ

ェ

ツ

ス

ス

ト

チ

チ

エ

ル

ク

ス

ム

ン
チ

シ

ー

ル

ガ

タ

ン

ン

・
プ

ン

ー
レ

ベ

テ

ダ

ギ

タ

グ≡

製 造

素 材

一 三 ン

リエス テ ル
ク リル

イ ロ ン
の他

織 物

不織布

・… 一 団 三…膓第

編

サ イズ

ウー ステ ソ ド
シ ャー ク ス キ ン

ギ ャ バ ジン
ツ ィー ド

フ ラ ノ
パ フ シ ャ

ボー ラ

サモ ソ二 一

ヘ リン ボン

・ 型一ー モ 榮
、

前 カ ッ ト

・・ソー 一 巳 三〔=
.

JISサ イ ズ

,

◆

、

コス ト

加工仕様

素材購入原価
加工賃
標準原価

出荷価格

・・一ー ヨ ≡ 鐘

・・一 ーー 一 〔 ㌫

ボケ・・一 ー 一[=雲 て㌫ ト

・・クー-H≡1三iZ

べ・・一[=㌶1鍍

オ・ 一 ーーー一[==芸 ㌘

ひざあて－L _罐 撰 …
その他

聯 状一一 斗 三 三;三1三1.

… ドー ー－E鰹iヨ;
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これ らの体 系 だ った製 品 プ ロ フィー ル と消費 プ ロフ ィー ル と を結合 させ る こ

とに より,消 費 者 ニー ズに あ った製 品 イ メー ジまたは,製 品 へ 反 映 させ る情 報

を得 る こ とが で き,そ れ らの情 報 を商 品企 画 ・生 産 に 展 開す る もの として,ア

イテ ム レベル,デ ー タア イテ ム レベル で と らえ る こ とが で きる。

な お,デ ー タア イテ ムは 各企 業 に よって か な り,と らえ方 も,見 方 も異 な る
タ

の で,各 企 業 に 合 せ た製 品 プ ロ フィー ルの体 系 化 が必 要 で あ り,前 表の ものは

あ くまで 一例 に す ぎな い。

3.2.5デ ー タベ ー ス作 成 方針

1.デ ー タベ ー ス の構 造

ファ イル をア ク セスす る場 合は,必 ず ある キー コー ドに よ り,フ ァ イル

を読 ん で ある該 当す る キー コー ドの所 まで さが して,同 一 キ ー コー ドが あ

っ た所 に位 置 づ け る ことが必 要 と され る。 す な わち 高 い頻 度 の キー コー ド

程 各 レ コー ドの先 頭 に も って きて,低 い頻 度 の キー コー ド程 後 に も って く

れ ば全体 の ア ク セス時 間は 少な くな り,効 率 が あが る。 また例 えば,今,

企 画 部 門 で商 品企 画 の た めに,あ る キー コー ドに よって ア ク セスす る場 合

企 画 部 門 か らア ク セス しな い キー コー ドに つ いて は この コー ド体 系 に 入れ

な くて も よい。

ま た キー コー ドの設 定 に ついて は,ア ク セ ス頻 度 の レベル に 合 わせ た デ

ー タ コー ドを設 定 す る ことが 有 効 とな る。 例 えば,パ ー ト1,パ ー トIL

パー ト皿 の3つ に 分 けて考 える と,ト ー タル ア ク セス タ イ ムとして 短 か い

効率 的な フ ァ イ ルア ク セス が 出来 る。

① パ ー ト1レ コー ドの一 番 前 に くる部 分 で固 定的 な 区 分 で使 わ れ

る もの が よい(例 え ば 品 名 コー ド)

② パー トll高 頻 度 の ア イテ ム を セ ッ トして やれ ば よい。

③ パー ト皿 頻 度 が ほ とん ど低 い ア イテ ムを セ ッ トして やれ ば よい。

、

s
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、

●

◆

デ ー タ コ ー ド パ ー ト

パ ー ト1 パ ー トH

口
パ ー ト 皿

口
情報 ア イ テ ム頻 度 マ ップ より,頻 度 ラン ク を例え ば5ラ ンクに 分類 す る

とす る。

これ らの ラ ンクづ け に よ り,単 品 管理 シス テ ムの デー タ ・ベー ス を効率

的 に 各機 能 が ア ク セスす る ため に必 要な コー ド体 系 を検 討 す る ことが で き

る。

①Aラ ン ク(頻 度60%～100%) '
②Bラ ンク(頻 度30%～59%)

③Cラ ンク(頻 度20%～29%)

④Dラ ン ク(頻 度10%～19%)

⑤Eラ ン ク(頻 度10%以 下)

次 に示 す のは,情 報 ア イテ ム頻 度 マ ップ より得 られ た ランク づけ さ れ た

項 目で ある。Aラ ン クに っいて は,ベ ー シ ック フレー ムの 中に入 れ て も よ

い し,他 のD,Eラ ン クの もの に つ いては オ プ シ ョナルな 情報 フ レー ムに

入 る で あ ろ う。

①Aラ ンク

(頻 度60～100%)

伝 票 番 号 製 品 マー ク

数 量 相 手先 名

合 計

品 名

記 票年 月 日

一99一



②Bラ ン ク

(頻 度30～60%)

単 価

取扱 い部課

納 期

サ イズ

季 別

仕 入 先 マー ク

関連 伝 票 番号

金 額

品 質

担 当者

③Cラ ンク

(頻 度20～30%)

色 香

先方色柄

内容区分

店区分

仕 様

反 番

用 途

前 鉛

売 買区分

処理月 日

頻 度 ランクに 従 って 例示 し た もの が 図2-12で あ り,頻 度 が高 い もの

程,ま た共 用 性 の 高 い もの を先 頭 に位 置 ず け,基 本 的 に使 用 す る グルー プ

として ベー シ ック情 報 と して 設 定 し,他 の もの に っ いては 各 機 能 レベル で

必 要 に 応 じて オ プ シ ョ ナル情 報 と して デー タベー スの 中 に と り.こみ,こ れ

らの デー タの関 係 が各 機 能 に よって も異 な る ことか ら関連 づ け る た めや,

ア ク セス タ イ ムの短縮 化 を 図 る た め の仕 組 み と して デー タ間 の 関 係 を

INDEX化 し た ロ ジ カル ファ イル を構 築す る ことにな る。(図2-13参

照)
●

■
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,

・

品 名
製 品

マー ク

伝 票

%
相手先

取扱い

部 課

仕入先

マーク

関 連

伝票%
担当者

万

品 名

サ イズ

年 度 ・季 別

色

素 材

品 目

ブ ラ ン ド

ス タ イル

図2-12デ ー タの序 列 例

●

命

使用 目的 に従 って デ ー タ間の

関 連 づ けを と る論理 的 な 構 造

(ロ ジカル フ ァイル)

データ間の関係を表わ した もの(INDEX化)

◇
サ 年 素 柄 品 プ ス 色
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図2-13単 品 管 理 シス テ ム ・デ ー タ ベ ー ス の 構 成 例
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2.コ ー ド体 系 の調 査 結果

各企 業 の コー ド体 系 の現 状 を調 査 した 結果,表2-6の ように な って い る。

この表 か ら も明 らかな 様 に,コ ー ド体 系 は 各 企 業 の特性 に応 じて 様 々 で あ り,

統 一 した コー ド設 定 を 図る こ とは な かな か む ず か し い状況 に あ る。 こ こでは,

そ の 多様な バ リエー シ ョンの 中 か ら共 通 的 な もの を抽 出し,コ ー ド化可 能 でか

つ製 品 プ ロ フィー ル に対応 す る 項 目 を扱 ぎ出 し,次 に示 す よ うな 製 品 プ ロフ ィ

ー ルの コー ド化 の参 考 デー タ とし た。

表2-6コ ー ド体 系 調 査 結果 一覧 表

。 品 名 コー ド(4桁 ～12桁)

品 目,季 別,色,柄,素 材,サ イ ズ,

部 課

。品 目 コ ー ド(1桁 ～3桁)

品 目の み,ブ ラ ン ド込 み,部 課 込 み

o色 コー ド(1桁 ～3桁)

色 系,色 調,色 濃 度

o柄 コー ド(1桁)

o素 材 コー ド(1桁)

。 ブ ラ ン ドコ ー ド(1桁 ～3桁)

ブ ラ ン ドの み,品 目込 み

(1桁)

(4桁 ～5桁)

o年 度 コー ド(1桁)

o単 価 コー ド(5桁)

。 仕 入 先 コー ド(3桁 ～4桁)

oマ ー ク コー ド(5桁 ～9桁)

。 部 課 コ ー ド(2桁)

o関 連 伝 票 コー ド(4桁 ～6桁)

o得 意 先 コー ド(4桁 ～6桁)

地域,業 態,店 別

o整 理番 号 コー ド(5桁 ～6桁)

o回 収 コー ド(2桁)

。売 上 形態 コー ド(2桁)
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3.製 品 プ ロフ ィー ル デ ー タ コー ド

次 の ものは 製 品 プ ロ フ ィー ル(紳 士既 製 服 メー カー に おけ る例)に つ い

て,コ ー ド化 を行 な っ た例 で ある。 コー ドに つ いて も,一 定 の決 っ た コー

、ド体 系 化 は 極 めて 困難 な の で,各 ア イ テ ムの コー ド化 に つ いては 基 本 的 な

コー ド体 系 に沿 って 各企 業 の特 性 を考 慮 して 作成 せ ざる を えな い で あ ろ う。

コー ドの種類

① 品名 コー ド

色 コ ー ド

柄 コ ー ド

素 材 コー ド

サ イ ズ コー ド

品 目 コー ド

ブ ラ ン ド コー ド

年 度 ・季 コー ド

ス タ イ ル コー ド

(1～3桁)

(1桁)

(1桁 ～3桁)

(2桁)

(1桁)

(1桁)

(1桁)

(1桁)

●

会

② 色 コー ド

(1桁)

ブ ラ ッ ク

グ レ ー

Mブ ル ー

Sブ ル ー

グ リ ー ン

オ リ ー ブ

ブ ラ ウ ン

へ 『 シ ュ

ホ ワ イ ト

(2桁)

フ ノレー

グ レー

グ リー ン

色

ブ ラ ウ ン

系
ヘ ー シ ュ

ブ ラ ッ ク

ホ ワ イ ト

細

目

(
任

意

の
コ

ー

ド

)
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(3桁)
吟

色系
基調色

その他

③ 柄 コ ー ド

…モ三

)

地

子

柄

桁1

無

格

絹

綾

小

(

一

一

一

一

一

色濃 度 一 数値

④ 素 材 コー ド(1～3桁)

(1桁)

ウ ー ス テ ッ ド

シ ャ ー ク ス キ ン

ギ ヤ バ ジ ン

ツ イー ド

フ ラ ノ

ハ フ シ ヤ

ポ ー ラ

サ ク ラ ソ ニー

そ の 他

、

(3桁)

生 地 名

一104



■

・⑤ サ イ ズ コ ー ド(2桁)

JISサ イ ズ コ ー ド'

⑥ 品 目 コ ー ド(1桁)

ス リー ピー ス

ダ ブ ル

シ ン グ ル

ブ レ ザ ー(ジ ャ ケ ッ ト)

コ ー ト(オ ー バ ー)

モ ー ニ ン グ

ス ラ ッ ク ス

タ キ シー ド

そ の 他

⑦ 年 度 ・季 コー ド(1桁)

▼

■

3.2.6商 品 企 画 の 概 要

企 画部 門 での 種 々の 情 報に よる商 品企 画 の 内容は 次 の ような もの が あげ られ

る。 これ に つ いて の 分 折は,後 述 の 「商 品企 画 シス テ ム化 に おけ を単 品 管 理 シ

ス テ ムの適 用 」 を参 照 され た い。

1.総 合 レ イア ウ ト

(1)商 品構 成 の 決 定

こ こでは,そ の シー ズ ンに 何 を もって きて,品 揃 え の ウェ イ トの設 定 を

す るか の骨 組 を決 定

(プ レス テー ジ・ゾー ン:ベ ター ゾー ン:ベ ー シック ・ゾー ン=A.:B:C)

(2)社 内 デ ー タの フィー ド ・バ ック'

(売 れ 筋 商品 の 属 性 分 析,フ ァ ソシ ョン動 向 の発 見)
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① ブ ラ ン ド,部 門,品 目別 等

② 得 意 先 別(百 貨 店,量 販 店,専 門 店)

③ 現 物 残

㈲ 社外 デ ータ の収集

(売 れ筋 商品 の 属 性 分 析,フ ァッ シ ョン動 向の 発見)

① 今 シ ーズ ン売 れ た もの

② 商 社,裏 地 メ ーカ ー,百 貨店 の セ ール ス マ ンへ の ヒヤ リング

③ 提 携 メ ー カ ー.素 材 メ ー カ ー,視 察,専 門 誌 か ら の情 報 収集

(4)ア イ デ アの 蒐集 及 び ア イ デ ィアの検 討

例 え ば,機 能 的 アイ デ ィア

㈲ フ ァー ス トサ ン プル の検 討

(6)モ デ リン グ ・サ ン プルの 発注

(7)試 作 見 本

(/>機 能 面 の検 討 … …素材 の 質,芯 地,サ イズ 面etc

回 表 面 の検 討 …… … カ ラ ー マ ッチ,附 属 マ ッチ,デ ザ イ ンマ ッチetc

(8)ブ ラ ン ド別,素 材 サ ン プル段 階 に於け る構 成

(9)ス タ イ リング… … … ブ ラ ン ド別,モ デル 別,体 型 構 成

OO)価 格 巾 と中 心 ラ ンクの 設定 と コス トとの検 討

田)パ ッケー ジ ング の検 討

2.第1回 数 量 設定

(1)各 販 路 の ブ ラ ン ド別 第1回 の フ ェー ス在 庫の 必要 数 の設 定

④ オ リジ ナル ブラ ン ド

⑪ 百貨 店等 シ ョッ プ ブラ ン ド

◎ 特別 企 画 商品

e中 心 商社 の 奥 行 の 推 定数 の 設 定

(2)予 算 表 の 作成
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3.営 業 との素 材 決 定打 合せ

消 費者 に より近 い販 売員 の 情 報 を反 映す る

4.第1回 原反 発 注 契 約

発 注数,価 格,仕 上 り 日の確 認

5.2項 目の必 要 数 に応 じた 原 反取 引 ・投 入確 認

6.加 工指 図

3.2.7商 品 企 画 の 内 容

企 画 の流 れ を業務 的に と られ る と,商 品企 画一 企 画 一 約 定 一 生産 計 画

一 仕 入 計画 まで の範 囲 が 含 まれ る と考 え られ る。

商 品企 画 消 費者 情 報,小 売 店 情報,売 上実 績 情報,そ の他 フ ァ ッシ ョ ン

情 報 に より,製 品 コン セ プ トを作 る。

企

約

画一 製 品 コンセ プ トの具体 化 として,試 作 見本(基 本色,基 本素 材,

基 本 品種,基 本 スタ イル)を 作 り,そ れ を も とに,品 揃 え(色,

柄,素 材,品 種,ス タ イル,サ イズ等 の種 類 を どれ だけ つ く り

どの よ うな 構 成 比 でそ ろえ る のか),数 量,価 格 幅 の決 定 等 を

行 な う。

定一 展示 会 等 に よって,受 注 買 とい う,受 注 に よる,ブ ラン ド,色,

柄,素 材,ス タ イ ル,サ イズ等 の生 産量 を取 り,そ れ に よ り,

リス ク の軽 減 化 をは か ろ うとす る もの で あ る。

生 産 計画 一 昨年,今 年 の 販 売,生 産 の 実績 や,約 定に よる受 注量,フ ァ ッ

シ ョ ン情報 等 に よる 見込 量 等 を もとに 生産 計 画 を作 る。

仕入 計 画一 生 産計 画 に も と ず いて,仕 入先 に主 な 原反 の 仕 入 発 注 を行 な う。

ここで必 要 情 報 とな る のは,色,柄,素 材,サ イ ズ,納 期,価

格 等 で ある。

この ような 業務 に よ り一 般 に は企 画 が行 な わ れて いる。 こ こで も う少 し企 画

の機 能 を整 理 して企 画 プ ロセ スの 流 れ を追 って み よう。
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図2-14の 商 品企 画 プ ロセス概 念 図 を追 いな が ら企 画 段階 で必 要 とさ れ る

機 能 を分析 す る。

1.企 画 プ ロセ ス

まず企 画 の 個 々の 細 か い機 能 をま と める と,6つ の基本 的 な プ ロセス パ タ

ー ンに分 類 で き よ う。6つ の プ ロス セ パ ター ンを,そ れぞ れ 結合 プ ロセス,

製 品 コ ンセ プ ト化 プ ロ セス,商 品化 プ ロセス,製 品仕 様 化 プ ロセス,商 品構

成 プ ロセ ス,製 品 化 プ ロセス と呼 ぶ ことに し よ う。

① 結 合 プ ロセス

こ こでの 機 能 は,情 報 収 集,調 査 を行 な い,そ れ らの情 報 を加工 ・分析

し,製 品 コ ンセ プ トを作 る上 で の有 効な 情 報,ポ イ ン トを提 供す る こと で

ある。 い わゆ る混 在 した フ ァ ッ ショ ン情 報,消 費者 ニー ズ,イ メー ジを製

品 プ ・フィー ル上 に 落す 結合 プ ロセス で ある。 情 報 として は,消 費者 情報,

得 意先 情 報,競 合企 業情 報,社 内情 報,メ ー カー情 報,海 外 ファ ッ シ ョ ン

関連 情報,国 内 フ ァ ッ ショ ン関連 情 報 等 に整 理 で きる。

② 製 品 コ ンセ プ ト化 プ ロ セス,

ここでは,結 合 プ ・セス で得 られ た製 品 コ ン セ プ トに関す る有効 な 情 報,

ポ イ ン トに もと つ いて,製 品 コ ンセプ トを設 定す る。

具体 的 には,商 品構 成 比 の骨格 を設 定 し(プ レス テー ジ ・ゾー ン,ベ タ

ー ・ゾー ン ・ベ ー シ ック ゾー ン等 ,こ の シー ズ ンに お いて そ れぞ れ の ウェ

イ トる設 定す る),具 体 的 に製 品 化 させ る ため の ア イデ ィア を出 し,サ ン

プル を検討,デ ザ イ ン化 す る。

③ 商 品 化 プ ロセス

製 品 コ ンセ プ トに もと つ いて 具体 化 され た基 本 的 な サ ンプ ル を試 作 見 本

として 作 成 し,そ れ らの も の を商 品 化 させ る た め に素 材,色,柄,サ イズ,

ス タ イ リングの 枠 を広 げ,市 場 を意識 した 商品 化 を行 な うプ ・セス で ある。

この過 程 を通 し て,パ ター ン,デ ザ イン仕 様 を作 る ことが で きる。
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原 反 引 取
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商 品 付 帯 物 の 検 討
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頃

図2-14 商品企 画 プ『セス概念 図
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④ 製 品仕 様 化 プ ロセス

商 品化 し た もの を分 解 し,生 産 さ せ る ため の仕 様 とな る 製 品仕 様 を作 成

し,商 品の 価 格 帯 と中心 ランク を設 定 し,生 産 コス トを検討 す る。 ま た合

わせ て 商 品 付 帯物 の検 討 も行 な う。

～ ⑤ 商 品構 成 プ ・セス

商品 の枠,価 格 帯 の設 定 が終 われ ば,こ こで数 量 を決 定す る。 すな わち,

約 定,受 注情 報(小 売 店 な どとの),見 込情 報(販 売 員 か らの 情 報,昨 年

の実 績 情報 等)か らな る市 場 情報 に よって,ブ ラ ン ド別,サ イ ズ別,素 材

別(色 柄 も含 む)の 生 産 ボ リュー ム,納 期 を決 定 し,こ の シー ズ ンの 品揃

え を設 定 す る。

⑥ 製 品 化 プ ロセ ス

こ こでは,商 品 の 種 類,生 産 数量,納 期,予 算 の検 討,工 場 の 設定 等 に

よ り生 産 計画 を設 定 す る。

そ して,原 反 を仕 入 先 に発 注(発 注 数,価 格,仕 上 り 日を契 約)し,原

反 仕 上 りを待 つ。 原 反 引 取 と と もに,生 産計 画 に し た が って,製 品仕 様,

工場 の ライ ンの 状態 等 か ら,加 工指 図 を行 な い,ロ ッ ト化 し,工 程 ライ ン

に送 り 出す プ ロセス で ある。

以 上 の6つ の プ ロセス で企 画 活動 が行 な われて い る。 今 ま でに おいては,

企 業 活 動 が,人 間 の カン と経 験 に頼 りそ こで使 用 さ れ る ファ ッシ ョ ン情 報,

市場 情報 も錯 綜 して い る と ころ か ら,か だ よった企 画,か た よった ファ ッ

シ ョン情 報,市 場情 報 に よ り的 確 な フ ァ ッ シ ョン企 画 が で きな い場 合 が 多

々あ った。 た とえ ば 一般 には,二 次 メー カー の企 画 マ ンの 手元 に市 場情 報

とし て よ く集 まる の が素 材 情 報 で ある。 他 の情 報 に つ いては つ い低 い情 報

に な って し ま って い る ケー ス が 多 い と思 われ る。

ま た フ ァ ソシ ョ ン情 報,市 場 情 報 も不定 期 に集 め た よ りも一 定 の サ イ ク

ルで 定期 的 に情 報 が収 集 さ れ 分析 され る ことに意 味 が あ る と思 われ る。

この よ うな こ とか らも,企 画 活 動 の シス テ ム化 の 一 担 で も ある企 画 に お
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図2-15企 画機 能 分解 フ ロー 図

[=コ 印は 企 画 機 能 を表 わす 細 分 化 され た プ ロセス で ある。
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け る単 品 管理 シス テ ムの適 用は,

(1)企 画活 動 の シス テ ム化

(2)企 画 情 報 と企 画 活動 の調 和

(3)リ ス クの少 な い,付 加 価 値 の高 い製 品 生 産体 制 の1ス テ ップ

(4)幅 巾い,サ イ ク リックな 最新 の情 報 が提 供 で きる等 の メ リ ッ トが 考

え られ る。

商 品企 画 プ ・セ ス概 念 図 を も う少 し機 能 的 に とらえ,プ ロセス を細 分 し

て フロー チ ャー ト化 し た試 み が図2-15の 企 画 機 能 分解 フロー で ある。

図の 中 の[=コ は 企 画 機 能 を表 わす 細 分 化 され た プ ロセス で ある。

2.企 画 機 能 の概 念

これか らの繊 維 産 業 に と って,何 らか の方 策 で消 費者 ニー ズに いち早 く対

応 し た繊 維 製 品 を供 給 す る能 力,体 制 を確 立 す る ことは 必 要不 可 欠 の条 件 と

な って きて い る。

消 費者 に対 して 最 終 製 品 を供 給 す る衣料 縫 製業 を 中心 とした アパ レ ル産 業

に と っては,そ の重 要 性 は非 常 に大 き くな って きて い る。 そ の た め には,こ

れ ま での生 産偏重 の企 業 活 動 か ら脱 皮 し,商 品企 画=生 産=流 通=販 売 とい
ハ

うプ ロダ ク ト・サ イ クル のな か で,い か に して 消費 者 ニー ズに 適 合 し た製 品

を生 産 して ゆ くか とい う総 合 的戦 略 に よる企 業 活動 へ と体 質 を転換 して ゆ か

ね ばな らな い。

この よ うな企 業体 質 の転 換 のな か で,最 も重 視 しな けれ ばな らな い こ とは,

ア パ レル産 業 が,繊 維 製 品 の生 産 流 通体 制 のな か で他 の業 種 より秀 い で た独

自の能 力 を発揮 して ゆ くこ と であ る。 即 ち,消 費者 ニー ズ を どの ように と ら

え よ うと も,最 終 的 には 製 品 イ メー ジへ とつな が って ゆ く能 力が要 求 され る

が,素 材,柄,色,ス タ イル とい っ た フ ァ ッシ ョ ンエ レ メン トを具 体 的 な 生

産 へ と結 び つ け る能 力は,ア パ レル 産業 の能 力を いか んな く発揮 で きる と こ

ろ で あ り,こ の よ うな 能 力 を基 盤 に して,消 費者 ニー ズ を迅 速,的 確 に具体

、
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的 製 品 の生 産 へ と展 開す る ことに よって,こ れ か らの フ ァ ッ シ ョン ・ビ ジネ

ス に お いて 重 要 な 位置 を 占 めて い く こ とが で きる こ とで あ る。

この ような 能 力 を発 揮 す る ため には,消 費者 ニー ズ と製 品 イ メニ ジを結 合

して と らえ られ る ファ ッ シ ョ ン情報 の機 能 を有効 に活 用 す る方策 が非 常 に重

要な もの とな る。

この よ うな 中 で,我 々は ファ ッ シ ョ ン情報 の流 通 円滑 化 と効用 化 を図 る フ

ァ ッ シ ョン情 報 シス テ ムの 形 成 が 大切 で ある こ とを述 べ て きた。 さ らに そ の

シス テ ムに お いて 単 品 管 理 シス テ ムと企 画 機 能 がか か わ る所 が,消 費者 ニー

ズを製 品 イ メー ジに 変 換 す る プ ロセス で あ り重要 な ポ イ ン トとな って くる。

以 上の こ と よ り,企 画 機 能 の概 念 を図2-16企 画 機 能 概 念図(1),(2)に よっ

て の べる。

① 企 画 機 能 概念 図(1)

企 画 機 能は,ま ず フ ァ ッ シ ョン情報,市 場情 報 を使 用 して,特 に 消費者

ニー ズ を商 品 化 イ メー ジに 変 換(商 品企 画 の段 階 で ,消 費者 ニー ズに あ っ

た商 品企 画 を行 な い,商 品 見本 を作 成 す る)す る。 そ して そ れ を製品 化

(消 費者 ニー ズに あ った 商 品 化 一商 品 見本一 され た もの を具 体 的な 製 品 レ

ベ ルに 反映 さす)さ せ,品 揃 え(ブ ラン ド,色,柄,素 材,サ イズ,ス タ

イル 等 の構 成)と 数 量 ・価 格 を設 定 す る。 つ ぎに 生 産 に必 要 な 製 品仕 様,

生 産計 画,原 材料 をセ ッ トし て 加工 指 図 を出 し,そ れ らを生 産工 程 に イ ン

プ ッ トす る。 生 産 工程 は 製 品仕 様 に もとず いて,商 品 イ メー ジ化 を行 な う。

簡 単 に言 え ば,消 費者 が も って いる 消費者 ニー ズ を的 確に 商 品 イ メー ジ化,

製 品化 させ,生 産 す る こと で あ る。 そ の 場 合,特 に考 慮 す べ き ことは2つ

ある。1つ は 企 画 では,消 費者 ニー ズの商 品化 ・製 品 化 機 能 と と もに 品揃

え,数 量,価 格 を決 定 す る 生 産 計画 機 能 をもつ。 そ の 場 合,フ ァ ッ シ ・ン

情 報 以 外 に,市 場 情報 と い う企 画 で のオ プ シ ョン ナ ルな情 報 が必 要 で ある。

これ に つ いて は,商 品企 画 情報 シス テ ムとして 製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ

・ フィー ル の フ ァ イル の他 に,単 品 管 理 シス テ ムの 中に オ プ シ ョ ンナルな
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サ ブ ファ イ ル として 市場 情 報 を持 ち,基 本的 な 単 品 管 理 シス テ ムの ファ イ

ル と イン ター フェー ス をも た せ る こ とが 必 要 とされ る。

他の1つ は,企 画 の 消 費者 ニー ズの 商品 化,製 品 化 機 能 に も当然,あ る

一線 が あ り,全 部 が全 部,消 費者 ニー ズを商 品化 ・製 品化 で きる わけ では

な い。 製 品供 給 サ イ ドと しては,技 術,コ ス ト等 の 点 か ら,こ こま では 可

能 だが,こ れ より以 降 の点 に っいて は,消 費者 ニー ズに適 合 しえ な い場 合

が あるは ず で ある。 そ の ような 時,企 画 で必要 な ことは,消 費 者 ニー ズ に

適 合 させ得 る代 替 案 を考 え る か,ま たは,消 費者 ニー ズに 近 い イ メー ジの

商品 化 ・製 品化 機 能 を持 って いな け れ ばな らな い。

(1)

場 ・ファ ッシ ョ'

情 報
、
＼ 消費者 ニーズ
＼
、,"一 一 一一 、、 、　

ノ ノ 　 へ　
ノノ 　

一さ__∠ 一「 ＼

1消 費者 イメー ジの1

⑪商品化 ・製 品化1

。品揃 え 費

。数 量

L_二 色_至__1

(2)

「
、
、
-
'
ノ

鷲

…

一
分
三

'

、
一

'
'
ー
1
、
、

D
ノコ 　 コ　 　 　 コへ

/イ メ_ジ 的 、、

企 画{総 称 的;
、 ノ＼
_一 一_____一 ♂

図2-16企 画 機 能概 念 図
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② 企 画 機 能概 念 図(2)

図 の ように,端 的 に 言 って み れ ば,企 画 機 能は,消 費 と生 産 との イン タ

ー フ ェー ス をも つ もの で ある。 消費者 は,衣 料 品 を"商 品"と い う,イ メ

ー ジ的 ,総 称 的な 意 味 で と らえ る。 ま た生 産 サ イ ドでは,衣 料 品 を"製 品"

とい うア セ ンブ リー 生 産 的な 意 味 で とらえ る。 し たが って企 画 は,ち ょ う

ど,消 費者 が イメー ジ的 に と らえ る商 品 と,生 産 サ イ ドが と らえ る製 品 と

の 橋渡 し 的な イ ン ター フェー ス機 能 を有す る。

衣料 品 を デザ イ ン仕 様 化,製 品 仕様 化 した もの が製 品 イメー ジ で あ り,

そ れ らの仕 様 に もと ず いて生 産 され た もの を消 費者 サ イ ドか らみ た もの が

商 品 イ メー ジで ある。

●

3.フ ァ ッ シ ョン企 画情 報

ファ ッ シ ョン企 業 活動 の企 画 プ ロセス に おけ る一 つ の 要素 として 重 要な 位

置 を 占 める の が ファ ッシ ョ ン企 画 情 報 で ある。

企 画 の 段 階 で主に 利 用 さ れ る情 報 は,情 報 種類(情 報 の 属性 に よる分類 で)

と して と られ られ る側 面 と,情 報 種 別(企 画 の 際,収 集 さ れ る対 象)と し て

と らえ られ る側 面 を持 って い る。

情 報 の種 類 として は,フ ァ ッ シ ョ ン情報 と市 場情 報 が ある。 フ ァ ッシ ョ ン

情 報 は 消 費 プ ロ フィー ル,製 品 プ ロフ ィー ル,環 境 プ ロ フィー ルに 分 け られ,

フ ァ ッ シ ョ ンに 関す る も ので ある⊃

市場 情報 は,フ ァ ッ シ ョン商 品 と購 買 との 関 係か ら,市 場 状 況 を示す マー

ケ ッ ト情 報,マ ー ケ ッ ト動 向 情報 で ある。 次 の表2.7は ファ ッシ ョ ン企画 で

使 か わ え る情 報 を これ らの 観 点 で整 理 し た もの で ある。'

今後 の企 画 活 動 の レベ ル を ア ップす る た めに も,情 報 の加 工,企 画 活動 の

シス テ ム化,情 報 収集体 制 の シス テ ム化が 必要 な のは 言 うま で もな い。

単 品 管理 シス テ ムが以 上の もの す べ て に機 能す るわ け では な い。 あ くま で

も,単 品管 理 シス テ ムは シス テ ム化,情 報 化 をす す める 上 で大 きな 一 つ の道
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具 で あ り,人 間 の 本 来 も って い る カ ン,経 験 を よ り以 上 に 発 揮 さ せ,有 効 な

企 画 を行 な っ て い く上 で の サ ポー ト シス テ ム で あ る。

表2.7フ ァ ッ シ ョ ン 企 画 情 報

属 性

対 象

⑧ フ
ァ ソ シ ョ ン情 報

⑩ 市 場 情 報

① 消費=者(情 報) ◎ 消 費 者 フ ァ ッシ 。ン ニ ーズ ◎ 購売行動、購買動機 、 ブラ
ン ドイ メ ー ジ

② 社 内(情 報) ○ ◎ 売上実績による、売れ筋
(色 、 柄 、 素 材 、 ブ ラ ン ド、
ス タイル)

③ 得意先(情 報) ◎ 消 費 者 フ ァ ッシ ョ ンニ ー ズ ◎ 昨年、今年の売れ筋

o百 貨 店 の マクロ的視 点情報 市場情報

o量 販 店

o専 門 店

プアッション動向情報

/::ハ
o商 社 色

Oそ の他小売店

＼璽材ノ

④ メーカー(情 報) ○ 今年の素材 メーカーの開 ○ メーカー素材 の需給情報

o素 材 発情報
'o裏 地

一

⑤ 競合企業(情 報) ○ ○ 同業他社 の ブラン ドリサー

チ情報

⑥ 国内ファッション関連 ○ 次期シーズ ンの素材、色 ◎ 調査、分析に よる市場情報

oリ サ ーチ会社 柄、情報

o専 門 誌

⑦ 海外 ファッション関連 ◎ 今年 、次期 シーズンの ファ △

Oメ ー カ ー ッション予測情 報

Oバ イ ヤ ー

oそ の 他

△

○

◎

ほ とん ど情 報 をも って いな い

ある程 度 情 報 をも って い る

有効 な 情 報 を豊 富 に も って い る
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3.2.8企 画 に お け る 単 品管 理 シス テム

1.商 品 企画 シス テ ム化 に お ける 単品 管理 シス テ ムの適 用

今 ま で 検討 して き た単 品管 理 シス テ ムは,フ ァ ッ シ ョ ン産 業 活 動 の四 つ の

機 能,企 画,生 産,流 通,販 売の 間 の イ ンター フェー ス を と り,そ れ 自身 と

しては,処 理 レベ ルの低 い サブ シス テ ムで あるが,各 機 能 に キ メ細 かな 情報

を提 供す る こ とに よ り,よ り高 い処 理 能 力 を発揮 させ る もの として 考 えて き

た。

上 の 四 つ の 各機 能 に お け る単 品 管 理 シス テ ムの適 用 が 考 え られ る 中で,特

に商 品企 画 に お け る単 品管 理 シス テ ムの適 用 を一 例 と して 検討 し た もの で あ

る。 こ こで特 に 商 品企 画 での単 品管 理 シス テ ムの適 用 を選 ん だ理 由は 次 の 理

由に よる。 す な わち,

① フ ァ ッシ ョ ン産業 に と って,4つ の機 能 の 中 で最 も ウ ェ イ トが 高 いの が

商 品企 画 で あ る。'

② 商 品企 画 の 中に 商 品 イ メー ジ化,製 品化 の機 能 が含 ま れて お り,、そ の 段

階 の シス テ ム化 に より,知 識 集 約 化 の メ リッ トを十 分 に 出す ことが可 能 で

ある。

③ 消 費者 志 向型 の シス テ ム を考 え る場 合は ど うして も商 品企 画 の シス テ ム

化 を図 る こ とが ポ イ ン トとな る。

④ 今 まで,商 品企 画 の段 階 での シス テ ム化 が行 な われ な か った。 そ れは 非

常 に複 雑 で,か つ人 間的 な 経験 ・カ ン的要 素 の 占 め る割 合 が 多 い プ ロセス

で あっ たか ら で も あろ う。 そ の ような中 で,よ り リス クの少 な い,付 加価

値 の高 い商 品 を製造 す る た めに,シ ス テ ム化 が 必要 と考 え られ る。

2.企 画 プ ロセ ス と 単 品 管 理 シ ス テ ム と の 関 係

企 画 の 各 プ ロ セ ス は 前 述 の 通 り,結 合 プ ロ セ ス,製 品 コ ン セ プ トプ ロ セス,

商 品 化 プ ロ セ ス,製 品 仕 様 化 プ ロ セ ス,商 品 構 成 プ ロ セ ス,製 品 化 プ ロ セス

の6っ で あ る 。
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企 画 に おけ る各 プ ロ セス と単 品 管 理 シス テ ムとの 関係は 図2-17の 通 り

で あ る。 企 画 に おいて 利用 さ れる情 報 と レては2っ の情 報 の種 類 が あ り,1

つは ファ ッ シ ョ ン情 報,も う1つ は 市場 情 報 で あ る。

情 報 に つ いては,2つ の 情 報 を カバ ー で きる ファ イ ルを準 備 して お き,そ

れ に 必要 な情 報 を整 理 し,他 の機 能(生 産,流 通,販 売)の 端 末 か ら入 力 す

る シス テ ム,ま たは 一 括 的 に単 品管 理 シス テ ムに 他 の所 で作 成 した 市場 情報

フ ァイル を使 うか で あ る。 基 本的 な ファ イ ルの考 え 方 としては,基 本的 な 共

通 フ ァ イル(フ ァ ッ シ ョ ン情報)と 企 画 で必要 な オ プ シ ・ナ ルな,市 場 情 報

に 関 す る ファ イル,生 産 計 画 や生 産 に 必 要な 情 報(数 量,納 期 等)を ス トッ

ク し生 産 と イ ンター フェー ス が とれ る ファ イルが 必要 で ある。

企 画 の各 プ ロセス と単 品 管理 シス テ ム との関 係 は 情報 の入 力,処 理,出 力

と い う関係 で行 な わ れ る。

1つ は 各 プ ロセス で必要 とな る情 報 を単 品管理 シス テ ムか ら得,他 方,他

の生 産,流 通,販 売 に 必 要 とな る情 報 に っ いては 他 の単 品管 理 シス テ ムの デ

ー タベー ス との情報 交 換 をや らね ば な らな い
。

3.単 品管 理 シス テ ムの イ メー ジ

企 画 か ら販売 ま での各 機 能 を 円滑 に働 かかせ る た めの 単 品 管理 シス テ ム設

計 に あた って は,従 来伝 票 が 果 して きた役 割 を分析 し,情 報 の重 複 を整 理 し,

それ を単 品 レベル で と らえな お して,必 要 な 部 門,箇 所 に端 末 を設 置 し端末

を通 して入 出 力 を行 な い,共 通 の デー タを相互 に利 用 し合 う形態 が 基本 要 件 ・

であ る。

各 部 門 に設 置 され た端 末 よ り,デ ー タを収 集 さ せ る もの と,デ ニ タ を参照

す る もの とが あ り,タ イム リー に必 要 情 報 を ギァ ザ リン グや デ ィス プ レイす

る ことに よ り,各 機能 の 円滑 化 をは か る製 品 プ ロ フ ィー ル情 報 ギァ ザー リン

グ シス テ ムを単 品管 理 シス テ ム と考 え る。

これ らの簡単 な 概 念 図 を示 す と図2-18の よ うに 考 え られ る。
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図2-17 商 品企 画 シス テ ム化 におけ る単品 管 理 シス テ ム

の適 用化 概 念図
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① モ ニ タ

② エ デ ィ ター

③ シ ナ リオ

④ データ ・ベース
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流通
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・演 算 機 能
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・デ ー タ管 理機 能

ワ ー キ ン グ

パ ー ト

① モニ タ

端末 利 用部 所 の利 用範 囲や利 用方 法 の

妥 当 性 を チ ェ ソクす る

② エ ァ ィ ター

情報 の入 出 力 に関 す る編 集 機 能を果 す

③ シ ナ リオ

単品 管理 シ ステ ム の デ ータ ・ベ ース を

効 率的 に働 らか せ るた め の ス.トー リー

展 開 機 能

④ デ ー タ ・べ ー ス マ ネ ジメ ン ト
ヅ

デ ー タ,フ ァイ ル を 管 理 す る

単 品 管 理 シ ス テ ム の イ メ ー ジ
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33ア ンテナショップ情 報 管 理 システムの基本設計

アン テナ ショ ッ プ設立 動機 は,メ ー カ ー の従 来 の 生産 偏重 型 の経 営 には 限 界

が ある と い う こと で あ り,そ れは 消 費者 志向 を果 じて行 こ うとす る メー カー に

取 って 特 に重 要 な 課題 として 認識 され て い る ことに よる も の であ る。

つ ま り,従 来 型 の 得意 先(百 貨 店,量 販店,月 販 店等)に 対 す る販 売 情報 か

らは 売 れ 筋情 報 を掴 む こ とは 出来 た として も,よ り総 合的 な 消 費 者 ニーズ が 把

握 出来 な い とい うこ とで あ る。 しか もこ の売れ 筋 情 報 の信 頼 度 も従 来 の リス ク

分 散 化 のた め の取 引 慣 行(委 託,消 化販 売等)に よ り極 め て不 安 定 な もので あ

るo

ニー ズ の 多様 化,フ ァ ッ シ ョン商 品 の ライ フサ イ ク ル短 縮 化,加 速 化等 に対

す る迅 速 な適 応 体 制 の確 立 を図 り,リ ス クの軽 減 化 を図 ろ うとす る メ ーカ ー に

とっては 品 揃 えは 勿 論 の こ とと して,生 産 数 量 の決 定,プ ライ スの決 定 な ど総

合 的な 戦 略,即 ち マ ー ケ ッテ ィン グ戦 略 が是 非 とも要 求 され る もので あ り,こ

の よ うな マ ー ケ ッテ ィ ン グ戦 略 の一 環 として ア ンテ ナ シ ョ ッ プが機 能 す る こ と

が重要 とな ろ う。

即 ちメ ー カー が 独 自 に或は 参 画方 式で ア ンテ ナ シ ョッ プを運 営 す る場 合 には,

単 に今 まで の得 意 先 と の関係 で得 られ なか った製 品 購 入者 の 消費 者情 報 を 収 集

す るのみ な らず,広 くマー ケ ッテ ィン グ戦 略 の一 環 と して リス ク軽 減 化を 図 っ

て いかな け れ ば な らない 。

ア ンテナ シ ョッ プ情 報 管理 シス テ ムに おけ る 必要 機 能 と しては,ど の様 な仕

組 で消 費 者情 報 を 収 集 す るか とい う問題 と収 集情 報 を ど の様 に 分析,加 工 し,

メ ー カー 段 階で の 営業 計 画,商 品 企 画 に活 用 して ゆ ≦か とい う事 で あ ろ う。勿

論,ア ンテ ナ シ ョ ッ プの効 率 的運 営 のた め に ど うす るか とか,情 報 の活 用効 果

が どの程 度 で あ った か を客 観 的 に 評価 す る た め には ど うす れ ぽ よい か とい うこ

とも大 きな 問題 で あ る 。

中で もと りわ け大 きな 問題は,消 費者 情報 を 収 集 分 析 して商 品 企 画 に結 びっ
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吻 売れ筋情報

ノ

・百 貨 店

・量 販 店

・月販 店

・小 売 店

費者情報 ㌣

陵

図2-1。9ア ンテ ナ シ ョップの位 置 づけ

け る技術 ノ ウハ ウの欠 如 に ょる有 効 情 報 の死蔵 化 で あ ろ う。

切 角苦 心 して集 めた 情 報 の 中 には,小 売 店 に とっ て もメ ー カ ー に とって も非

常 に有効 な情 報 が隠 され てい る に もか かわ らず,活 用 され ず に終 って しま った

の では,ア ンテ ナ ショ ッ プ と して は 無駄 な努 力 を 積 み重 ね る こ と に もな りか ね

な い。 そ こで こ こでは 特 に ア ン テ ナ シ ョ ップに とっては 有 効 な品 揃 えが,又 メ

ー カー に取 って は 消費 者 ニ ーズ に合 った 商 品 企 画 が 図れ る よ うな情 報 収 集 の仕

組,加 工方 法,評 価 に 関 して 考 察 す る。

33.1情 報 収 集 の 仕 組

1,情 報 収集 の前 提

ア ンテナ シ ョ ッ プ情報 管 理 シス テ ムが 収集 す べ き情 報 は,基 本 的 には 製

品 を 生 み 出す,或 は 製 品 を品 揃 えす る とい った 事 に役 立 つ もので なけ れ ば

な らな い。 そのた め ここ では 製 品 プ ロフ ィー ル と消費 プ ロフ ィー ル双 方 が

収 集 で きる よ うな 消 費者 グル ー プに関 す る 情報 収集 が有効 となる 。製 品 プ

ロフ ィー ル と消費 ブ ・フ ィー ル双 方 が 得 られ る とい う要 件 を 満す 消 費者 グ
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ル ー プは,少 な くと も一 度は 実 際 に製 品を 手 に した 事 のあ る集 団 で あ り,

次 に示 す3つ の集 団 に対 す る情 報 収 集 が考慮 され な けれ ば な らな い 。

」∴∵ii㌶
ピ

製品 に触れた事 のあ

る集団

㌔ 一 一 獣欝 欝銚 誓翼)
2・ 情 報 収 集 の 方 法 ,

D購 買者 集 団(消 費者 調査)

来 店 し実 際 に商 品 を 購 入 した 人 に対 して 面 談 式又は 自己記 入 方 式 に よ り,

あ らか じめ 設 定 した 対 象 者 の価 値 意 識,物 ご とに対 す る態 度,デ モ グ ラフ'

イ ック な特性 等 の質 問 に よ り調 査 す る 。 この時 同 時 に製 品 プ ロフ ィー ル情

.報 と関連 づ け られ る事 が必要 とな る。即 ち,ど うい う商 品 が ど うい う対 象

者 に売 れ た か を調 べ る 。 この場 合 顧 客 の氏 名 と住 所 だけ は必 ず 販 売 じた 時

点 で押 え て お か なけ れ ば な らないo

iD非 購 買 者 集 団(機 会 損失 調査)

面 談 式 の方 法 に よ り,消 費者 の意 見 を探 る もので あ る。 これ は 店 舗 に製

品 を求 め るか あ る いは 見 に来 た 人 に対 し,買 わ なか った 理 由(す な わち 機

会 損 失 を生 じた)を 聞 くこ とに よ り,何 を捜 していた のか,そ して 買わ な

か った のは 何 故 か各 種 の要 因別 に調査 す る 。例 えば,何 か代 替 商 品 が あ っ

た か否 か とか,買 わ なか った 理 由は,色 ・柄 ・サ イズ ・価 格 等 が条 件 に合

わな か った の か,試 着 具 合 が悪 か った のか等 に関 して 調査 す る。

ijj)モ ニタ ー集 団(モ ニタ リン グ調査)

自 己記 入 式 の方 法 で,あ る特 定 の人 に モ ニタ リングを 依頼 す る調査 方 法

で あ る。 これ に よってた とえ ば衣 料 な ら製 品 の デザ イ ン,ス タ イル,着 心
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地 とか 一 定 の 項 目に対 す る具体 的感 想 を 実質 的着 衣 の結 果 と して集 め る。

上 記D,ii),iji)の 調査方 法(情 報 収 集 の方 法)が い わゆ る従来 の よ うな消

費 者 調査 と比 較 して格 段 の開 きが あ る点は 次 の通 りで あ る。

① 従 来 の 消費 者 調査 では,製 品 ブ ・フ ィー ル を 把握 す る方 法 と して,想 起

法(対 象者 の記 憶 に ょる 方法),ま た は,ま れ に観 察法 に 頼 っていた 。 し

た が って,製 品 の プ ロフ ィー ル にデ ー タ と して,あ い まい な点(非 標 本 誤

差)が 含 まれ た 。単品 管 理 シ ステ ムに消 費 ブPフ ィー ルを 組 み込 む方法 で

は,想 起 あ る いは観 察 に ょる こ の よ うな誤 差 が 排除 され る,っ ま りデー タ

の精 度 が格 段 に高 ま るの で,後 の分 析過 程 で こ の点 を必 配 す る必要 が ほ と

ん どな いo

② 製 品 プ ロフ ィー ルが 単 品単 位 で 把 握 され てい るた め に,分 析 の結 果 を1

企 業 の経営 戦 略や 行 動 に反 映 させ うる可 能 性 が 高 まる 。 っ ま り獲 得 され た

情 報 が1企 業 の 特殊 解 に 役立 て られ る こ とが 多い と期待 され る。 これ に対

して従 来 の消 費者 調査 の 結 果は 特 殊 な場 合 を除 い て平 均 的 な像 を描 い て い

るた め参 考 資 料 と して は 一 覧 され て もダイ レク トに1企 業 の戦 略や行 動 に

資 され る とい う場面 が 少 な か った とい え る。

こ こで 得 られ る情 報は,企 業 活 動 の総 括 的 な姿 を 映 し出 す鏡 と して の役

割 を 持 つ情 報 群 で あ り企 業 の 特異 性(長 所 と欠 陥)を あ ます所 な く暴 露 す

る もので ある 。 つ ま りこ こでは 企 業 の総 合 的 な努 力 の結集 の効 果 が 冷徹 に

も現 わ れ る よ うな情 報 が 得 られ る訳 であ る。 亡れ は 企 業 が何 と虚 飾 し よ う

と も市 場 の客 観 的判 断 の 結 果 で あ るか ら変 え よ うの な い もので あ りピむ し

ろ積極 的 に企 業 の最 も客 観 的 な評 価 情 報 と して取 り入 れ てゆ くべ きで あ ろ

う。 ア ンテ ナ シ ョ ップの本 来 的 な効 果は,こ の種 の 結 合 コンセ プ トに基 づ

く調 査 が可 能 にな る所 に在 す る で あ ろ う。

特 に この調 査 の場 合 には 顧 客情 報 を 蓄 積 して ゆ く作 業 と併 行 して進 め ら

れ るべ きで あ ろ うo

蓄積 され た 顧 客 情報 と実 際 の 顧 客 が簡 単 に照 合 で きる よ うな仕 組 み が 考
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b
え られ れ ば,情 報 収 集 の手 間が 非常 に 簡略 化 され る ので,特 に こ の調査 の

様 に販 売 活動 の 中で行 なわれ る も のには 効 果 的 で あ る。

こ の よ うに顧客 情 報 に対 す る製 品 プ ロ フィ ール情 報 の た し込 み 作 業 が 可

能 になれ ば,副 次効 果 と して,顧 客 自身 の衣 料 に対 す る経 時 変 化 を 追 跡 し

て ゆ く事 も可 能 とな る。

これ まで 述べ て きた こ とを 図 示 す る と図2-20の ア ン テナ シ ョ ッ プ情

報 管 理 シス テ ム の概 念 図 とな る。

客

ルイ
ー

ア

グン

査

タニ

調

モ

来 店 老 集 団

四 者 集 団

購 貝 ・

図2-20ア ン テナ ショ ッ プ情 報 管 理 シ ステム情 報収 集

概 念 図

3.収 集 情 報 の 内容

い ずれ の調 査 にお い て も製 品 プ ロフ ィー ル と消 費 プ ロフ ィール の1対1

対 応 が取 れ る よ うな情 報 を収 集 す る事 が必 要 とな る。

製 品 ブPフ ィー ルは48年 度 の調査 研 究 で分 析 してい る よ うに,次 の4

っ(或 る いは3つ)の 属 性群 か ら成 り立 って い る。

一 一上;鞭=}
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同様 に消 費 プPフ ィー ルは 次 の3っ の 属性 か ら規定 され る もので あ る。

一 フ・一ルーEi縷

製 品 プ ロフ ィー ル の 説 明 関 数P(用 途,製 造,コ ス ト)と 消 費 プ ロフ ィ

ー ル の説 明関 数C(対 象 ,性 向,行 動)と は どの よ うな形 で結 合 し得 る で

あ ろ うかo今 製 品 プ ロフ ィー ルの 属性 を縦 軸 に 取 り,消 費 プ ロフ ィー ル の

属 性 を横 軸 に と って み る と図2-21が 得 られ る 。

図2-21

製 品 プ ロフ ィー ル に しろ,消 費 プ ロフ ィー ル に し ろ,そ れ ぞれ は属 性 群

か ら成 り立 って お り,更 に 属性 は アイテ ム群 が ら,各 ア イ テ ムは サ ブア イ

テ ム群 が ら,サ ブア イテ ムは 更 に サ ブア イテ ムか ら成 る とい うよ うに階 層

構造 を成 して い る。 そ して 我 々が 日常 入 手 可 能 な伝 達 可 能 な単 位 で あ る デ

ー タ が最 下 層 に位 置す る こ と に なる 。仮 に属性 一 ア イ テ ムー デ 一夕 とい っ

た3階 層 か ら ブ ・フ ィー ル が 説明 され る と仮 定 し,階 層 間 で の説 明変 数 の

数 を そ れ ぞ れ5に 限 定 して み よ う。 そ の結 果 それ ぞれ の属性 に 含 まれ る

デー タ 件数は3千 件強 とな る。横 軸 と縦 軸 ク ・スされ る所 には1対1対 応 に

より900万 件 のデー タが生 み 出 され る事 にな る 。 ク ・ス部 分 が9ケ 所 あ る所
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か ら総 件 数8千 万件強 とな り,膨 大 な デー タ量 に及 ぶ。 基 本 的 には,こ の総

件 数は,考 慮 して い る 単 品 の レベ ル と,消 費属性 の レベ ル との相 乗 積 と し

て 求 ま る。 単品 の レベ ルは,予 測 した い項 目の レベル に合 わせ られ る。 こ

の レベ ルは,非 常 に ミク ロに展 開 す る事 も可 能 で ある。 又 消費 属 性 レベ ル

は ミクPに 取 りた い の だ が,取 れ る か ど うか とい う制 約 が あ る。 つ ま り日

常 の販 売 活 動 の 中で,購 買者 に対 す る細 目情報 を 入手 す る事 にか な りの 制

約 が あ る とい う事 で あ る。 いず れ に しろ,両 者 が ミク ・な情 報群 か ら構成

され ていれ ば予 測 し易 い事 にな る 。 現 実 の制約 との関 係 で 両者 を 結 合 させ

て意 味 のあ る レベ ル が設 定 され る 事 にな ろ う。

こ の よ うに取 り得 る アイ テ ム レベ ルは,制 約条 件 との絡 み で,或 る意 味

では どの様 に設 定 して も よ く,又 出 来 る であ ろ う。最 低 どの レベ ル まで の

情報 を 取 ら なけれ ば な らない の か とい う問 題 もそれ ぞれ の企 業 の選 択 に ま

か され て いる 。勿 論 こ の レベ ル 設 定 に あた って の最 良 の意 思決定 は,よ り

少 ない アイ テ ムで,よ り豊 富 な予 測を 可 能 な ら しめる よ うな レベ ルを 選 択

す る こ とで あ ろ う。 こ こでは 採 択 され る で あ ろ う最 低限 必 要 と され る ア イ

テ ム レベル を ア プ リオ リに設 定 して 話 を集 め る。 ア プ リオ リに設 定 した ア

イ テ ム レベルを 図2-22に 示 す 。

アイ テ ム数 と しては 製 品 プ ・フ ィー ル で8件,消 費 プ ・フ ィー ルで7件

とな り,ア イテ ム レベ ル で の組 合 せ総 数 は56通 りとな る(一 応 こ の ア イ

テ ム レベ ルは 繊 維 縫製 晶業 に共 通 した項 目 と考 え"ζよい で あ ろ う。)。 こ

こで も又,ア イ テムを 説 明 す る デー タ レベ ルを どこまで にす るか とい う問

題 が生 じる 。 こ の よ うに レベ ル 設 定 の問題は,ど の レベ ル で 予 測 す る事 が

企 業 の リス ク減 少 のた め に必要 と され る のか に ょる も ので あ り,こ の レベ

ル 決 定は トッ プマ ネ ー ジメ ン トの意 思決 定 に委 ね られ るべ き もの で あ り,

こ こで は これ 以上 議論 す る事 は 避 け よ う。 但 し,ト ップ マネ ー ジメ ン トの

意 思決定 に なる レベル 設 定 が,フ ァ ッ シ ョン情報 システ ム のサ ブ シス テ ム

で あ る単 品 管理 シス テ ムが把 握 すべ き単 品 レベルを 決定 して し ま う事 は 改
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〈 属 性 〉 〈 アイテ ム〉

用 途 一ー 一●一 一ー 一品 種

色

柄

素 材

スタ イル

ブ ラン ド

サ イズ

● 消 費 プ ロ フ イー ノ 性

行

図2-22プ ・フ ィー ル情 報 の 属性 ・ア イテ ム レベ ル

め て い うまで もな い で あ ろ う。 昨年 度 の紳 士服 モ デ ル の節 で分 析 した デー

タ レベ ルを 参考 に,製 品 プロフ ィー ル,消 費 プ ロフ ィー ル それ ぞれ のデ ー

タ レベ ル を設 定 す る事 に しよ う。 以下 に示 す デー タ レベ ルは 何社 か の実態

調査 分 析 の結 果 を 踏 まえた も ので あ り,か な り平 均的 な もの で あ る。実 際

にデ ー タ レベ ルを 設 定 す るにあた っては 各 企 業 の個 別事 情(現 状 の デー タ

レベル)を 踏 まえ た上 で 展開 す れ ば よい で あ ろ うo紳 士 服 業界 を例 に取 っ

て デー タ レベ ル の展 開 を示 そ う。(表2-8)

製 品 プ ロフ ィー ル にお け る ブ ラ ン ドや プ ライ スは 各企 業個 別 で あ るが,

それ ぞれ1桁 を 与 え る もの とす る と数 値 で10種 類 つ つ の識別 が で きる。

こ の よ うに規 定 した 製 品 プ ロフ ィール で識 別 可能 なデ ー タ件 数は,そ れ ぞ

れ の アイ テ ム が含 む デ ー タ数 の 積 とな り約2.5億 種 に も達す る。 つ ま り こ
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令

●

の

●

)ザレブ

ス

(

一

ト

ピ

ツ

ー

ツ

ケ

リ

ー

ヤ

ス

ス

ジ

スラ ックス

● 品 種 フオーマル

オーバー コー ト

スポーソ コー ト

スポーツジャケッ ト

そ の他

無 地

格 子

● 柄 縞

綾

小 柄

● サ イ ズ(JIS-3元 表 示)

● ブ ラ ン ド(企 業 個 別 に 設 定)

● 色

● 素材

ホ ワ イ ト

ブ ラ ッ ク

グ レ ー

フ'ノレー

色 濃 度グ リー ン

オ リー ブ
ぐ

ブ ラ ウ ン'

ベ ー ジ ュ

ウ ー ス テ ッ ド

フ ラ ノ

サ ク ソ 二 一

バ ラ ッ シ ャ

シ ャ ー ク ス キ ン

ツ イ ー ド

ギ ヤ バ ジ ン

そ の 他

.ブ 。イス(企業個別_)… ・足1三il霧 ル

ライ ト

ミデ イア ム

ダー ク

表2-8製 品 プ ロ フ ィ ー ル の デー タ レベ ル

こで設 定 した 製 品 プ ロ フィー ルの デー タ レベ ルに よれ ば2.5億 種 類 までの

製 品 を個 々に識 別 で きる とい う事 にな る。 これ に対 して 消 費 プ ロフ ィー ル

と して の規 定 され る ア イテ ムの デー タ展 開は,実 施 し て い る企 業 が 少な く

情 報入 手 も困 難 で ある た め,こ こでは 次の よ うに 設 定す る こ とにす る。

(表2-9)
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●年令

●職業

0～20

21～25

26～30

31～35

36～40

41～45

45～50

51～55

56～60

61～

大 中企業経営者

管理 的職業

専 門的職業

小企業経 営者

事務,販 売的職業

技術的職業

農林 漁業

サー ビス職業

無 職

旧制 中卒

旧制高卒

旧制大卒

新制 中卒●学歴

新制高卒

新制大卒

大学在学 中(含 大学院)

その他

●居住地域(企 業個別 に設定)

100万 円未 満

150〃

200〃

250〃● 所 得

300〃

400〃

500〃

500万 円以 上

遣 ∵藩魏
(年 間 通 して)

表2-9消 費 プ ロ フ ィー ル の デ ー タ レベ ル

いず れ の 調査 にお いて も,製 品 プ ロフ ィール,消 費 プ ロフ ィー ル の双 方

が把 握 され なけ れ ば な ら ない が,調 査 時点 で既 に分 か って い る部分 と・ そ

こで調査 し なけれ ば な らない 部 分 とが あ る。

固有 の調査 項 目 とは各 調 査 法 を有 効 にす るた め に設 け られ る項 目で あ り,

ブ ・フ ィー ル 共通 項 目や 固有 調査 項 目の内 容 の レベ ルは ・ その調 査 の 目的

と,現 実 の情報 収 集 能 力 とに よって 左右 され る。従 って最 低 どの レベ ル ま
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■

既知 の部分 調 査 事 項 対象者数

D消 費者調査 製 品 プ ロ フ ィ ー ル 消 費 プ ・ ブ イー ル

固 有 の調査 項 目
大

D機 会損失調

査

消 費 プ ロ フ ィ ー ル
'

製 品 プ・フ ィール,固 有の調査項 目
中

lDモ ニ タ リ ン

グ 調 査

製 品 プPフ ィ ー ル

消 費 プ ロ フ ィー ル
固有の調査 項 目 小

で の情 報 を 収集 しな けれ ば な らな い のか とい うことが問 題 とな るが,よ り

少 ない調査 項 目数 で よ り豊 富 な 意味 を与 え て くれ る よ うな レベ ルが 選択 さ

れ れ ば よいoこ の様 な レベ ル と して製 品 プ ロフ ィニ ル 及 び消 費 プ ロフ ィー

ル の レベ ルを 設 定 す る こ とがで き る(表2-4～ 表2-5参 照)。 従 って

あ くまで も簡単 に 収集 で きる事 を 狙 い と した レベル の設 定 を図 り,日 常 活

動 に支 障 を きた さ ない よ う配 慮 され ね ば な らない。 しか し現 実 には それ だ

け では 十分 で ない 部 分 もあ り,こ の様 な 部分 は 面談 式 の場 合は 特 に シ ン プ

ル に,ま た 自己記 入 方 式 の場 合は,そ の調査 の有効 化 のた め に回答 し得 る

範 囲 までを 固有 項 目 として 考 えれ ば よい(表2-10～ 表2-12参 照)。 モ

ニタ リン グ調 査 以 外 の固有 項 目は 必 ず しも必 要 とされ る訳 では ない。 また

モ ニタ リン グ調 査 は来 店者 集 団 に対 す る もの では な く,ア ンテナ シ ョ ップ

の店 頭 で な くて も実施 出来 る も ので,ア ンテ ナ ショ ップ情 報 管 理 シ ステ ム

か らは 一 応除 い て考 え る こ と とす る。'

表2-10消 費者調査有効 化 のた めの調査 項 目

〉

・衣 料 ス ト ッ ク(何 を 何 着)

・ マ ス コ ミ媒 体 へ の 接 触 度(テ レ ビ ,ラ ジ オ,新 聞)

・衣 料 情 報 の 収 集 源(チ ラ シ,テ レビ,ダ イ レク トメー ル,展 示 会等)

・ ラ イ フ ス テ ー ジ(未 婚,既 婚 と家 族 の 状 況)

・流 行 採 用 に 対 す る 意 識

な ど
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表2-11機 会 損 失 調査 有効 化 のた め 表2-12モ ニタ リン グ調査 有効 化 の

の調査 項 目 のた め の調査 項 目

・代 替 商 品 の有 無(有 ・無)

・修 正 個 所(代 替 商 品 が あ り購 入 され

た と き)

・試 着 具 合

な ど

・ 着 心 地

・ 見 て くれ

・ 実 用性

・ 機 能 性

な ど

●

4.情 報 収 集 の簡 略 化

ア ンテ ナ シ ョ ッ プで の情 報収 集 は,顧 客 を対 象 とす る もの であ るか ら,

簡便 か つ迅速 に情 報 が得 られ る よ うに配 慮 され ね ば な らない 。

特 に購 買者 を対 象 とす る 情報収 集 に お い ては,製 品 プ ロフ ィー ル に関す

る情 報は 既 に 分 か ってい る情 報 で あ り,新 た に収集 すべ き情報 として の 消

費 プ ロフ ィール 情 報 を これ に追加 して い くよ うな ワ ンカー ド方 式 を考 え る

べ きで あ ろ う。更 に この 場 合 の既 知 部分 と して の製 品 ブ ・フ ィー ル情 報 に

っ い ては,ブ レマー クあ る いは ブ レコー ド化 して おけ ば後 の処 理が 簡 略 化

され る で あ ろ う。 又 新た に収集 すべ き未 知 部分 の情 報 に関 して も,あ らか

じめ設 定 した 項 目 に対 して チ ェ ック マー クを入 れ れ ば 済 む よ うな マー ク カ

ー ド方 式 の採 用 が ,収 集 簡 略 化 のた め に有 効 とな ろ う。

この よ うな 簡略 化方 式 に基 づ き収 集 した 情 報 を 蓄 積 す る こ とを 考 え る と,

デー タ 発 生 時 点 で即 座 に フ ァイ リン グ され れ ば,デ ー タ の紛 失 の心配 もな

くなる。 ・

こ のた め には デ ー タ 発 生源 で の 即時 入 力 も可 能 とす る単 品 管理 シ ステ ム

の 活用 が 有 効 とな る。

◆

、3.3.2収 集 情 報 の加 工

一般 に機 会 損 失 調査 ,モ ニ タ リン グ調査 では,比 較 的個 別 の商 品 に対 す る要

求 が 多 い所 か ら,要 求 内容 の分 類 及 び件 数 に よって 比較 的 容 易 に消 費者 ニー ズ
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b

■

●

●

を 把 握 し得 る。 消 費者 調 査 の場 合 には,品 揃 え の検討,市 場規 模 予 測 へ の展 開

.を志 向す る もので あ るか ら製 品 プ ロフ ィール と消 費 プ ロフ ィール との一 対 一 対

応 ゐ 中か ら消 費者 ニー ズを 吸 い上 げ,商 品 イ メー ジの展 開 が可 能 な様 に加工 さ

れ な けれ ば な らない 。製 品 プ ロフィー ル と消 費 プ ロフ ィー ル との一 対 一対 応は

膨大 な組 み 合 わ せ情 報 を発 生 させ,解 読 が 困難 な もの とな るた め,こ こでは 解

読を 容 易 にす る よ うな 仕組 み が必 要 とされ る 。

例 え ば,先 に 設定 した プ ロフ ィー ル

に基 づ き年 令 と品 種 との関係 が ど うな

って い るかを 見 た い とい うよ うな状 況

を 仮 定 してみ よ う。縦 軸 に年令 構 成 を,

横 軸 に品種 構 成 を取 る と10×9の マ

ト リックス図2-23が 得 られ る 。

マ トリ ック ス の内容 は,例 えば 売上

数 量 とい った も ので あ る と し よ う。 我

我 が今 こ の図2-23の マ トリック ス 図2-23年 令 ・VS・ 品種 ク ロス

か ら読 み 取 りた い 情報 は,ス リー ピー マ トリ・クス

スの売上 数 量 が年 令 に よっ て異 なる か ど うか とい った よ うな 事 だ とす る。 図2

-23か らス リー ピー スの行 だ け取 り出 して,年 令 軸 を横 軸 に取 り,売 上 数 量

の 割 合を 縦軸 に取 り,各 年 令 層 に おけ る売上 数 量 比 率を プ ロ,ッ トし関 数 近 似 す

る と分 布 曲 線(図2-24)が 得 られ るo

図2-24に は(i)年 令 に よ る カタ ヨ リが非 常 に極 端 に現 われ た 場 合,⑪ 年 令

間 の差異 が全 くな い場 合,(m特 定 の分 布 に従 う場合,OV)そ の 中間 の場 合 の4つ

の 例を 示 して あ る。 ⑪ の年 令 間 の差 異 が全 くな い場 合を 考 え てみ る と,こ の場

合 ス リー ピー スの売上 数 量 に対 して,ど の年 令 層 も同 じ寄 与 分 を 持 って お り,

ど の年 令層 に ょっ て強 く説 明 され る とい った よ うな関 係は 存 在 しな い 。 どの年

令 層 も同 様 の確 か ら しさで ス リー ピー スの売上 比 率 を 説 明 してい る か らで あ る。

これ に比較 して(i)の 年 令 間 の寄 与分 が極 端 な ケー ス では,ス リー ピー スの 売上

1 2 3. 9,

成 ス ス ジ そ

年令
構

リ ピ

1}

ス

1

ツ

;
:

● ● ● ● の

他

1.

20才

2

21～25

3

26～30

●

●

●

●

10

60～
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数 量 に対 す る或 る年 令 層 の説 明 力は 最 大 値 を取 る 。つ ま り或 る年 令 層 に対 して

しか ス リー ピー スは 売 れ ない のだ とい う事 を知 る事 が で きる訳 であ る 。㈲ の場

合 には,分 布は 均 一 とな り,(Dの 場合 には,或 る年 令 の所 で特 化 した形 とな り,

⑩ の場 合 に説 明力 の強 さ が最 小 とな り,(Dの 場 合 に説 明 力 の強 さが最 大 とな る。

説 明力 の強 さが最 大 で あ る とい う事 は,そ の よ うな 説 明 を した として も曖昧 性

売
上
数
量
比

.5

(i)年 令 に よる カ タ ヨ リが 極 端 に

顕 著 な 場 合

Pi=1

Pj==0(i≧r…j)

売
上
数
量
比

～20宏 ～3036～4046～5056～60年 令 一20

(ii)年令 に よ る カ タ ヨ リが 全 く無 い

場 合

60～ 年 令

●

◆

売

上

数

量

比

～20

㈹ 特 定 の 分 布 に従 う場 合

N(0,1):正 規 分 布

図2-24

売
上
数
量
比

60～ 年令 ～20

分 布 曲 線 の パ タ ー ン

lV)通 常 の ケ ー ス

規 則 制 が 判 然 と しな い

60～ 年令

■
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6

、

が全 くな い事 を 意 味 す る。逆 に説 明 力 の強 さ が最 小 で あ る とい う場 合 には,ど

の様 な説 明 も同様 に最 も ら しい事 に な り,陵 昧 性 が最 も大 きい事 を 意 味 す る 。

我 々は 日常 あ る現 象(或 るいは 関 係等)を 説 明 し ょ うとす る時,出 来 る限 り,

曖昧 性 の少 な い事 柄 を 選 ぶ 。 これ に ょ り現 象 を 認 識 す る適 中率 が 高 くな る か ら

で ある 。 そ こで図2-23の 年 令 対品 種 関 連 マ トリ ック ス に対 して も品種 ご と

の年 令 層 に よる説 明 力 の 曖昧 さが 何 らか の 形 で測 定 で きれ ば まず 曖 昧 さの少 な

い 品種 を 見 つ け 出 し,そ の 部分 だけを 次 に詳 細 に検 討す る とい う事 にすれ ば意

味 の な い対 応 デ ータ に 目を 通 す 必要 が な くな りデ ータ が非 常 に読 み や す くな る

で あ ろ う。 瞬 時 さ岡 を 図 る もの と して 我 々は エ ン ト・ピー と呼 ば れ る量 を 導

入 す る事 が で きる。

H・=・ 一 ΣPi (1)

Piはi番 目の事 象 の生 起 確 率を 意 味 す る もの で あ り,図2-23と の関 連

で い え ばi番 目の 年 令 層(例 えば,26～30才)の ス リー ピー ス の売上 数 量

比率 とい う事 にな る。 勿論 生 起 確率piに つ い て(2)式 の関係 が成 立 す る。

ΣPi=1 (2)

図2-24の(i)の ケー スに つい て(1)式 を計 算 してみ よ う。 年令 構 成26～30

才 の所 で売上 数 量 比 率 が1で そ の他 の年 令 層 では0と な って い るか ら(3)式 の 関

係 が得 られ る。

(3)

こ の時 のエ ン ト・ ピー(以 降 陵 昧量 と呼 ぶ)Hを 計 算 す る と0に な り,曖 昧

さ0と い う事 で 図2-24の(Dの 分 布 を矛 盾 な く説 明す る事 がで き る。 図2-24

の(li)の場 合 に(1)式 の 曖昧 量 が最 大 に なる(注1)。 この時Piは,ア イ テ ムを

説 明 す る デー タ 件 数(今 の場 合年 令 アイ テ ムを10通 りの デ ー タが 説 明 して い
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る か ら ・ ・)を ・ ・す る とP・-k・ な り・鰍 量は 最 大 で1・gK・ な る・従

っ て 図2-24の(liD,(IV)の よ うな 場 合 の陵 昧量は0<H〈10gKの 範 囲 に あ る

事 に な り,Hが0に 近 けれ ば近 い程 曖 昧 さが 少 な く説 明 力が強 い と解釈 で きる

こ とに な る。 この曖昧 量 は1品 種 に対 して1つ 定 義 され るの で,こ の量 を 小 さ

い 順 に並 べ れ ば,年 令構 成 が説 明 力 を 強 く持 つ品 種 の序 列 が 一 目 して分 か る事

にな る。 陵 昧量Hが 小 さ い とい う事は,ど こ か に説 明 力 の強 い デー タ があ る事

を 意 味 す るが,そ れ が何 で あ るか まで は 分 らない 。 これ を つ き とめ る には 通 常

行 な われ る よ うに実 デ ータ を 知 らべ れ ば よい。

'

■

注1.

簡 単 のた め2種 類 の年 令層A(30才 未 満),B(30才 以 上)を 考 え,

そ の年 令 層 に対 す る ス リー ピー ス(何 で もか まわ な い)の 売上 数量 比(生 起

確 率)を それ ぞれP,1-Pと す る 。 曖昧 量Hは(1)式 に ょ り次 の よ うに な る。

H=一{PlogP十(1-P)log(1-P)}

Hの 最大 々 ・芸 一 ・に ・ り得 られ る・

1:一 一 ・gP+・t+(-1・g(1-・)一(・-P)(1!。)}

=一{logP-109(1-P)}

P=-log
(1-P)=0

(4)

従 っ て ・(P1 -P)一 ・か ら ・ 一 一1・ な る ・

この時,暖 床畳Hの 値 はH-lo92と な る。 つ ま りAもBも 同様 に確 か ら

しい時(確 率;)噸 昧量は最大 で・1・92に 等 し くなる・一般 にK鞠 が

殼 られ塒 に も・ それ ぞれ が同様 に勧 ・らしい時(確 率 畦)に 酬 量は

最 大 に な る といえ る。 そ の時 の峻 昧 量HはlogKと な るo

`

〈第3の 軸 の必要 性 〉

既 に述 べた よ うに陵 昧 量θ の 導入 に よ り製 品 ブ ・フ ィール と消 費 ブ ・フ ィー
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ル との対 応 デー タ の 中か ら意 味 の あ りそ うな 部分 を よ り簡単 に知 る事 がで き る

よ うにな った 。 しか しそれ は デー タ が見易 い よ うに整 理 され 得 る とい う事 で あ

って,そ こか ら意味 を読 み 取 り商 品 企画 に活用 して い くとい う結 合 コンセ プ ト

の本 来 の 目的を 達成 す る もので は な い 。 どの品 種 に対 して どの年 令 層 の反 応 が

強 い とか,所 得 階 層 に つ いて は ど うか とい った事 が 個 々 に分 か って もそれ を 商

品 企 画 とい う次 元 で 活用 し得 る よ うに統 合化 で きな けれ ば折 角 得 られ た 貴重 な

情報 を 死蔵 す る こ とに な る 。 こ こ に

製 品 プ ロフ ィール と消 費 プロフ ィー

ルを 結 びつ け る よ うな統 合化 モ デル

と して 図2-21の 製 品 プ ロフ ィー

ル 軸 と消費 プ ロフ ィー ル 軸 を 関係 付

け る第3の 軸を 設 け る必 要 性 が生 ま

れ るo

第3の 軸 は 市場 をい くっ か に分 割

す る よ うな軸(つ ま り消 費 プ ロフ ィ

ール を 統轄 す る よ うな もの)で あ り,

X,Y,Z軸 に関 す る関 係 を 図 示 す

る と図2-25の よ うに な る。 図2

第

3

の
軸

(
z
)

図2-25

in費 プ 。フ 仁 ルの軸 〔X)

結 合 コ ン セ プ トイ メ ー ジ

一25は 第3の 軸 の5分 割 を 正 規 分 布 と して 与え た 結 果 に よる も ので あ る。結

合 コンセ プ トの概 念 とは 図 式的 に示 せ ば,消 費 プ ロフ ィール(X軸)と 製 品 ブ

Pフ ィー ル(Y軸)と の第3の 軸 を 与 え た時 に定 まる交点 の軌 跡 が描 く曲線上

に製 品 プ ロフ ィー ル と消 費 プ ロフ ィー ル との ク ロス デー タを 位 置 づけ る事 を 指

す。 第3の 軸 は,商 品企 画 が 消 費 市場 を 眺 め る際 の第1段 階 の マ ク ロ分 割 そ の

もので あ り,そ の よ うに マ ク ・に肥 えて もな おか つ企 画 に取 って 意 味 のあ る も

の で あれ ば,何 を も って 来 て もよい事 を 意味 してい る。 恐 ら くこ の 第3軸 は,

製 品 ブ ・フ ィー ル と消 費 プ ・フ ィー ルを 結 合 させ たい と考 えた 初 期 の 目的(所

謂予 測を した い とい う事)を 考 えれ ば,新 しい製 品 コ ンセ プ トの 設定 に連 な っ
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て これ る よ うな もの が 選 ばれ る こ とにな ろ う。 第3軸 と して そ の よ うな ものが

選 ばれ ・ こ の軸 に対 して製 品 ブPフ ィー ル と消 費 プ ロフ ィー ル が関係 づけ られ

れ ば ・次 期 新製 品 コンセ'プ トの設定 とい う予 測行 為 に活 用 で き ,そ の予 測 に対

す る実 績 を 単 品管 理 シス テムや ア ンテ ナ ショ ッ プ情 報 管 理 シス テ ムが追 跡 し,

そ の結 果 を フ ァ ッ シ ョ ン予 測 システ ムヘ フ ィー ドバ ックす る とい う道 が開 け,

各 サ ブシ ステ ム の有 機 的 結 合 が達 成 され る事 にな ろ う。

これ まで・ 結 合 コ ンセ プ トを第3の 軸 とい う極 めて 抽 象 的 な言葉 で表現 して

きた が,こ れ は 消 費者 ニーズ を セ グメ ン ト化 す る もの で あ り,製 品 と消費 者 と

の関 連を 明 確 化 す る もの で なけ れ ば な らず,そ の様 な セ グ メ ン ト化 の方 式 が未

だ 確立 され て い な い所 か ら 今後 の開発 が 期待 され る も ので ある 。 ここでは1っ

の具体 的 な例 を 設 定 し,そ れ に基 づ きア ンテ ナ シ ョッ プ情 報管 理 シス テム での

収集 情報 の加 工 の方 法 を 提 示 し よ う。

第3の 軸 と して 衣 服 に対 す る関心 度 に関す る消 費者 セ グメ ン トを 設定 しよ う。

衣着 用 に対 す る関 心 度 か ら社 会 の構成 メ ンバ ーを 見 た 場 合,非 常 に大量 の サ ン

プル を収 集 し関 心 度 の大 きい順 に並べ る と正 規分 布 に近 づ くもの と仮 定 す る。

これは 例 え ば 流行 採用 に対 す る意識 の違 い を 見 た場 合 に早 い 時 期 に取 り入 れ る

層,皆 が着 用 す る よ うにな っ てか ら取 り入れ る層,無 関 心 層 を考 えた 場 合,皆

が 着用 す る よ うに な っ て か ら取 り入 れ る と考 え られ る層 の比 率 が最 も高 いで あ

ろ うとい う意 味 で ある 。

衣着用 に対 す る関 心 度 を 便 宜上 次 の5ラ ンクに 分 類 す る 。

(D極 め て 関 心 の強 い 層(革 新 者 層)

(II)か な り関 心 の強 い 層(初 期 採用 者)

価 普 通 に 関 心 の あ る 層(前 期 追随 者)

(mあ ま り関心 の な い層(後 期追 随者)

(V)全 く無 関心 の層(遅 滞 者)

この5ラ ン クの分 布 を 正 規 分 布 と仮 定 し,図2-26の よ うに設 定 す る 。
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図2-26消 費 者 セ グ メ ン ト

図2-26の よ うな 衣服 着 用 に対 す る関 心 度 で分 割 した 消 費者 属 性 を ここ で

は ラ イ フ スタ イル と呼 ぶ事 にす る。 この ライ フ スタ イル 属性 も消 費 プ ロフ ィー

ル情 報 と して収 集 され な けれ ば な らない 。

ア ン テナ ショ ップを通 して 収集 され る情 報 を,こ の ラ イフ スタ イルを 通 して

眺 め,製 品 プ ロフ ィー ル と消費 プ ロフ ィール との関 連 を 明 らか に し,商 品 企 画

の段 階 で 品揃 えや,需 要 予 測 等 さ まざ まの活 用を 図 り得 る よ うに 収 集 デ ータ を

再構 成 す る こ とが,こ こ で述べ るデ ー タ加 工 の 目的 で あ る 。

従 っ て基 本 的 には製 品 ブ ・フ ィー ル と消 費 ブ ・フ ィール との ク ロス分 析 を 行

な え ば よ い訳 だ が,こ れ は 先 に述 べ た よ うに各 ブ ・フ ィー ル の ア イテ ム レベ ル

に反 応 す るカ テ ゴ リー数(デ ー タ レベル 数)の 積 とな り,調 査 サ ン プル数 を 遙

か に超 過 した組 み 合 わせ を もた ら し,分 析 の意 味 を 失 なわ せ る こ とに な る(多

重 ク ロスには 限界 が あ る)。'

そ こ で新た に導 入 した のが,こ の ラ イ フス タ イル で あ り,こ れ に よ り,製 品

プ ロフ ィ ール と消 費 プ ロフ ィー ル との対 応関 係 を 取 り易 く しよ うとす る訳 で あ

るo

従 って加 工 手 順 と しては,ラ イフ スタ イ ル と製 品 プロフ ィー ル,ラ イ フ スタ

イル と消 費 プ ロフ ィー ル との 間で の一 重 クPス 分 析 を行 な い,得 られ た デ ー タ

を グ ラ フ化 し各 ライ フス タ イ ル ごと の反 応 パ ター ンを抽 由 し,パ ター ン分 類 に

ょる ライ フス タ イル の総 合評 価 を 試 る。 これ に ょ り,ラ イ フ スタ イ ルを特 徴 づ

け る製 品 及 び消 費 ブ ・フ ィー ルが何 で あ るか を 合理 的 に探 る事 が で き よ う。
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更 に製 品 プ ロフ ィー ル と消 費 プ ・フ ィー ル との 間 で の一 重 ク ロス 分 析 、も 行

な って お け ば,上 記 パ ター ン分類 と併 用 して用 い る こ とに よ り,細 部 関 連 を検

討 す る こ とがで きる。 この製 品 ブ ・フ ィー ル との一 重 クPス 分 析 の時 には,既

に述べ た よ うな睡昧 量 を 用 い た 簡略 化 が有効 と考 え られ る。

この一 重 ク ロス分 析 は,簡 単 な集 計 プ ・グ ラム に よ り実施 で きる の で最 も簡

単 な方 法 で ある が,そ れ だけ に個 別 アイ テ ム単位 の 関連は 把 握 で きる が,ア イ

テ ム間相 互 の関 連を 見 るた め には 不 向 きな方 法 で あ る 。

そ のた め に手 作業 と して の グ ラフ作 成 を 通 した パ タ ー ン分 類 に ょる 特徴 抽出

が 考 え られ,こ れ に ょ りある程 度 の アイ テ ム間 相互 関 連 を追 求 して ゆ く事 が で

き よ う。

デ ータ ・加 工 の次 の ス テ ッ プと して は,数 量 化分 析 といわれ る多変 量 解析 手

法 を用 い て ライ フ スタ イル に対 す る製 品 プ ロフ ィー ル,消 費 プ ロフ ィー ル の ア

イテ ム レベ ル の 説 明 力 を求 める事 が考 え られ る。先 の ク ・ス分 析 では ア イテ ム

レベ ルを 個 々に 取扱 って非 常 に ミク ロな 関連を 分 析 した が,こ の数量 化 分析 で

は ア イテ ム レベ ル を一 括 して取 扱 い ・ ど の アイ テ ム レベル が ライ フス タ イ ル に

対 す る強 い 説 明 力を 有 す る か を分 析 す る。 これ は あ らか じめ 設定 した5つ の ラ

イ フ スタ イル ・グルー プ別 に収 集 デー タを分 類 して お き,各 プ ロフ ィー ル ご と

に ライ フ スタ イルを最 もよ く相 互 に判 別 し得 る よ うに各 ア イテ ムの デ ー タ レベ

ル の係 数 を 求 め 各 ア イ テ ム の ライ フスタ イル に対 す る説 明 力 の 度 合を 評価 す る

手 法 で あ る。

従 って こ の分 析手 法 に よれ ば,ど の ア イ テ ム(製 品 プ ・フ ィー ルで 言 え ば,

色,柄,ス タ イル等)が ラ イ フ スタ イ ルに 対 す る説 明 が強 い の かを分 析 して ゆ

く事 がで きる 。 この よ うな分 析 を 行 な う事 に よ り,ラ イ フスタ イル に対 す る寄

与 率 の低 い ア イテ ムを 消去 す るな どの 簡略 化 が図 られ,よ り簡単 な関係 式 を導

く事 が可 能 とな ろ う。 この よ うに して ア イテ ム数 を 少 な く して きて,直 接 製 品

プ ロフィ ール と消 費 プ ロフ ィー ル との相 関を分 析 して ゆ く事 もで きる。

この よ うに様 々 な分 析 手 法を 用 いて 収 集 デ ータ を加 工 し得 る が,こ こでは 最
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も簡単 に得 られ る ク ・ス集計 を 用 いた デー タ の加 工 とその 評価 に つい て考 察す

るo

3.3.3収 集 情 報 の評 価

収 集情 報 の加 工法 で述べ た 様 な 簡単 な ク ・ス分 析 が どの程 度有 効 な も のな の

か,又 製 品 プ ロフ ィー ル と消費 プ ロフ ィール との対応 づけ を 可 能 にす るた め に

設 定 した 結 合 コ ンセ プ トか ら何 が読 み取 れ るかを 考 察す るた め に,某 紳 士服 メ

ー カー の協 力 を 得 て ,特 定商 品 購 売 者 に対 す る 消費 者調 査 を 実 施 した 。

調査 項 目は,製 品 プ ロ フ ィー ル に関 しては,色,柄,価 格,サ イズ で あ り,

品 種 とブ ラ ン ドは 固 定 され て い る。 又 消 費 プ ・フ ィール に 関 しては,消 費者 の

生 活 属性,衣 料 属性,価 値 観,着 用環 境,衣 着用 関心 度 の5つ の側 面 か ら項 目

設 定 して い る。

こ の調査 は 不 特 定 多数 の消 費者 の 中か ら任 意 抽 出す る もの では な く,某 メ ー

カー の衣服 を実 際 に購入 した集 団 に対 す る調 査 であ る所 か ら,得 られ た デー タ

の 内,衣 料 製 品 特性 に よ り決 定づ け られ て しま う部分 や 市 場 特 性,企 業 戦 略特

性 に よ って左 右 され る部分 が 考 え られ る。 そ のた め に実 デ ー タ の 表 示は 避 け,

傾 向 値 が分 か る様 パ ター ン化 して 示 す事 とす る(サ ンプル 数は510件 で ある)。

パ ター ン化 のた め の各 設 問 項 目の 関連 を次 図2-27に 示 す 。

衣 着 用 に対 す る関 心 度 を 正規 分 布 に仮 定 した が,実 際 に調 査 を 実 施 し,結 果

を分 析 して み る と,実 デー タの 分 布 と理 論 モデル の正 規 分 布 との間 には何 らか

の差異 が見 い 出 され る の が通 例 で ある 。特 に購買 者 に対 す る 消 費者 調査 か ら得

られ る関 心 度分 布は,そ の企 業 の戦 略 とか 特性 を 反映 す るで あ ろ う。 従 って 当

初 の マー ケ ッ トセ グ メ ンテ ー シ ョンの効 果 を この関 心度 分 布 か ら分 析 す る事 が

出来 る 。
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図2-27消 費 者 調 査 項 目 関 連 図

実デー タ分布

理論分布

、 、
、 、、

、
ノ ＼

、
、
＼
、

キ
、、

1前 期追随者
初期採用者 ●

例 え ば実 デー タ分 布 が上 図 の如 く初 期採 用 者 グルー プに対 して理 論 分 布 を上
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回 る 場 合 には,こ の企 業 の 活動 は 初 期 採用 者 グル ー プに よつ て よ り高 く評価 さ

れ て い る と考 え られ る。 そ こで,当 初 設 定 した セ グ メ ン トと初 期採 用 者 グル ー

プを特徴 づ け る 各種 属性 との 関連 を分 析 して い く事 に よ り,よ り明確 に 消費 者

ニ ーズ に応 え て い く方 向 を 探 る事 が 可 能 とな ろ う。つ ま り図2-27の 消費者

調 査 項 目関 連 図 に 示 され て い る よ うな 消 費 プ ・フ ィー ルや製 品 プ ロフ ィー ル に

関 す る調査 項 目に よ って 理論 分 布 との差 を もた ら した要 因 が何 で あ るか を 抽 出

し,当 初設 定 した 要 因 との 間で 妥 当性 を チ ェック してい く事 が可 能 とな ろ う○

●

3.3.4個 別 ク ロス集 計 の結 果

1.価 値 観 と衣 着用 に対 す る 関心 度

設 問1は,二 者 択一 の状 況 に 立た され た 時 の選択 行 動 パタ ー ンか ら回答

者 の価 値 観 を探 り出 すた め の設 問 で あ る。価 値意識 と しては,他 人 の 目を

余 り気 に しな い自 己意 識型 か他 人 の 目を意 識 す る他 人 意 識型 か,品 質 重 視

型 か価 格重 視型 か とい う4類 型 を 考 えて い る。

自B
己

自己意識 が強 く,

品 質 重視型

■

品質重視(→

他 人意識 が 強 く,

品 質 重視型

識

自己意識 が強 く,

価 格重視型

価格重裾刊

他
人
意
識
8

他人意識が強 く

価格重視型

A

図2-28価 値 意 識 の4類 型
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この類 型 化 は,次 の様 に して求 めたo

評価 法A

価格重視型田 品 質 重 視 型 ←)

、

A2
、

A1

B1 B2

C2 〉各 プラ ス1点 C1 》各 マ イナ ス1点

D1 D2

E2
ノ

E1 ノ

評価法B

自 己 意 識 型 付 他 人 意 識 型 ←)

、 、

A1 A2

D1 D2

E1 〉各 プ ラス1点 E2 ・各 マ イ ナ ス1点

F1 F2

G1 G2
ノ 一ノ

評 価 法A,Bか ら 漏 れ た 項 目は ス コ ァ ー0点 と し て 無 視 す る 。 評価 法A,

B両 者 で 算 定 した ス コ ア ー の 組 み 合 わ せ ば(+,+),(+,一)(一,

+),(一,一)の4通 り と な り,前 述 の4領 域 に 対 応 づ け ら れ る こ と に

な る。

こ の4類 型 の 価 値 観 と,5類 型 の 衣 着 用 に対 す る 関 心 度 との ク ロ ス 集 計

の 結 果 を 表2-13に,そ の グ ラ フ を 図2-29に 示 す 。

表2-13価 値 観,VS,衣 着 用 関 心 度

革 新 者 初期採用者 前期追随者 後期追随者 遅滞者

自 己.価 格(01) .16667 .01852 .06767 .10363 .12500

他 人,価 格(02) .30247 .49624 .35751 .31250

自己,品 質(03) .16667 .16049 .13534 .18653 .12500

他 人,品 質(04) .66667 .51852 .30075 .35233 .43750

エ ン トコピー(EP) .86757 1.06973 1.16197 1.28341 1.24501

MAX(EP)=loge4=1.38629
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革新者

■

6

遅滞者

後期追随者

＼

自己意識が
強 く価格重視

前期追随者

100初 期採用者

図2-29

◆

図2-29に よれ ば,ど の関 心層 も他 人 意 識 が強 い事 で特徴 づ け られ る 。

他 人 意 識 が強 く品 質 重 視 型 とい う特 性 と,他 人意 識 が 強 く価 格 重視 型 とい

う特 性 は相 互 に関 連 し合 って お り,前 者 は 革 新者 を ピー ク に初 期採 用者,

前 期追随 者 へ と下 降 し,そ こか ら又後 期追 随 者,遅 滞 者,革 新 者 へ と上 昇

して 行 きサ イ クル を完 結 して い る。

逆 に後 者 は 革 新 者 を ボ トムに初 期採用 者,前 期追 随 者 へ と上 昇 し,そ こ

か ら後 期 追随 者,遅 滞 者,革 新者 へ と下 降 して行 きサ イ クル を 完結 してお .

り,他 人 意 識 が強 く品質 重 視型 とい う特 性 とは全 く逆 の傾 向 を 示 して い る 。

この結 果 に よれ ば,革 新 者 は価 格意 識 が 非常 に低 く,商 品 そ の ものが 良

げれ ば 高価 な もの で も購 入 す る グル ー プであ り,初 期採 用 者 に な る と価 格

を気 には す る が まだ 商品 そ の もの の魅 力 に ょ り購入 す る度 合 の方 が強 い 。

所 が前 期追随 者 では こ の 関係 が逆 転 し,ま ず価 格 が 手 頃 か 否 か が購 入時 の

大 きな ポ イ ン トに な って くる。 次 い で後 期追 随 者 で は価 格 か品 質 か の 区分
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け が判 然 としな くな り,価 値 観 に顕 著 な差 が 見 られ な くな っ て くる(表2

_13の エ ン トロ ピー の値 も この グル ー プが最 も大 き く分 布 の 均質 化傾 向を

示 してい る)。

遅 滞 者は後 期追 随 者 に近 い 反応 パタ ー ンとな っ て い る 。 そ してい ずれ の

場 合 も他 人を 意 識 す る傾 向 が強 く現 われ てお り・ そ の上 で価 格 を 重視 す る

か,品 質 を 重 視す る か に よ り上 記 の 差 が現わ れ る もの と考 え られ る。

2.着 用 環 境 と衣着 用 に 対 す る関 心 度

今後 どん な場 面 で着 用す る 衣服 を 充実 させ た い か とい う設 問 と衣着 用 関

心 度 との ク ロス集計 結 果 を 表2-14に,そ れ を グ ラフ化 した ものを 図2

-30に 示 す。

設 問 では 着 用 場 面を1～5の 順 位 回答 に して い るが,こ こで の ク ロスは

1位 の回 答 の みを 取 り出 して集計 して い る。

どの 関心 層 も職 場 で着 る 衣服 に対す る充 実 欲求 が強 い 。 この傾 向は 特 に

前 期追 随者 にお いて 顕 著 で あ り,遅 滞者 にお い て は そ の比 率 が最 も低 い。

これ と全 く反 対 に遅 滞 者 にお い ては 遊 び に出か け る時 の衣 服 に対 す る充 実

欲 求 の方 が職 場 で着 る 衣服 より も高 く,前 期追 随 者 では 遊 び に 出かけ る時

,の 衣服 に対 す る充 実欲 求 は 他 の 関心層 との比 較 に お い て も最 も低 くな っ て

い る。職 場 や 公 式 の場 で 身 に つ け る衣服 を充 実 させ た い と望 む グルー プは

公 的 生 活 にお け る衣 着 用 の関 心 度が 高 い。 い い 換 え る な らば先 の価 値 観 で

み た他 人意 識 志 向 が強 い グル ー プで ある と考 え られ る 。 公 的 生活 志 向 の強

い 層は,初 期採 用 者 と前 期追 随 者 の グル ー プで あ り,先 の 価 値観 でみ る と

他 人を最 も意 識 す る グル ー プは 初 期採 用 者 と前 期追 随 者 にな って お り,公

的生 活志 向 と他 人 を 意識 す る 事 とは 同質 と考 え られ る 。 遊 びや 家 庭 で の衣

服 に対 す る充 実 欲 求 が強 い グル ー プは私 的生 活 志 向 が強 く・ これ は価値 観

でい え ば 自己 意 識 の 強い グル ー プと関 連 して い る と考 え られ る。 私 的生 活

志 向 の強 い グルー プは 革 新者,遅 滞 者,後 期追 随 者 で あ り,自 己意 識 の強

い グ ル ー プは 革 新 者,後 期追 随 者,遅 滞 者 と な って お り両 者 の意 味す る所
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6

は 同 じで あ る と考 え られ る 。従 って他 人 を 意 識 す る グル ー プは,他 人 の 目

が注 がれ る場 で着 用 す る 衣服 を充 実 させた い と強 く望み ・ そ こ で の商品 と

して は スー ソ.とか フ ォー マル ウ ェアあ る いは 三 ツ揃 え とい った もの とな ろ

う。 逆 に他 人 の 目な ど気 にな らな い とい うグル ー プは ・積 極 的 には 私'的な

生 活 の場 を飾 る とい う事 にな り消極 的 には 公 私 の 区別 を判 然 と意 識 しない

とい う事 に よ り,相 対 的 に遊 びや家 庭 で の衣 服 に対 す る充 実 欲 求 が増 大 し

た よ うな 形 を とる。 こ こで の商 品 としては,積 極 的 に私 的生 活を 志 向す る

グル ー プに対 して は,か な り新 奇性 の高 い もので も受 け容 れ られ よ う(例

え ば パ ンタ ・ン とか プ リン ト柄 のYシ ャ ツ な ど)。 こ の グル ー プは価 値観

でみれ ば,商 品 そ の もの の 良 さを価 格 との 関 連 で 見 よ うとは せ ず 自分 の気

に入 った ものを 進 ん で取 り入れ て ゆ く革 新 者 グル ー プに相 当す る 。 消極 的

グルー プが充 実 させ た い と考え る商 品 と して は気 楽 に着れ る ジャ ケ ッ ト類

が考 え られ る 。 こ の グル ー プは,価 格 や 品質 とか い った 区分 が判 然 と しな

い傾 向の 強 い グルー プで あ り,後 期追 随 者,遅 滞 者 が これ に該 当す る。

9

■

表2-14着 用 場 面.VS.衣 着 用 関 心 度

1 2 3 4 5

家 庭 .16667 .06211 .12308 .14737

職 場 .50000 .54658 .59231 .44737 37500

公 式 の 席 .18012 .16923 .16842 .18750

遊 び .33333 .20497 .11538 .23158 .43750

そ の 他 .00621 .00526

EP 1101140 1.16794 1.11786 1.30841 1.04335

MAX(EP)=loge5==1.60944
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革新者

100

後期追随者

とび

＼ン

図2-30

前期追随者

初期採用者

3基 本生 活特 性 と衣 着用 に対 す る関 心 度x

① 年 令,ラ イ フ ステ ー ジ(図2-31,図2-32)

年 代 別 に関 心 層 を み る と,後 期追 随 者,遅 滞 者 グル ー プは20代 の構 成

比 率 が高 く,革 新者,前 期追随 者 は40代 の構 成 比 率 が高 くな って いる 。

ライ フ ステ ー ジでは,前 期追 随 者 は 独 身 の構 成 比 率 が低 く,第 一 子 独 立

～子 供 全員 独 立 の構 成 比 率 が 高 くなっ て お り,こ れ は 年 令構 成 を反 映 して

い る(前 期追 随 者 は20代 の構 成 比 率 が低 く40代 の構 成 比 率 が高 い)。

年 代 と ライ フ ス テ ー ジ との相 関 は か な り高 い もの と考 え られ る。20代 は

ライ フ ステ ー ジ では 独 身,結 婚 ～ 第一 子 誕生 と強 い 相 関を持 つ であ ろ うし,

30代 は 第 一 子 小 学 校 入学 ～末 子 小 学校 入 学 と強 い 相 関を 持 ち,40代 は

末 子 小学 校 入 学～ 第一 子 独 立 との 相 関 が強 く,50代 以上 では 第 一 子独 立

～ 子 供全 員 独 立 との相 関 が強 い と考 え られ る。後 期追 随 者 ,遅 滞 者は 若 年

全 層 の構 成 比 率 が 高 くな ってい る が,ラ イ フ ステー ジで見 る と既婚 者 の割
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合 の方 が高 くな っ て い るo

この事は,若 年 層 で あ?て も結 婚 して第1子 が誕 生 す る とい った ん 消 費

・が手 び か え られ る とか,世 代 に よ り価 値 観 が 異 な る とか ,さ まざ まの理 由

に よ り説 明 され な けれ ば な らず,早 急 に結 論 を下 す 訳 には いか ない 。

② 居住 地(図2-33)

居 住 地 と衣着 用 に対 す る関 心 度 との関 連 で み る と どの 層 も経 済 圏 お よび

準経 済 圏 の 構成 比 率 が 高 い 。 これは 協力 メー カ ー の店 舗 立地 と密 接 な 関係

にあ る と考 え られ るが,こ こ か ら傾 向を 読 み取 る事 は で き ょ う。

初 期採 用者 と前 期追 随 者 とは,準 経 済 圏 に位 置す る 比 率 が高 く,遅 滞 者

では 経 済 周辺 地域 に位 置す る比 率 が高 ま る とい った 傾 向 に ある 。 革 新者 は

経済 圏 に位 置す る比 率 が 高 くな ってい る。従 っ て フ ァ ッ シ ョン性 衣服 は 経

済 圏 に位 置す る 革新 者 に よ りまず採 用 され る と,次 の段 階 で は 初 期採 用 者

が 多 い準経 済 圏 地 域 へ と伝 搬 して ゆ き,前 期追随 者,後 期追 随 者,遅 滞 者

遅龍

革 新者

100

1。。/
後期追随者

図2-33

前期追随者

初期採用者
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へ と採用 され て ゆ くに従 っ て経 済 周 辺地 域 に も波及 して い く と考 え られ る。

③ 学 歴,所 得(図2-34,図2-35)

学 歴 を見 る と どの 層 も大 学 卒 業 とい った 高 学歴 者 の比 率 が高 い が,遅 滞

者 では 高 校卒 業 の構 成 比率 の方 が 高 くなっ て いる。 革 新者 に お い ては 大 学

卒 業者 の比 率が 特 に高 くな っ てい る。他 方 所 得を 見る と革 新者 では 中所 得

者 の比 率 が他 の層 に比 べ て最 も高 い。 初 期採 用 者,前 期追 随 者 では 低所 得
'

者 比 率が 低 く高所 得 者 比 率 が最 も高 く,後 期追 随者,遅 滞 者 では 中所 得者

比 率 が最 も高 い。 一 般 には 学歴 と所 得 との相 関は強 い と考 え られ,所 得 と

年 令 との相 関 も強 い と考 え られ る。 この よ うな相 関を 見 るた め には 所 得,

年令,学 歴 の3重 ク ロス を取 れ ば よいo
、

■

1

人

写
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校

守

ヨ
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図2-34 図2-35
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④ 職 業,休 日制 度

職 業 に つい ては,革 新者 では事 務 ・販 売 的 職 業,サ ー ビス職 業 従事 者 の

比 率 が最 も高 く,初 期採 用 者,前 期追 随 者,後 期追 随 者 では 大 中企 業経 営

者,管 理 的職 業 従 事 者 の構成 比 率 が最 も 高 く,遅 滞者 では専 門的職 業,技

術 的職 業従 事 者 の構 成 比 率が 最 も高 いo

休 日制 度 に つ い ては 遅滞 者以外 では 週休 一 日制 と完全 二 日制 との中 間形

態(例 え ば 週 休一 日半 制(土 曜 半 どん)と か隔 週 週休 二 日制 な ど)の 比 率

が高 い が,遅 滞 者 では 週 休一 日制 の比 率 が最 も高 い。 これ は 遅滞 者 層 の職

業 ウ ェ イ トと して技 術 的 ・専 門 的 職 業 が 高い 事 と関 連 してい る と考 え られ

るo

⑤ 情報 伝 達媒 体 に接 して い る時 間(図2-36～ 図2～40)

1日 の うち で テ レビを見 てい る時 間 が非 常 に長 い の は 革新 者 で あ り,最

も短 か い のは 遅滞 者 とな ってい る。 ラ ジオ では どのタ イ プ も短時 間 しか 聞

テ レ ビ

1.5H

未

満

△ー一司レ
3.OH3DH見

未 以 な

満 上 い

図2-36

る
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▲

か な い とい う比 率 が 高 く,顕 著

な 差は な いo新 聞 にお い ては 革

新 者 が 若 干長 時 間読 む とい う結

果 とな って い るo

テ レ ビ,ラ ジ オ,新 聞の マ ズ

コ ミ媒体 に 接 す る時 間は 革 新 者

が 多 く,初 期採 用 者,前 期 追随

者,後 期追 随 者 にお い ては 顕 著

な 差は な く,遅 滞 者 では接 触 時

間 が 少 な い とい う事 にな る。 雑

誌 に対 す る接 触 度 に なる と革新

者,遅 滞者 にお い て 多 くな る 。

遅 滞 者 の場 合は 娯 楽誌 的 色 彩 の

5忽●

雑誌に対する接触度

(週 間平均)

＼
5

冊

以

下

93
一2図

3

冊

以
ド

6
冊
以
上

1新 聞

未
満

詔

命___

k3言 誓
満 」二5

図2-38
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濃 い雑 誌 に 目を 通す とい う事 が他 のタ イ プに比 べ て 多 いた め に雑 誌 に対す

る接 触 度 合 が 高 くな る もの と考 え られ る。 この よ うな情 報 伝 達 媒 体 接 触 度

の差 か ら各 タ イ プ に対 す る 宣伝効 果 を傾 向的 に探 る こ とが で き よ う。

4.衣 料 関連 生 活 特性 と衣 着 用 関 心 度

① 衣 料 ス トック(図2-41～ 図2-46)

カ ラー柄 模 様Yシ ャツ,ベ ル トレスズ ボ ンにつ い て は各 タ イ プの保 有状

況 か ら見 てか な り普 及 して い る と考 え られ る が,ジ ー ンズや パ ンタ ロンに

っい ては 未 だ初 期採 用 者 の段 階 に と ど まって い るか の観 が あ る。 従 って ジ

ー ンズ や パ ンタ ロンを よ り普 及 させ る ため には 前 期追 随者 に 受 け容 れ られ

るか否 か が決 め手 とな って こ よ う。

フ ォー マル スー ツに対 しては ど の タイ プ もほ とん ど同 様 の傾 向 を 示 して

お りフ ァ ッ シ ョン性 が低 い事 を 物 語 っ て いる 。
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② 衣料 情 報 の入 手媒 体

革 新 考 及 び初 期採 用 者 は 展示 会 や フ ァ ッ シ ョン シ ョー へ 出か け てゆ き衣

料 情 報 を入 手 す る とい うウ ェイ トが他 のタ ィ ブに比べ て 高 くな ってい る。

この グル ー プは 情報 入 手 に積極 的 で ある と考 え られ る。 革新 者は 新 聞や テ

レビ とい った マ ス コ ミ媒 体 を 利 用す る割 合 も高 くな って い る が,先 に見た

よ うにマ ス コ ミ媒体 に接 触 す る 時 間が他 の タ イ プに 比 べ て長 い 事 と関 連 し

て いる と考 え られ る。 ダイ レク トメー ルや 友 人 ・知 人 が着 て い る服を 見 て

とい う比 率 が革 新者 以 外 では か な り高 く,こ の よ うな 媒体 の有効 性 を 物 語

って い るo

%

04

衣料情報の入手媒体

!亮 、

＼)c
、 、

O、X

メ

ー

ル

ダ

イ

レ

ク

ト

新

●

●

o
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レ

ビ

5.商 品 特 性 と衣着 用 関 心度

聞

図2-47

知

人

友

人

N

㊦
△ーーレ

展

示

会

設 定 され て い る プ ラ イス ゾー ンを便 宜上 安 い,普 通,や や 高い,高 い と

い う4つ の ラ ンク に分 割 して あ る 。 どのタ イ プ も安 い商 品,高 い商 品を 購

買す る比 率 は 低 く,普 通 とい う中心価 格 の 商品 を 購入 す る比 率 が高 い。 単
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句
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新 考,遅 滞 者 の場 合 には やや 高

い ラン クの 商 品を 購 入 す る比 率

が他 のタ イ プに比 べ て 高 くな っ

て い る。(図2-48)

色で は 紺 の ウ ェイ トが 高い が,

グ レイ に対 して 革 新者 の ウ ェイ

トが特 に高 い 。 一 般 的 には 消費

者 が好 む色 と着 用 して い る服 の

色 が一 致 す る とい う事 には な ら

ないわ け で,従 って 革 新 者 が特

に グ レイを 好 む とい う訳 では な

い 。但 し グ レイ とい う色 が 革新

者 に ょ り採用 され て い る とい う

事 は,こ の 色 が 次 期 流行 色 を形

成 す る可能 性 が高 い と考 える 亡

とは で き よ う。(図2-49)

図2-50の 柄 に つ いて は チ

ェ ックや縞 の ウ ェイ トが高 く,

革 新者 で は 特 にチ ェッ クの ウ ェ

イ トが,遅 滞 者 では 縞 の ウ ェイ

トの方 が 高 くな って い るが,こ

れ らの意 味 につ い ては 商 品を供

給 す る二 次 メー カ ーが ど の様 な

商品 構 成 を した か とい うデー タ

と関 連づ け なけ れ ば分 析 で きな

いo

特 に どの タ イ プに とって も構

%

50

ノ～

▲＼
'、

、ピ こ)き
●一ーー ーー一一← 一

紺
イ

図2-48
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成 比 率 が低 い よ うな項 目に つ い ては

供 給量 その もの がほ とん どな か った

の か ど うか とい う事 が 問 題 にな る訳

で,そ の点を 考慮 して 調査 デー タを%
50

評価 す る事 が必要 とな る。 更 に 本調

査 では 商 品 特性 に関 して は ブラ ン ド

と品種 を固 定 した 調査 しか で きな か ,

っ た事 か ら調 査 デー タ の評価 に も 自

ず か ら限 界 が あ る。 実 際 に 企 業 が ア

ン テ ナ シ ョ ップを 通 し てデ ー タ収 集

を 行 な う場 合 には ブラ ン ドや 品 種 に 泉
地

関 す る情 報 が加 味 され るの で,そ れ

らの 違い に よる相 互 比 較 が 可 能 とな

り,デ ー タ評 価 が しや す く な る で あ ろ う。

2

↑

」

!
ク

3
縮

図2-50

4
綾

5

小

柄

⑳

3.3.5パ タ ー ン分 類 によ る総 合 評価

個 別 ク ロス分 析 にお い ては個 々 の相 関を 見 る事 に力 点 が 置 か れ る 。特 に企 業

側 が供 給 した 商品 が ど うい う消 費者 に 受け容 れ られ る かを 検 討 す る上 で こ の個

別 ク ・ス分 析は 有 効 で あ る。 しか しな が ら これ に よ り得 られ る情 報は 商品 供 給

企 業特 性 に専 ら係 わ りの 深 い情 報 で ある た め一 般 化 が な か なか 困 難 な もので あ

るo

更 に本 調査 は 実験 的 に成 され た もの で あ り,品 種 も1ケ ー スに限 っ てい る の

で これ だ け の情報 か らイ頃向 を読 み 取 る事 には 自ず か ら限界 が あ り,他 品 種 との

差 異分 析 が 必要 とされ よ う。 また,価 値観 や,着 用環 境 に対 す る設 問 等 か な り

一般 化 可 能 な指標 で あ る と考 え られ る も のに 関 して は 相互 関連 的 に考 察 し得 る

が,そ うで な い項 目 につ い ては イ固別 ク ロス分 析 の 枠を 超 えた 分 析 が必 要 とな る 。

既 に個 別 ク ・ス分 析 でみ て きた よ うな衣 着 用 に対 す る 関 心 度 の異 な る5っ の

θ

h
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集 団 に対 す る特 性 の 説 明寄 与 率 に対 す る評価 か ら も明 らか な よ うに一 義 的 に セ

グ メ ン ト区分 を 説 明 し得 る よ うな特 性 を 得 る事は 非常 に困 難 で あ る。 そ のた め

に こ こでは個 別 ク ・ス分 析 で得 られ た 結 果 を パ タ ー ン化 して そ れ を も とに 評価

す る方 法を 考 え よ う。

個別 ク ・ス分 析 で得 られ た結 果 を パ タ ー ン化 した もの が表2-16で あ り,

表 中 の グ ラフパ タ ー ンに 示 され て いる 数 値は,対 象 とす る特性 の中 の項 目(例

え ば年 令 特性 な ら20代 とか30代 とい った項 目)の セ グメ ン ト間 の位 置関 係

を 示 す もので あ り,数 値 が 小 さい程,構 成 比 率が 高 い 事を 意 味 す る 。 実際 に活

用 す る場 合 には,こ こ に実 デー タ か ら得 られ る百分 率 を入れ る。

更 にどの セ グメ ン トに対 して も同 じ よ うに反 応 す る特 性は,セ グメ ン ト相 互

の 関 連を特 徴 づけ る上 で何 ら効 力を もた な い特 性 と考 え られ る の で,そ れ 以外

の特 性 とは 区 分 けを 明確 にす る必要 が ある 。そ の上 で,セ グメ ン トに対 して 同

じ よ うな説 明 の仕 方 が可 能 な パ タ ー ン同 志を グル ー プ分 け して ゆ く。 そ うす る

と例 え ば,所 得 特性 では,革 新者 を 説 明 す る パタ ー ン,初 期採 用者 と前 期追随

者 を 説 明す るパ タ ー ン,更 に後 期追 随 者を 説 明 す る パタ ー ン といっ た3つ のパ

タ ー ンが得 られ る し,職 業 特 性 で も,革 新 者,初 期採 用者 と前 期追 随 者,後 期

追 随 者 と遅 滞 者 の3区 分 を 説 明す る パ タ ー ンが 得 られ る。

所 得特 性 で 得 られ る3っ の パ タ ー ン と,職 業特 性 で得 られ る3つ のパ タ ー ン

とは 形状 にお い ては 異 なる 訳 だ が,セ グメ ン トを 説 明づけ る 関係 が同 じ よ うに

な る の で,こ れ らを 一 個所 に集 め る よ うに特 性 同志 の並べ か えを 行 な う。 そ の

上 で,パ タ ー ンの差 をは っ き り特 徴 づ け る項 目 を抽 出 して ゆ く。更 に単 純 集計

か ら得 られ る各 特 性 の構 成 分 布 を パ ター ン分 析 表 の頭 の部分 に つ け加 え,表2

-15に 示 す よ うなパ タ ー ン分 析 表 を作成 す る
。

この表 の 調査 デー タ に基 づ く特 性 分 布 と,商 品企 画時 点 で設 定 した各 特性 の

分 布 とを 比 較 す る こ とに よ り,計 画 と実績 との ズ レが,従 って 消費 者 ニ ーズ へ

の適 合 度 合を 知 る事 が で きる 。 各特 性 の 中で 計 画時 点 で 設定 した 項 目分 布 に 関

して,革 新 者 か ら順 に反 応 度(構 成比 率)を チ ェ ック して行 くこ と に よ りどの

一159 一



セ グメ ン トが よ り強 く反 応 した かを知 るこ とがで き,何 故 ウ ェイ ト設 定 が誤 っ

た か を 学 習 してゆ く事 が で き よ う。

表2-15パ タ ー ン分 析 表
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調 査 デ ータ のパ タ ー ン分 析表2-16
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顧 客 プ ロフ ィー ル につ い て の ア ンケ ー ト調 査

問1.次 に あげ た7つ の質 問は,「 そ の と き,あ なた な ら ど うす る?」 とい う

か た ち の質 問 で す。2つ の うち 「私 な らこ うす る」 とい う 方 の番 号に ○印

を っけ て下 さい。(質 問 に よっては,現 在 のあ なた に直 接 関係 ない"場 面"

もあ る か も しれ ませ ん し,対 処 の しかた も,も っ とい い や りかた が あ るか

も しれ ませ ん。 そ うい う場 合 で も,あ なた が そ の場 面 に立 た され,ど ち ら

か を選 択 しな けれ ば な ら な くなっ た と仮 定 して,必 ず どち らか一 方 に お こ

た え 下 さい 。)

A.家 を 建 て た い と思 っ て,や りた い こ ともで きるだ け ひ か え貯金 に まわ し

ま した 。 そ のた め,こ の ご ろは 生 活 もあ ま り楽 では な い 。 そ の と き,あ な

た な ら

1.家 を あ き らめ,生 活 を 豊 か にす る方 に切 りかえ る

2.こ れ まで の計 画 を 続行 す る

B.間 一 髪 で 終電 一 つ前 の電 車を の りは ず した 。終 電 ま であ と40分 。 タ ク

シー で帰 れ ば1,000円 前後,そ の と き,あ なた な ら

1.ベ ンチ にす わ り,終 電 を 待 つ

2.タ ク シー で帰 る

C.洋 服 を 買 お うと思 い 専 門 店 に行 った ら,デ ザ イ ン,柄,サ イズ ども気 に

入 った 洋 服 があ りま した 。 買 いた い と思 い値 段 を み る と思 った よ り高額 。

その と きあ な た な ら

1.無 理 して も買 う

2.値 段 の 手 頃 な別 の も のを さがす

D.都 合 で ど う して も自家 用 車を 購入 す る必 要 が で き ま した 。 そ の とき,あ

なた な ら

1.中 古 車で 間 に 合わ す

2.ど うせ な ら,と 新 車 にす る

E・ 前 か ら欲 しい と思 っ てい1た 品が あ った。 通 りがか りの 店 を の ぞ いた ら・
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4

気 に入 った ものが あ った 。そ の と き,あ なた な ら

1.あ との こ とは 何 とか なる,と さっ さ と買 う

2.買 った あ との こ とを 考 え て,買 うか ど うか きめ る

F.卒 業 した 学校 か ら寄 付を 募 る依 頼状 が届 い た 。額は 一 口,1,000円 以

上 な らい くらで もい い とい う。 そ の とき,あ なた な ら

1.も う関係は な い か ら と寄 付 は しな い

2.母 校 のた めな ら と寄 付 に応 ず る

G.Aさ ん が い よい よ結婚 す る こ とに な り,相 談 に きま した 。 当座 の 費用 と

して50万 円 までは 親 が 出 して くれ る とい うのだ が,あ なた は

1.披 露 宴 な どや め て,あ との生 活 に 使 う方 がいい,と 勧 め る

2.一 生一 度 の こ とだか ら.披 露 宴 を キチ ン とや る の が先,と 勧 め る

問2.今 後 あな た が充 実 させた い とお 考 え に なる 衣 服は,ど ん な場 面 や季 節 で

身 につ け る 衣 服 です か 。場 面,季 節 ご とに重 視 され る もの か ら順 に順 位 を

つけ て下 さいo

A・ 場 面 で は,

1

2

3

4

5

家 庭 で くっ ろ ぐ衣服

職 場 で着 る衣服

あ らた ま った ときに着 る 衣 服

遊 び に 出か け る と きの衣 服

そ の他

B.季 節 では,

L春 夏 に身 につ け る衣 服

2.秋 冬 に 身 につ け る 衣服

3.年 間通 して 身 につけ る衣 服

問3.

印 を お つ け 下 さ い。

1.ま っ先 に取 り入 れ る

(

(

(

(

(

(

(

(

順

順

位

)位

)位

)位

)位

)位

位

)位

)位

)位

あ なた は 流行 採 用 に関 して どの よ うにお考 え ですか 。 い ずれ か一 つ に 〇
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2.比 較 的 早 い 時 期 に 取 り入 れ る

3.皆 が 着 用 す る よ うに な っ て か ら 取 り入 れ る

4.あ ま り関 心 が な い

5.全 く無 関 心

〔 フ ェー ス ・ シー ト〕

あ な た ご 自身 の こ と に つ い て お た ず ね し ま す 。

F1.性 別

1.男2.女

F2.年 令

口 口 才
F3.居 住 地 域

()都 道 府 県()市 区

F4.最 終 学歴(あ な た が最 終 に卒業 され た 学 校は どち らで す か)

1.旧 制大 学 ・高専 卒6.新 制 中学 卒

2.新 制大 学 卒7.高 校 在 学 中

3.旧 制 中学 卒&大 学 受験 浪 人 中

4.新 制 高校 卒9.大 学 在 学 中(大 学院を含む)

5.旧 制 小 学 校 卒10.そ の他

F5.本 人 職 業(あ な た の職 業は な ん で す か)

1.大 中企 業経 営者8.熟 練 労働

2.管 理 的 職 業9.サ ー ビス職 業

3.専 門 的職 業0.主 婦

4.小 企業 経 営者X.学 生

5.事 務 ・販 売 的職 業.Y.無 職

・6.技 術 的職 業 ・エ ン ジ ニアZ.そ の他

7.農 林 漁 業

一168一
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F6.所 得(お 宅 全 体 の1年 間 の 収 入 は 税 込 み で どれ ぐ ら い に な ります か)

1.100万 円 未 満5.300万 円 未 満

2.150〃6.400〃

3.200〃7.500〃

4.250〃8.500万 円 以 上

F7.仕 事 の 休 日制 度(仕 事 に従 事 して い る 方 は ご 自身 に つ い て,主 婦 の 方 は

ご主 人 に つ い て お 答 え 下 さ い 。 学 生,無 職 の 方 はF&へ と ん で 下 さ い 。)

1.週 休1日 制5.隔 週 週 休2日 制

2.週 休1日 半制(土 曜半 どん)6.月2回 週 休2日 制

3.週 休 完 全2日 制7..月1回 週 休2日 制'

4.月3回 週 休2日 制

F8.居 住 形 態

1.一 戸 建

L持 家{

2.集 合 住 宅(分 譲 マ ン シ ョ ン ・分 譲 ア パ ー トな ど)

2.借 家1.一 戸 建

{

(間 借 り も 含 む)2.集 合(貸 マ ン シ ョ ン ・ア パ ー ト)

F9.未 婚,既 婚 と家 族 の 状 況(現 在 の あ な た は こ の 中の ど れ に あ た り ます か)

1.独 身5.末 子 小 学 校 入 学

2.結 婚6.第 一 子 独 立

3.第 一 子 誕 生7.子 供 全 員 独 立

4,第 一 子 小 学 校 入 学

F10.衣 料 ス トッ ク(下 記 の 衣 料 そ れ ぞ れ を 何 者 位 保 有 して い ます か 。)

・.カ ・一 柄模 様Yシ 。 ソ ロ 着

2.ベ ル ト レスズ ボ ン 日 差.

3.ジ ー ンズ[コ 着

4.パ ンタ ロン(末 広 が りのズ ボ ン)[コ 着

5.フ ォ ー マル スー ソ(礼 服 ・式服 な ど)[]着
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F11.あ な た は ふ だ ん 下 に あ げた マ ス コ ミ媒 体 に1日 ど の く らい 接 して い ます

か 。 テ レ ビ,ラ ジ オ,新 聞 の 各 々 に お 答 え下 さ い 。

A.テ レ ビ

1.～30分 未 満

2.～1時 間 未 満

3.～1時 間 半 未 満

4.～2時 間 未 満

B.ラ ジ オ

1.～30分 未 満

2.～1時 間 未 満

3.～1時 間 半 未 満

4.～2時 間 未 満

o.新 聞

1.～30分 未 満

2.～1時 間 未 満

3.～1時 間 半 未 満

4。 ～2時 間 未 満

5

6

7

8

5

6

τ

8

5

6

7

8

～3時 間未 満

～4時 間 未 満

～4時 間 以 上

～ み な い

～3時 間未 満

～4時 間未 満

～4時 間 以上

～ 聞 か な い

～3時 間未 満

～4時 間未 満

～4時 間 以上

～ 読 まな い

F12。 普 段衣 料 情報 を どの よ うに して 得 て い ます か

1

2

3

4

5

新 聞 等 に よ る チ ラ シ,広 告 な ど で

テ レ ビの コ マ ー シ ャル で

ダ イ レク トメ ー ル に よ る製 品 案 内 で

展 示 会,フ ァ ッ シ ョ ン シ ョー へ 出 か け て

知 人,友 人 な ど の 着 て い る 服 を み て

F13.あ なた の よ くお読 み に なる 新 聞は どれ です か,○ 印 を つ け で下 さい。

1.朝 日新 聞3.読 売 新 聞

2.毎 日新 聞4.サ ンケ イ新 聞
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◇

5.日 本経 済 新 聞7.英 字 新 聞

6.ス ポー ツ紙&そ の他()

F14.あ なた は1週 間 に平 均 何 冊 ぐらい雑 誌(週 刊誌 も含む)に 目を通 し ます

か0

1.1冊 以 下4.4冊 以 下7.7冊 以 下

2.2冊 以 下5.5冊 以 下8.9冊 以 下

3.3冊 以 下6.6冊 以下9.10冊 以上

F15.あ なた が普 段 よ く目を通 す 雑 誌(週 刊誌 を 含 む)の 名 前 を1つ だ け あ げ

て下 さ い。

()
ご協 力 まこ とに あ りが と うござい ま した 。

4

一171



3.4'フ ァ ッ シ ョン 予 測 シ ス テ ム の 基 本 設 計

3.4.1短 期 予 測 モデ ル

1.モ デル の背 景

昨年 度 の調査 研 究 におい ては,ベ イズ 流 モデ ルを 簡単 に説 明す るた め に,

具 体 的 な方 法 に つい ては 削除 し,そ の骨 子 につ いて 述べ た が,本 年度 は,

この ベ イズ 流 の理 論 を用 いた 予 測 モ デ ルを 提示 しよ う。後 述 す る長 期予 測

モ デ ル と同様 に,そ の 背景 に ある基 本 的 トー ルは,確 率論 的 諸概 念 の導 入

に存 す る。即 ち,確 率論 に おけ る ベ イズ の方 法を 用 いて,色 々 な事 象(例

へ ば,あ る製 品 が,売 れ る か,否 か等)の 起 こ り うる確 率を 算 出 してい こ

うとい うわ けで あ る。 それ では ベ イ ズ の方 法 とは,ど の よ うな も ので あ ろ

うか 。 簡 単 のた め に,宝 くじを例 に とっ てみ よ う。 今,10本 の ク ジの 中

に,当 た りク ジが一本 だ げ入 っ て い る と しよ う。 それ に関 して,我 々 が 事

前 に,な ん の情 報 も有 して い な けれ ば,ど れ か一 本を 買 って,当 た る確 率

は1/10で あ る。 しか し,も し我 々 が,末 尾番 号が偶 数 の ク ジの 中 に,当

た りク グが あ る とい う情 報 を事 前 に持 ち あ わ して いれ ば(そ して,半 数 が

末 尾 偶 数 で あ る とす る と),当 た る確 率は1/5に 増 大 しよ う。ヘ イズ の 方

法 とは,こ の よ うに,事 前 にわ か って い る種 々の情 報を 定 量 化 して予 測 式

の 中に組 み込 み,意 思 決定 の際 の リス ク(不 確 実 性)を 最 小 にす るた め

の方 法 な の で ある 。最 近,各 界 で論 議 され て い る情 報 システ ムの 開発,或

い は ・ デ ー タ ●パ ンク の整 備 等 は ・ ま さ に ・ こ の 単 純 な 原 理 の シ ス テ マ テ

ィ ック な実 現 に他 な らない。

2.分 析 の狙 い

上 述 の,ベ イズ 流 ア ブ ・一 チを 具体 化 して い こ う。

一 般 に ,消 費者 調査 は,大 別 す る と次 の2種 類 に分 かれ よ う。

1)(あ る製 品 の)購 買 者 のみ を 対 象 と した 調 査

lD特 定 の地 域住 民 全体 を 母集 団 とす る ラン ダ ム ・サ ンプ リン グ調 査
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㎡

前者 は,そ の製 品 の 諸特 性 と購 買者 の諸 属性 と の連 関 分 析,要 因分 析 に,

後 者は,需 要推 計 に しば しば用 い られ る 。

さて,本 プ ・ジ ェク トでは,(Dを 中心 と した 調査 に ょ って,繊 維産 業 の

シ ステ ム化 ・情 報 化 の方 向性 を 明 らか にす るわ け であ る が,次 に,こ の よ

うに して 収 集 ・加 工 され た デー タ を,需 要 量 の定 量 的 把 握 へ と結 び つけ て

い か なけれ ば な らな い。 ベ イズ 流 ア プ ロー チでは,こ の よ うに して ス トッ

ク化,フ ァイル化 され た 諸 デー タ が,中 間情報 と して 活 用 され る こ とにな

る 。 即 ち,ト ッ プマ ネ ジメ ン トの経 験 か ら,は じ き出 され た需 要 量 予 測 を,

こ の デー タ ・バ ンクか ら得 られ る 諸 デー タ と結 合 させ る こ とに よ って,よ

り確 度 の高 い需 要 量 推 計 を 得 る こ とが 可 能 となる の であ る 。 しか し,本 プ

ロジ ェ ク トでは,こ う した トップ マ ネ ジメ ン トの経験 か ら くる 予 測 を,ID

の調査 か ら得 られ るデ ー タ で 置 き換 え,こ れ と,デ ータ ・パ ンクか ら得 ら'

れ る種 々 の デー タ とを 結 合 させ る こ とに ょって,需 要 量 推 計 を 行 っ てい こ

う。

㈲ に よ って得 られ る購 売意 向 デー タ が,(Dの 調査 に よ って得 られ てい る購

売者 デー タ に よ って,よ り客 観 的 な ものへ と修 正 され よ うし,又,(Dに ょ

って 蓄積 され て い る デー タは,曲 のデ ー タ と結 合 され る こ と に よ って,よ

りフ レ ッシュな ものへ と改 変 され るで あ ろ う。

3.分 析 方 法

新 製 品 を 開発 す る際 の種 々 の意 思決 定(色,柄,生 産 量等)に あた って

は,先 ず も って,そ れ が どの位 の売 り上 げを見 込 め るか が,問 題 とな ろ う。

以 下,そ の予 測 手 法 の 手 続 きを述 べ る。

最 初 に,購 売 意 向 度 を,最 も強 く規 定 してい る要 因 に よ って,対 象者

(お 客)を ク ラス分 け す る(例 え ば,革 新者,初 期採用 者 等 々 へ の ク ラス

分 け 。或 いは,年 代 別 に ょる ク ラス分 け,10代,20代,・ ・:…等)。 こ

の各 ク ラ ス毎 に,購 売 意 向者 の割 合 を,ア ン ケー ト調査(㈲ 番 目の調 査)

に よ って 算 出す る(も し,ア ンケ ー ト調査 の実 施 が困難 で あれ ば,こ れは,
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トップ マ ネ ジメ ン トの経 験 か ら割 り出 され る数 値(=事 前 確 率)に よって

置 き変 え る とよい)。 しか し,こ れ では 不 確 実 性 の除 去 に不 安 が残 る。単

な る購 買意 向者 を 真 の購 買者 と置 き換 え る のでは リス クが大 きす ぎるの で

あ る。 そ こで,こ の各 ク ラスにお け る購 買意 向 者 の 割 合を,こ れ まで に収

集 され た 購買 者 の デ ー タを 用 いて修 正 す る(客 観化 す る)わ け で あ る。具

体 的 な アル ゴ リズ ムは 以 下 の通 りで ある 。

パ タ ー ン分 類 され た 各 ク ラス(例 え ば年 代 の 分 布)をS、,S2… …Sk

購 買者 の分 布 をr、,非 購 買者 の分 布 をr2,購 買 意 識 者,非 購 買 意 向者 の

割 合 を それ ぞれt、,t2と す る(%表 示)

S1十S2十 ・■■… 十Sk=100,r1十r2=100,t1十t2=100

ベ イズ の定理 を用 い る と次 の関 係を 得 る。

P(r1)P(silr1)
P(「-S1)=

j三,P(・ ・)・(Sil・ ・)①

●

調査Dの デ ー タ を使 え ばP(SiIri)が 計 算 され,又 近 似 的 にP(r、)÷

P(tl),P(r2)≒P(t2)を 用 い る と(1)式の左 辺P(r、lSi)が 計 算 され る 。

これはi番 目の ク ラ ス(例 え ば10代 の 層)の 中で の 購 買者 の割 合を 示 す

値 で あ る。対 象 地 域 を限 定 して,各 ク ラス の人 数(例 え ば10代 は 何 人,

20代 は 何 人)を 算 出 し,こ れ に各 ク ラス の購 買者 の 割 合を掛 け 合 わせ て,

それ らの総 和 を取 る と購 買者 の総 数を 予 測 す る こ とが で き よ う。

と ころ で,以 上 の 分 析 で問 題 にな る事 は,対 象者 の パ タ ー ン分 類 のた め

に どの よ うな要 因 を抽 出 す るか で あ ろ う。 又,複 数 の要 因を 用 い た パタ ー

ン分 類 が必 要 と され る場 合 も出 て くる。 こ の場 合要 因 間 の3重 ク ロス,4

重 ク ロスを取 って,同 様 にベ イズ の公 式を 用 いれ ば計 算 可能 で あ るが,実

際 にオ ペ レー シ ョン に移 す と とは 困難 で あ る。 そ こで 購 買意 向 者 と非意 向

者 の二 分類 を外 的 基 準 と し,各 要 因を 説 明変 数 と した 判 別分 析 を行 な い,

購 買意 向 者 に対 す る各 要 因 の重 みWl,W2… …Wk(W、+W2…+Wk=1,

●
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ア ン ゲ ー ト調 査

購 買意 向 率 と商 品 属 性 ・購 買

者 属 性 との ク ロス 分 析

デ ー タ ・パ ン ク

「 一 ー 一 一 ー ー 一 一ー ー ー ー 一 一 ー 一 一一一 「
一

一

ー

1

-

1

一

一

ー

L

商品属性 ・購買者属性関連データ

収集

予 測 モ デ ル ・イ ン プ ッ トデ ー タ 用

へ の 修 正 ・加 工

マ ネジメ ン ト会 議

既 存 デ ーータ か ら 導 か れ る 主

観 デ ータ

必 要情 報の抽出 一ー一

一

1

-

1

ー

ー

1

-

1

ー

」

θ

予測 モデルの定式化

百　㌻∴ ∴ 隠隠 　
Y2:一'g(Xl,X2,… …Xn)… … デ ー タ加 工,修iE

但 しYl:事 前 購 買 意 向 率

Y2:事 後 購 買 意 向 率

X:意 向 率 を 規 定 す る諸 要 因
1

1.需 要P測

2,購 買 要 因 分 析

図2-51短 期 予 測 モ デ ル フ ロ ー チ ャー ト
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デ ー タ 収 集

「一『 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一一一 一 一一 ーーー 一一 ー ーー ー 一 一 ー ー 一一 一 一 ーー ー ー 一一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一 「

1商 品 眺"1)ラ イ ・ ・・… レ(・)言 肖 費 者 属 性 ㈲l

lI
ll
ll
用 途

製

造 ・

色

柄

素 材

ス タ イ ル

ブ ラ ン ド

サ イ ズ

プ ラ イ ス

σ

革 新 者

初期採用者

霞難 く遮
遅 滞 者

年 令

学 歴

職 業

居 住 地 域

所 得

自由裁量支 出

価 観

L____二 一________,,一_____________________________」

デ タ ・ 加 工

「一一ー ー ー一 一 一一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 ー一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一「

ll

l① 〔1汲 び(皿,(D及 び ⑨,(M及 び(N}間 ク ロ ス 分 析l

l[

ll

l②(1)を 外 的 規 準,㎝ を 説 明 変 数 と す る 判 別 分 析1

i-・ ….・r・・ ・… ル・・対す・商品諸眺 の説明力描 出す・n・l
ll
ll
l③(1)を 外 的 規 準,㈹ を 説 明 変数 とす る 判 別 分 析1

{… 一 ・ラィ・ ・・… レVC*寸す ・消費潴 眺 ・説明力を鋤 する・l

ll

l④ ⑲ 及剛 澗 相関分析l

l-一 端 離 と綱 緒 性との間に・どの ような規則性があるカ'をzzaす る・1
|l

ll

L_________________________...________________一 ー ー ー ー 一 一 」

匂

亀

●

、

現 状 分 析
短 期 】ち 測 モ デ ル

長 期 予 測 モ デ ル

図2-52デ ー タ ・ パ ン ク
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●

kは 要 因 の個 数)を 計 算 す る 。次 に,こ れ を 用 い て ,各 要 因 毎 の予測 値 の

重 み つ き平均 を算 出す るわ け で あ る。

3.4.2長 期予 測 モデ ル

3.4.2.1流 行 モ デ ル の定 式 化

フ ァ ッ ショ ンを始 め とす る い ろい ろな流 行 現 象 において は,多 数 の人 々 が一

様 な行 動を とる ・ 従 って そ の現 象 は個 人 レベ ル では な く社 会 的 なマ ク ロ現 象 と

な り,す ぐそれ と分 る の で あ る。 この点 に注 目 して こ こで は マ ク ロモ デル を 採

用 し,ど の よ うな条 件 の も とで流 行 が成 立 す る か をまず 明 らか に しよ う。 流 行

予 測 を カ ン に よる のでは な く,あ くまで 定量 化 す るた め に,ど うして もモ デル

の定 式 化 が必要 となる 。

い ま非 常 に多 数 のN人 の 集 団を 考 え る。 このN人 は,与 え られ た フ ァ ッ シ ョ

ン性 衣服 に対 して ほ ぼ同 様 な反 応 を とる一 つの 消 費者構造 とす る。例 え ば マ キ

シに対 しては,中 産 階 級 以 上 の若 い女 性 層 が対 象 となろ う。N人 は そ の 衣服 に

対 して,買 うか 買 わな い か(他 の衣 服 を 買 う)と い う2通 りの選択 を行 う。い ま

買 う人 の数 をN、,買 わ な い で他 の衣 服を 買 う人 の数をN2と す れ ば,そ れ ら

の割 合は,明 らか に

Pl-一 ←,・ ・一一許(1)

Pl+P・=1(2)

で 与 え られ る。

亡 こで 消 費者 が フ ァッ シ ョン性 衣 服 を 買 う場 合の心 理を 分 析 して み よ う。 フ

ァ ッ シ ョンを始 め とす る流 行 の場 合 πは,消 費 者は そ の商 品 独 自 の魅 力(広 告

効 果 も含む)だ け では な く,他 の消 費 者 が どの くらい そ の商 品 を使 用 してい る

か に よ って その購 買行 動は 影 響 され る。 誰 もが その 衣服 を着 て い な い のに 自分

だ け着 る のは た め らわれ る で あ ろ うし,逆 に大 多 数 の人 が着 用 して い る衣 服 に

つ い ては,自 分 も着 用 しなけ れ ば不 安 を感 じるで あ ろ う(模 放 の法 則) 。 これ
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、

は 他 人依 存 性 の欲求 に 根 ざ した 人 間 集団 の一般 心 理 で あ り,精 神分 析 で言 う

「自我 防衛 機 構 」 に関 連 して い る。 フ ァッ シ ョンで は 着 用 者 の独 自性 とい う要

素 も大 切 で ある 。す べ て の人 が同 じ衣服 を 着 る よ うにな った ら,こ れ が 実用 品
ト

では ないか ぎ り飽 き られ て,フ ァ ッ シ ョは 消 滅 す るで あ ろ う。 要す る に人 間集

団 の購 買行 動 には,広 告効 果 まで 含め た そ の商 品独 自 の魅 力 に ょ って決 定 され

る部 分 と,他 人 が ど の くらい購 買 した か に よ つて 決 定 され る部 分 の2通 りが あ

る 亡 とにな るo

い まN人 の 衣料 品 に 関す る平 均支 出Eは 一 定 で あ る と考 え る。 マ ク ・には 家

計 の うち 衣 料品 の割 合は ほ ぼ一 定 で あ る。 こ のEは,い ま述べ た よ うに2通 り

の 要 因 に ょ って 決定 され る のだ か ら,次 の よ うに書 け る。

・-

1三,;IH1+≒,i=,,;1jPIP・(・)

こ こでHiは,そ の衣 服(1=1)も し くは それ 以 外 の 衣 服(i=2)の 購 買

行 動 に対 す る独 自の魅 力 の寄 与 で あ り,Jijは 他 人 の購 買 状 況 の影 響を 表 わす

係 数 で ある 。 い い か えれ ば,Hiは 支 出 に対 す る魅 力 の寄 与 分 で あ り,Jijは

同 じ く純 粋 に他 人 の影 響 に よる分 で ある。 関 係(1),(2)を 使 って(3)をP1に よっ

て表 わす と,Jl2=J2、 を 使 って,

・ 一;J22+(H・-H・+・ ・2-J22)P1+5(・n+J22-2J12)・1(・)'

となる 。す な わ ち消 費 者集 団 の平 均 支 出は,P、 に関す る2次 式 に よ って 表 わ

され る。 このP、2に 比 例す る部 分 が,以 下 に示 す よ うに流 行 とい う劇 的 な集 団

現 象を もた らす ので あ ろ う。

さて 商 品企 画 の上 で 知 りた い こ とは,与 え られ た フ ァ ッ シ ョン衣 服 を どの位

の人 が着用 して くれ る か,と い うこ とであ る 。す な わ ちそ れ を着 用 す る人 の割

合P、 に つい て予 測 で きれ ば よい 。 売上 高 の予 測 に っい て は,コ ス トを他 の方

法 で 決 め る こ とに ょ って,(NP1× コ ス ト)か ら求 め る こ とが で き ょ う。(3)'

を 見 る と,Eが 与 え られ た 場 合 にP、 は 一 意 的 に 決 っ て しま うよ うに見 え る。
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しか し流 行 現 象 で 注 意 しなけれ ばな らない こ とは,考 えてい るN人 の集 団 は 孤

立 した もので は な く,よ り大 きな社 会 の 中 の存 在 で あ る とい う事 実 で あ る 。す

な わ ち,そ の集 団 の人 々は 外 部 の マ ス コ ミそ の他 か ら常 に情 報 を 受 け て 刺激 さ

れ て い る。 あ る人 は テ レビの 広告 に よ って 購 買行 動 が 左右 され るか も知れ な い

し,別 の人は 町 の 中で よ く見 か け る フ ァ ッ シ ョンに ょって それ が左 右 され るか

も知れ な い 。従 って 平 均支 出Eは,N人 の集 団内 の量 に関 しては 一 定 で あ る に

して も,さ ま ざ まな刺激 情 報 を もた らす 外 部 の状 態 によ って左 右 され る ので あ

る。 各 人 は 外 部 の マ ス コ ミ情 報 に ょ って さ ま ざ まに影 響 され る で あ ろ うか ら,

1人1人 の購 買 行 動を 分 析 す るこ とは ほ とん ど無理 であ り,多 数 の人 の統 計 的

な購 買 活動 の分 析 だけ が意 味 を 持 つで あ ろう 。 平 均支 出Eが 外 部 の状 態 に よっ

て 左右 され る こ とが分 った か ら,外 部 の状 態 の指標 とな る変 数 を 導入 しよ う。

統 計 的 な 集 団行 動 を 記 述 す るた め に情 報 理 論 を 使 う。

我 々は 与 え られ た 条 件㈲'の も とで の,最 も確 か ら しいP、 の値 を 求 めた い 。

言い か え れ ば,我 々に与 え られ て いる 情 報は,平 均 支出 が一 定 とい う条 件(3)'

だ け で あ り,平 均 支 出は 外 部 か らの ラ ン ダム な マ ス コミ情報 に よ って ゆ ら ぐか

ら,統 計 的 に最 も確 か なP、 を 求 め な けれ ぽな ら ない・ 情報 理論 に よれ ば ・ こ

れ は エ ン トロ ピー

φ

Σ=一 ΣPilnPi=-PxlnP1-(1-P1)ln(1-P1)(4)

i=1,2

を 最 大 にす る こ と に ょ って 求 め る こ と が で きる 。

エ ン ト ・ ピー とは,あ る 現 象 に お け る"曖 昧 さ"を 表 示 す る 量 で あ る 。 具 体

例 を と っ て,"明 日雨 が 降 る か(S、),然 ら ざ る か(So)"と い う問 題 を

考 え て み よ う。 も し天 気 予 報 に つ い て,な ん ら の 情 報 も持 た な け れ ば ・S1・

S2の 起 こ る確 率 は 共 に1/2と 考 え る しか な い 。 こ の 場 合 はH=lo92と な つ

て"曖 昧 さ"は 最 大 と な る 。 然 し何 らか の 手 段 に よ って,明 日 必 ず 雨 が 降 る

(或 い は,絶 対 雨 が 降 ら な い)と い う事 が 分 か って い れ ば ・ 容 易 に 分 か る よ う

に,エ ン トロ ピ ーHは0と な り一 切 のtt陵 昧 さ"は な くな る 。 通 常 は こ の 中 間

'
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の段 階 にあ ろ う。 この概 念 が,こ こ で の分 析 手法 の カ ナメ とな る もの で あ る。

即 ち,あ る現 象 に対 して エ ン ト・ピーを導 入 し,こ れ に種 々 の情 報 を 付 加 させ

る こ とに な って,そ の"曖 昧 さ"を 次 第 に減 じさせ て い くわ け で ある。 これ が

"予 測"(決 定 論 的予 測
では な く,確 率 論外 予 測)に 他 な ら ない 。本 調査 研 究

では,こ の情 報(数 学 的 には 制 約 条 件)と して,次 の よ うな購 買支 出条件 を用

い る0

1Σ
E=

、三,;iHi+2・,躍PiPj

こ こでHlは そ の製 品 の魅 力度,H2は 、拒 否反 応 度,Jijは 購 買著 聞 の相 互 影

響 力 を示 す変 数 で あ る。

こ の 式を 簡 単 に 説 明す る と,対 象 と す る集 団(例 え ば,或 る特 定地 域 の購 買

者 層)が,そ の製 品を 買 うた め に支 払 う総 支 出Eは,一 定 とみて よい とい うこ

とで あ る(個 々人 の支 出は ラ ンダ ムで あ って も)。

式(3)'が 一 定 の も とで(4)を 最 大 にす る問題 は,よ く知 られ てい る よ うに ラグ

ラ ン ジ ェの未 定係 数 法 に よ って解 く こ とが で きる。 未 定係 数 を β と し,更 に簡

単 のた め変 数

X=p1-P2=2P1-1

を 導 入 すれ ば,最 終 的 な 結果は

X-・anh〔gfi{H・-Hi+ご(J22-・ ・1)+

』(2J12-J22-J。)X}〕(5)
'

と な る 。 す な わ ち最 も確 か ら し いXあ る い は、P、 の 値 は,(5)に ょ っ て 決 定 され

る の で あ る 。 こ こ で 新 しい 常 数

4β
o-(6)2J

12-J22-J11

X・ 一}fi・ 〔 ・(H・-H1)+J22-・ ・1〕 (7)
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を 定 義すれ ば,(5)は 簡 単 な形

X-・anh〔 多
。(X+X・)〕

に書 き・直 せ る 。

1

X`
・一 ー 一一

ω

X2 ,____」

0
(ii}
α
`

1 ど・

1・

βX3 一 一 ー ー 一

一1 )

(… 一 ・anh・ノ ・X+X・)・ のグ ・フ

(5)'

与 え ら れ た フ ァ ッ シ ョ ン 衣 服 の 購 買 者 の割 合P1=(1+X)/2を 決 定 す る

関 係(5)'を,Xを β。/β の 関 数 と し て 図 示 す る と図2-53と 図2-54の

よ うに な る 。 図2-23はXo=0と い う特 殊 な 場 合 で あ り,図2-54は

Xo>0の 場 合 で あ る 。Xo〈0の 場 合 は,図2-54を 横 軸 に 関 して 反 転 す

れ ば 得 られ る 。 図 を 見 れ ば 分 る よ うに,Xの 絶 対 値 は
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β～i6?o(8)

の付 近 で 非 常 に大 き くな る こ とが分 る。す なわ ち多 数 の人 がそ の フ ァ ッ ション

衣服 を購 買す るか,も し くは他 の ものを購 買 す るか とい う現 象 が 劇的 に生 ず る

ので あ る 。 これ が次 に説 明す る流行 に他 な らない。

流行 とは 集 団 の 中 の 多数 の人 々が,お 互 に影 響 し合 い模 倣 して,同 一 の行 動

を とる現象 で あ る。 フ ァ ッ シ ョンの 場 合で言 えば,あ る フ ァ ッ シ ョン性衣 服 を

着 用 す る人 の割 合P、 が か な り大 き くな る こ とで ある 。 今後,よ り現 実的 な 図

2-54に よって 説明 す る が,図 でXの 絶 対 値 が か な り大 きな場 合 には流 行 と

言 うこ とがで きる。(i),聞,(ljDで 示 した3通 りの解 が 存在 す る が,こ の解 では

その衣 服 を 多数 の人 が 購 売 す る場 合(X>0)と,多 数 の人 が購 買 しない 場 合

(X〈0)が でて きて 区 別 が 明確 で ない 。 そ こで解 の 安 定性 を調 べ るた め に,

物理 学 で"自 由エ ネル ギー"と 呼 ばれ て い る次 の量

F=E-/9-1S

をXの 関数 と して 図 示 して み る。 正 確 では ない が大 体 の様 子を 図2-55に 示

、

L

F

不 安 定

(ii)

1

1

…

へ↓/
(ill)

順 安 定

l

l{

l
l

l

l

(i)

安 定

X

4

図2-55解 の 安 定 性
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す 。三 つ の解はFの 極 値 に相 当 し・ 図 に示 す よ うに,川 はFの 最 小値 に対 応 し

て 安 定,(ii)es極 大値 に対 応 して 不安 定,(川)は 最 小値 では な い が極 小値 に対 応 し

て準 安 定 とい うこ とに なる 。 流行 に即 した言 葉 で 言 え ば,(Dの 場合 は か な り長

期 にわた る フ ァッ シ ョンで あ り,仙 は す ぐ消滅 す る フ ァ ッ シ ョンで あ り,㈹ は

そ の 中 間 に相 当 す る が,他 の フ ァ ッ ショ ンに とつ て変 られ 易 い もので ある 。従

ってX。>0の 場 合 には,(Dの 場 合が最 も安 定 に存 続す る こ とに な る。 エ ン ト

・ ピー最 大 の原 理 は(j)が 厳 密 に満 す か ら,以 下 は こ の場 合 だ けを 考 え る。

こ こで流 行 の 条件(8)に 現 われ る未定 係 数 βの意 味 にっい て 簡単 に述 べ て お こ

う。 これ は 物 理 学 で"温 度"と 呼 ばれ て い る量 の逆 数 に相 当す る 。流 行 の 問題

では,こ の量 は マ ス コ ミ等 に ょる情 報 雑 音 に関 係 してお り,消 費者 の意 思 決 定

を 乱 す働 きを す る 。社 会 問 題 に対 しては,ま だ"温 度計"が 定 義 され て い な い

か ら βを 定 量 的 に表現 す る こ とは で きな い が,後 で示す よ うに これ は 別 の仕 方

で決 定 す る こ とが で きる。 従 って こ こでは βに対 して これ 以上 説 明を 加 え る こ

とをせ ず,単 に 温度 と呼 ぶ こ とにす る(こ れ は フ ァ ッシ ョン に対 して そ の社 会

(集 団,購 買 者 層)が 持 つ許 容度 を 示 す もの と解 され る)。

い ま簡 単 の た め,そ の フ ァッ シ ョン性 衣服 を 着 用 して い る人同 士,あ る いは

着 用 してい な い 人 同志 は お 互 い に影 響 し合 うが,着 てい る人 と着 てい な い人 は

互 に無 関 係 で あ る とす る。 言 いか えれ が,あ る人 の 購 買行 動 は,そ の商品 を 他

人 が何 人 使用 して い るか に よ つて決 定 され る もの とす る。 こ の とき,

J12==0

とお いて よい 。更 に お互 の影 響 力は,考 え てい るN人 の集 団 の性格 だ け に依 存

して衣 服 の種 類 に よ らな い と仮 定す る と,

J11=J22=J

と おけ る 。 こ の とき簡単 に

ff・ 一 ÷X・-H〒H2
.(・)

とか け る。J>0だ か ら,図2-54に 一 致 させ るため に未 定係 数(温 度)β
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を負 に とる と考 え る。

さて図2-54の(Dに 再び戻 ると.この場 合 には 常 にX>0が 成 立 す る。X==0と

い うのはP】=P2を 意味 す るか ら,そ の ファ ッシ ョ ン性 衣 服 が売 れ る確 率 と

売 れ な い確率 が 等 しい,す な わ ち 売 れ る か売 れな いか全 く分 らな い状 態 で あ り

流行 とはな らな いの で ある。X>0で しか もXが かな りの 大 きさ にな れば,そ

の 状態 を流 行 と呼 ぶ ことが で き よ う。 実 際 の 流行 では しか し,そ の 衣服 だ け が

売れ る と い う ような 極端 な ことは め った に起 らな い。Xが ゼ ロ よりか な り大 き

い と して も,普 通 は1よ りも十 分 に小 さ い:

0<X<1(10)

この と き関係(5)'は(9)を 使 っ て,

X-(H1惑/J・ β』 元(1・)

と書け る。 すな わち 流行 が 関 係(8)を 満 足 す る付 近 で強 く起 る ことが 分 る。

物 理学 の言葉 を 再 び使 え ば,(11)は"キ ュー リー ワイス の法 則"を 表 わ し,流

行 は(8)を 満 足す る温 度 で状 態 が 急激 に 変 化 す る相 転 移"と 呼 ぶ こ とが で きる。

X=0と い うそ の衣 服 が売 れ る か売 れ な いか 全 く分 らな い状態 に 比 べ て,(10)

と(11)を 満 足す る 有限 のXが,実 際 の 流 行 に 対応 す る と考 え るの で ある。 この

状 態 では,統 計的 な 意味 でそ の衣 服 が十 分に 売 れ る と言 うことが で きるの で あ,

る。

関係(11)に 導 入 した β'は 図2-54の 横軸の量に比例 している。図 の(Dか ら分 る

よ うに,P'は な る べ く小 さ い 方 がXは 大 き くな る。 あ るいは,(11)の(H1

-H2)/Jに な る量 が 十分 に 大 き くて も よい。 この量 は その衣 服 固有 の魅 力 と

他人 の影 響 との 比 で あるか ら,Jが 小 さ い た めに β'が 大 き くて も,固 有 の魅

力 が大 きい(H、-H2が 大 きい)な らばXは 大 き くな る。 これは 極 めて 常識

的 な ことで ある。 しか し,そ の 衣 服 が かな り漸 新 な た め始 めは あま り固有 の魅

力を感 じな くて も,他 人 が着 て いれ ば 自分 も着 た い とい う他 人 依 存 的な 集団 で

あれ ば(Jが 大),(11)の 分 母 の 効 果 に よって(β'が 大 き く1に 近 づ く)流
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行 とな る の で あ る。 従来 は この2種 類 の流行,す な わち そ の 固有 の魅 力に よる

もの と,他 者 依存 性 の 効 果 に よる もの と を区別 して いな か っ た。 しか し関係Cll)

が示 す ように,.与 え られ た ファ ッシ ョン性衣 服 が 流行 す るか ど うかは,こ の二

つの 比 率(H1-H2)/Jと 定 数 β'に 関係 す る。 β'は 一応 衣 服 の 種類 に

よ らな い と考 え て よい。 これは その集 団 の欲 求 の 性 質 と,集 団 が 属 して いる社

会 の活 動度 に よって決 定 さ れ る。 次に,(H1-H2)/Jと β'を 決 定 して

フ ァ ッ シ ョン予測 に役 立 て る方 法 を考 察 し よう。

3.4.2.2.フ ァ ッシ ョン予 測 の 方法

流 行 へ の 偏 りを示 す 割 合Xが,魅 力 と模 倣 の比(Hl-H2)/Jお よび β'

に よって決 定 され る こ とが 分 った。 β'は 温度 と模 倣係 数Jに 関 係 して い るか

ら,考 え て い る集団 お よび そ の属 してい る社 会の 性 格 に よって 決 定 され る。 こ

こでは,二 つの 量(Hl-H2)/」 とβ'と を消 費者 に対 す る メール 調査 に

よって決 定 し,商 品企 画 に お いて ファッション性衣 服 が どの 程 度 の 流行 にな る か,

ある いは 全 く流行 にな らな い か を判 断 す る方 法 を説 明 す る。 本 考 察 の新 しい点

ある いは 特徴 は,今 ま で 考慮 され て いな か った 模倣 係数Jの 導 入 で あ る。 これ

を調 べ る ことに よって始 め て,劇 的な 流行 現 象 を と らえ る こ とが で きるの で あ

る。

与 え られた フ ァ ッ シ ョン性 衣服 の

魅 力対 模倣 比(H1-H2)/Jの 決 定

は.図2-56に 示す よ うなグ ラフを消

.費 者に対す る調査 にょって 作 れ ば行 う

ことが で きる。 す な わち,こ れ か ら

売 り出そ うとす る ある衣 服 の カ 夕 日
(H,

グ(数 種 類 見せ た方 が比 較 上 よい で

あ ろ う)を 値段 と ともに つ け て,そ

の 衣 服 の対 象 と考 え られ る消 費者 を

例 え ば100名 選 ん で次 の よ うな メ

購

買
す

る
人

の
割
合

叫)

図2-56

0他 に着用している人の割合1

消 費者 に対 す る メー ル調 査 に よ

り魅 力対 模倣 比(H1-H2)/J

を 決 定 す る方 法
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一一ル 調 査 を行 な う
。

1.あ な たは ・ まわ りの人 が この衣 服 を着 て いな く て も買 い た い とい う気

持 にな ります か?

あな た の 階層 の 人達 が ・他 に何%ぐ らい着 て いた ら 自分 も買い ます か?

(25%,50%,75%,100%)

一 つの衣 服 ご とに ,質 問1に 対 してyesと 答 え た 人 の 割 合 を,図2-56の

左端 の縦 軸上vaブ ・ッ トす る 。 これは そ の衣服 固有 の魅 力 を 表 わす か ら,(H1

-H
2)な る量 に他 な らな い 。従 来 の調査 法は,「 まわ りの人 が この 衣 服を着

て いな くて も」 とい う断 りは ない に して も,本 質 的 に こ の質 問1だ け に よって

い るの で ある 。 この質 問だ け では,そ の衣服 の 固有 の魅 力は 分 って も,流 行 に

とっ て重要 な集 団 の模 倣効 果 を取 り入 れ る こ とは で きな い 。 この模 倣 効 果は,

質 問2に ょ って 導 入 す る こ とが で きる。 流行 独 特 の他 人依 存 性 の欲求 に よ って,

その衣 服 の 固有 の魅 力は た と え低 くて も,ま わ りの 同世 代 の 人達 が多 く着用 し

て いれ ば,自 分 も購 買 せ ざる を得 ない で あ ろ う。 これ は 流行 独 得 の心 理 で あ り,

自分 だ け全 く別 の行 動 を す る と不安 を感 ず る 「自我 防 衛 機 構 」 に根 ざ して い る。

質 問2 、の よ うな調査 は 恐 ら くまだ行 われ た こ とは な い であ ろ うが,他 に着用 し

しいる人 の割 合(例 え ば25%,50%,75%,100%)を 横 軸 に とって,

それ ぞれ に購 買 す る と答 えた 人 の割 合を 縦 に プ ・ ッ トす れ ば,図2-56の よ

うな 直線 的 関係 が得 られ るで あ ろ う。 この 勾配 か らJが 決 定 され る の で あ る。

Jは その 集 団 の性 格 に よ つ て決 まる と考 え られ る か ら,衣 服 に よる調査 に よる

差 は あ ま りな い と想 像 され る。 しか しこれ は 調 査 して みな い と分 らない。 フ ァ

ッシ ョンは す べ て の人 が 同 じ ものを 着 る と飽 きられ る傾 向 が あ るか ら,横 軸 の

100%付 近 で少 し直 線 か ら下 る か も知れ ない 。

消 費者 あ る いは 顧 客 に対 す る ア ンケー ト調査 に よって,少 くと も原 理 的 には

量(H1-H2)/Jが 測 定 され る こ とが分 った 。 次は β'=2/βJな る量

の・決 定 が問 題 にな る 。 こ こ で温度 βは そ の集 団 が属 して い る 社会 の マ ス コ ミに
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1

よる情 報 雑 音 に関係 してお り,こ れ を 直接 に測 定 す る とな る とか な り大 変 な こ

とに な る。 そ こで β'の 間接 的 な近 似 的 決定 法 を 考 え よ う。 これ には ア ンケー

ト調査 を 行 った い くつ か の衣 服 に対 して,そ れ を 実際 に購 買 す る人 の割 合P1

を,ア ンケ ー ト調査 の最 小 値(図2-56の グ ラフでは 左 端 の値)と 最 大値

(同 じ く右 端 の値)の 平 均値(同 じ く横 軸 の50%の 値)に とる。 こ のP1か

ら,公 式(11):

til'・・1+(Hl-H21 -2P
1)/J(12)

を使 って β'を 決 定す る。 これ は あ く まで も近 似 値 な ので,ア ンケ ー ト調査 し

た い くつ か の衣 服 に対 して バ ラツ キが ある であ ろ うoこ れ ら の βノ の平 均値 を

更 に とる 。 この最 終 的 な平 均値 を βノ の真 の値 と考 えて,公 式(11)に 使 うの で

あ る。 か く して 定 め られ た(H1-H2)/Jと β'の 値 か ら,そ の衣 服 を購 買

す るで あ ろ う人 の割 合P1が 決 定 され るこ とに な る。 β'の 決 定 法 は,勾 配J

の小 さ な衣 服 に対 して は か な り正 しい と思われ るが,Jの 大 きな衣 服 に対 して

は 誤 差 が大 きい か も知れ な い。 この 解 決 のた め には,ア ン ケー ト調 査 した 衣服

を 実 際 に市 場 に 出 して み て 売上 げ デー タ を集 積 し,β'を 正 しい 値 に補 正 して

いか なけれ ば な らない 。す な わち こ こで述 べた 方法 に ょる 予 測値P、 と実際 の

売上 げ に よ って分 ったP1と に大 き な差 が あれ ば,そ れは β'の 値 を ア ン ケー

ト調査 の 直線 の平 均 値 に と った のが い け ない の で あ って,正 しい と り方(例 え

ば横 軸 の20%の とこ ろ)が 判 明 す るで あ ろ う。

こ こで述 べた 方 法 では,た とえ β'が 正 確 に 決 らな くて,与 え られ た フ ァ ッ

シ ョン性 衣 服 の予 想 され る購 買者 の 割 合P1の 絶 対 値は 求 ま らない に して も,

β'が 衣服 の種 類 には よ らない と考 え られ るか ら,各 種 の 新製 品 の相 対 的調 査

は可 能 で あ ろ う。 β'は 集 団 の性 格 や そ の属 す る社 会 の活動 度 に関 係 して い る

か ら,そ の衣 服 の対 象 とな る集 団 の 性別,年 令 層,地 域,階 層な ど に よ って異

　

な って こ よ う。

今 迄述 べ て きた 簡略 化 モ デルを用 い たX即 ちP、(買 う人 間 の割 合)を 求 め
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る 手 順 を 図 示 す る と図2-57の よ うに な る 。 即 ち 変 数H、,H2・J,β の

値 を 調 査 に よ り求 め て,簡 略 化 モ デ ル 式,

⑱

(H、-H2)X
=

1+ii_
βJ

に代 入 してXを 求 めれ ば よい訳 で あ る 。

心

モ デル の展 開 調 査の展 開

① 対 象 と す る 製 品 を 買 う人 の 割 合

Plそ れ 以 外 の モ ー ドを 買 う人 の

割 合P,

P,十P,=1

②対象 とす るN人 の集団の衣料品

支出に関す るモデル

・一
、忍 宕・H・寸 、,蚤,J'jP・Pj

H(商 品独 自の魅力)

J(他 人 が着用す ることによる

影響)

③ エ ン ト ロ ピー 最 大 の 原 理

② の モ デ ル の 制 約 化 で の

S=(PIZIIPI十P2∠hP,)の

最 大 化

④③の解

X-・anh〔9(X+X・1〕

X=P'-P"βo=2J、Z-J、 、-J,2

Xo=⊥ βo〔2(H,-Hl)+J,、-J、 、〕

⑤ モ デ ル の 簡 略 化 操 作

(H,-B)/J

1+β'

⑥調査結果で得 られたH,J,β'の

値を⑤ に代入 しπの算定による

P、の予測値の決定

① 消費者調査の実施

或る衣服を誰も着ていない時と

他の人の着用割合が示され る場

合の2通 りの条件設定の下での

購買意 向の調査

②各調査デー タの集計

購
買

す
る
人

の
割

A

勾配J

(H、-H,)

他 に 着 用 し て い る 人 の 割 合

J及 びH,-H,の 算 定

③ β'の 近 似 値 の 推 定

(H、-HD(1十J) とな るP
,P,=

(H、-H,、/Jβ'
=1+

④それぞれの衣服のβ'の 平均を

取 り β'の 真 値 と す る

φ

戸

図2-57フ ァ ッシ ョン 予 測 モ デ ル に よ る処 理 フ ロー
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3.4.2.3.よ り厳 密 な予 測 方 法

先 に,簡 単 に説 明 す るた め に,厳 密 な式㈲'を(11)の よ うに 簡単 化 し,こ れ

に基 づ い て 流行 予 測 を行 う方 法 を考 察 した 。 ここで は直 接(5)tを 使 って,よ り

厳 密 に予 測 す る方 法を 提 案 す る 。我 々 の理 論は これ まで述 べ て きた よ うに,最

大 エ ン トロ ピー原 理 に よる最 も確 か らしい状態 を 求 め る もの で あ る。 従 って,

時 間 に依 存 しな い 定 常状 態 に お け る フ ァッ シ ョンの流 行 状 態 が 求 め られ る訳 で,

定常 状 態 に 至 る まで の時 間変 化は 取 り扱 わな い。 フ ァ ッシ ョ ンでは この過 渡 的

な時 間 変 化 も重 要 で あ る が,我 々が 求 め るのは,与 え られ た 衣 服 が最 終的 に ど

の よ うにゆ き渡 る か とい う問 題 な ので あ る。

さ て厳 密 な 図2-54の(i)は,H、-H2>0の 場 合 に相 当す る。 これ はX

>0を 意 味 す るか ら,そ の 衣 服を 購 買 す る人 の割 合P1で 表 わ せ ば,

P1>ご,H-H・ 〉 ・

⑳ 場 合で あ る・ これは 図2-56の 縦 軸 で見れ ば,鰍 が ゼ ・の とき の働 弓

以上 に あ る こ とを意 味 し,他 人 の模 倣 効 果 がな くて も(J==O),そ の衣服 を

買いた い とす る人 の方 が 多 い くらい,そ の衣 服 が大 きな魅 力 を 持 つ場 合 で あ る。

この と きは 図2-54の(0で 示 され る よ うに,横 軸 の β'=βo/β=-2/βJ

が 小 さ い ほ ど,す な わ ち温 度 も し くは 模 倣 係 数Jが 大 きい ほ ど,流 行 の度 合い

は 大 き くなる こ とが分 る。 流 行 の度 合いXあ るい はP1の 定 量 的 把 握 には β'

の決 定 を要 す る 。先 に β'の 近 似 的決 定 法 の一 つを 述べ こ が,こ こ では もっ と

厳密 な 方法 を 考 え よ うo

βは 考 えて い る集 団 とそ の属 して い る社 会 の定 常 的な 情 報 平 衡 を 特 徴 づ け る

量 で あ る。従 って,β の決 定 にはす で に定 常状 態 に達 して い る と考 え られ る フ

ァ ッ シ ョン性 衣 服 につ い て,図2-56に 示 した よ うな アン ケー ト調査 を行 う

必 要 があ る 。例 え ば マ キ シな どを選 び,そ れ を 着用 しそ うな消 費 者 層 の多 数 に

対 して,4で 述 べ た1と2の 質 問を 行 うわけ で ある が,こ の 場 合には 更 に次 の

二 つの 項 目を加 えな けれ ば な らな い。 まず 次 の質 問 を行 な う。
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○ あ なた は す で に この 衣服 を購 買 しま した か?

これ にょ つて そ の 衣服 に対 す るP、 が求 まる こ とに な る。次 に先 の1と2の 質

問 を行な う際に,"初 心 に も どって"や って も ら う。 す な わ ち,自 分 が初 めて店

頭 ある いは 町 中や 雑 誌 で そ の フ ァ ッ ショ ンを 見た 時 の気 持 を,思 い 出す な り再

生 して答 えて も ら うもの で あ る。 な ぜ な ら,そ の衣 服 は す で に十 分 に 出 まわ っ

ていて 定 常 状 態 に達 して お り,そ の時 点 では,「 まわ りの人 が この衣 服を 着 て

いな くて も」 とか 「他 に何%ぐ らい 着 て いた ら」 とい う注意 書 きは あ ま り意 味

を な さない し,不 正 確 な 答 えを 出す 恐れ が あ る か らで あ る。 こ の よ うに して求

めたP、 す なわ ちX-2P1-1とH1-H2お よびJを(5)'と(9)に 使 え ば,β を

求 める こ とが で きる。 この 操作 を い くつか のす で に十 分 に 出 まわ っ てい る フ ァ

ッ ショ ンに対 して行 い,少 しつ つ は 異 って 出 て くるか も知 れ な い βの値を 平 均

すれ ぱ,よ り正確 な値 が 求 まる で あ ろ う。

次 に そ の衣 服 の魅 力 が それ ほ どで な い場 合

1
P1〈E・HビH・<0(15)

に移 る。 実際 には この 場 合 が 非常 に多 い であ ろ う。 与 え られ た フ ァ ッシ ョン性

衣服 を 買 お うとす る人 よ り買 わ な い とす る人 の方 が 多 い こ とがほとん どと考え ら

れ るか らで あ る。(14)で 与 え られ た 逆 の条 件 は,む しろ 稀 な極 めて 大 きな フ ァ

ッ シ ョンに な る場 合 だ と考 え られ る。 条件(15)に 相 当す る(5)'の 図 解は,図2

-54(〔)を 横 軸 に関 して 反転 させ れ ば 得 られ る。安 定 解 の み を図2-58に 示

す 。 これ か ら分 る よ うに,他 人依 存 効 果を考 え ない 場 合 に,そ の衣服 を購 買 し

た い と思 う人 が購 買 した くな い と思 う人 よ り少 ない場 合 には,前 の 場 合 と逆 の

結 果 を生 ず る。 す な わ ち,温 度 β も し くは 模 倣 係 数Jが 大 きい ほ ど,流 行 の度

合いは 小 さ くな る。最 終 的 な定 常 状 態 では模 倣 係 数は ネ ガテ ィ ブに働 くこ とに

な る。 だ か ら,ア ンケ ー ト調査 で(15)と なる よ うな衣 服 に対 しては,β'の 大

きな(β が社 会 の性 格 で 決 る とす れ ばJの 小 さな)消 費 集 団 を 市 場 と して選 ぶ

必要 が あ る 。 βの決 め方 は先 に述べ た 通 りで あ るo
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要 す る に,ア ン ケー ト調 査

に ょる(14)と(15)の 違 いは,

そ の衣 服 の最 終 的 な市 場 に極

め て大 きな 影響 を もた らす こ

と にな る。(14)と な る衣服 が

見 つか れ ば,そ れ は 必 ず極 め

て大 きな フ ァ ッ シ ョンに な る

で あ ろ うo(15)の 場 合 には,

消 費者 構 造(年 齢,階 層,地

域 別 な ど)を よ くつ か ん で そ

の構 造 の模 倣 係 数Jを 調査 し,

Jの 小 さ な集 団 に市 場を 求 め

る努 力 が 大 切 で あ ろ う。

X

0

-1 一

1
-1

βo

β

図2-58 Hl〈H2の 場 合 の(5)'の 安 定

解

3.4.2.4.モ デ ル の適 用 限界 に っい て

これ までは,そ の衣 服 の魅 力 度(H1-H2),模 倣係 数J,温 度vt9な どが

時 間 に よらな い と して きた 。Jや βは く り返 し述 べ てい る よ うに,そ の集 団 お

よび 属 す る社 会 の性 格 に よって 決 ま る と考 え られ る か ら,フ ァ ッ シ ョンのサ イ

クル に比 べ れ ば ほ とん ど時 間 的 に一 定 と考 え て よい だ ろ う。 しか しそ の衣 服 の

魅 力度(Hl-H2)は,飽 き の効 果 に よ って あ る時 点 で急 激 に 小 さ くな る と

考 え られ る。 従 って,フ ァッ シ ョンの 寿 命は 専 ら(H1-H2)で 決 定 され る

こ とが分 る 。 しか しこの寿 命 を 予測す る こ とは 極 め て難 しい 。 何 故 な らそれは,

そ の衣 服 が飽 き易 い かす なわ ち装 飾 的 か,あ る いは 実 用的 で長 持 ちす るか に よ

る以 上,そ れ を 決 め る計 量 的 尺度 が存 在 しな い か らで あ る。 もっ ぱ ら専 門 の 商

品 企 画 者 の 永年 養 った カ ン に頼 る しか な い だ ろ う。 ミニは 活動 的 な意 味 で の 実

用 性 もあ った の で か な り長 い寿 命 が あ った 。 しか しマキ シは それ 程 長 くは もた

な い だ ろ う。 結 局 この程 度 の こ と しか言 えな い 。

ファ ッ シ ョ ン商品 の価 格 の問 題 につい て は 今 まで 議論 しなか った 。価 格 決 定
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は 極 め て重 大 な 問題 で,そ れは 売上 高 に 直 接 響い て くる。 この価 格は そ の衣 服

の魅 力度(H1-H2)に も大 き く関係 して い る。価 格 が 安 い ほ ど,も ち ろん

魅 力 度は 大 きい で あろ う。価 格 の 適 正値 を 決 定す る には,先 の ア ンケー ト調査

に価 格 の 項を 入れ れ ば よい 。各 衣 服 のカ タ ログに考 え られ るい くつ かの価 格 を

つ け て,そ の価 格 毎 に先 の1と2の ア ンケー トを 行 う。価 格 毎 にP、 が 求 め ら

れ るか ら,(P、 ×価 格)が 最 大 にな る価 格

最 適価 格 －Max(P、 ×価 格)の 価 格 (13)

に よって最 適価 格 を 決 めれ ば よい。 これ に集 団 の 人数Nを かけれ ば,総 売上 げ

高 を 求 め る こ とが で きる。

こ こで 我 々の理 論 の一 つの 限 定を 明確 に して お く必 要 が あ る。 それ は こ の理

論 が あ くまで マ ク ロな 集団 現 象 を 扱 った もの で ある か ら,そ の衣服 の全 企 業 に

よる総 売上 げ 高を 予 測す る こ とは で き るが,企 業 間 の競 合の問 題 には 無 力 だ と

い うこ とであ る 。企 業 の シ ェァー が 決 っ てい る場 合には,こ の 理論 を そ の特 定

の企 業 に あては め る こ とは で き るが,競 合 に ょって シェァー を伸 ば そ うとす る

こ とは 別 問 題 に な っ て くる。 しか しその 衣 服 が全 く新製 品 で ある場 合に は,他

の従 来 の衣 服 と比較 す る先 の ア ンケー ト調査 に よって,ど の程度 の マー ケ ッ ト

にな る か の予 想は で きる。 従 来 品 の販 路拡 張,シ ェァー ア ップの問 題 には ζ の

理論 を あ ては め る こ とは で きな い 。

こ こで紹 介 した フ ァ ッシ ョン予 測の 理論 は,全 く新 しい 計 量 的手 法 で あ り,

しか も簡単 に運 用 で きる と考 え られ るか ら,う ま く使 え ば フ ァ ッシ ョン性 衣 服

の流行 予 測 の一 つ の手 段 とな るで あ ろ う・

へ

●

声

1

2
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35マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ ・イ メ ー ジ

`
.

紳 士 服 メー カに お け る,単 品 管 理 シ ス テ ム の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ イ メ ー ジ

に つ い て 述 べ る 場 合,そ れ は3つ の 側 面 を も つ 。

3.5.1情 報 処 理 面'

マ イク ロコン ピュー タ と各業 務 との関 連 につい ては コ ミュニ ケー ショ ン情報

とフ ァイル に つい て の情 報 とデー タ 構造 につ い て の情報 が必 要 で あ る。

単 品管 理 シス テ ム(デ ー タ ・ベ ース に よる)を 設 計 す る際,前 述 の現 状 の 業

務 上 の情報 と,フ ァ ッ シ ョン情 報 を分 析 す る必 要 が ある。 これは 単 品 管 理 シス

テ ムの情 報機 能 分析 と 関係 し て お り,そ れ ぞ れ以 下 の もの に つ いて の 検討 が 必

要 と され よ う。

O入 力 情 報 … … ど こ の 部 門 で は どの よ うな デ ー タ を 端 末 へ 入 力 す る か とい う

.こ とo

O出 力 情 報 … … ど の 部 門 で 出 力 要 求 が あ っ た 場 合 ど の よ うな 出 力 形 式 で 出 力

す る の か とい う こ と。

○ コー ド 単 品 管 理 シ ス テ ム の 商 品 コー ド等 の 所 に か か わ って くる。1つ

は 製 品,商 品 そ の 他 に つ い て の識 別 の た め,も う1つ は デ ー タ

・ベ ー ス の 各 フ ァ イ ル 間 の イ ンタ ー フ ェ ー スを とる た め に 必 要 。

○ フ ァ イ ル … … 次 の よ うな フ ァ イ ル が あ る 。

・ プ ロ グ ラ ム パ ー ト(シ ス テ ム フ ァ イ ル)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で使 う プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る フ ァ イ ル 。

● ワー キ ン グ パ ー ト(ワ ー ク フ ァ イ ル)

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し て い る 時,プ ロ グ ラ ム が デ ー タ 加 工 ・

処 理 等 で 一 時 的 に 使 う フ ァ イ ル 。

`

A
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・マ ス タ ー(コ ニ ドi変換 パ ー ト)

固 定 的 な 情 報 を 主 に も っ て い る フ ァ イ ル(商 品,顧 客,得 意 先etc)

・索 引 部(ロ ジ カ ル パ ー ト)

デ ー タ を ア ク セ ス す る 場 合,そ れ ぞ れ の イ ンタ ー フ ェー スを 持 っ て

い る も の で,デ ー タ フ ァ イ ル の 入 口 に な るo

・デ ー タ 部(オ プ シ ョナ ル パ ー ト,ベ ー シ ック パ ー ト)

2つ の パ ー トか ら な り,ベ ー シ ッ ク パ ー トは 単 品 管 理 シ ス テ ム に 基

本 的 な も の で しか も,企 画,生 産,流 通,販 売 で 共 通 な も の 。

オ プ シ ョ ナ ル パ ー トは,各 固 有 の 機 能 部 門 の 所 で 付 加 さ れ る も の で

あ る 。

・デ ー タ 構 造

こ れ は 各 デ ー タ が ど の よ うな 構 造 を も っ て つ な が っ て い る か を あ ら

わ す も の で あ り,こ の 構 造 に よ り,外 部 記 憶 装 置 と の ア ク セス'デ ー

タ 格 納 の 方 法 が 異 な るo

●

3.5.2ハ ー ドウ エ ア 的 側 面

・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ

3.5.4マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 概 ・要 参 照

・記 憶 媒 体

チ ー タ 量,フ ァ イ ル 形 態,デ ー タ ア ク セ ス 形 態 ・ レス ポンス タ イム等

の条 件 に ょ っ て 種 々 の も の を 選 ら ぶ こ と がで き る 。

デ ー タ ・ベ ー ス 指 向 に お い て は 磁 気 デ ィ ス ク装 置 が 適 切 。

・端 末

こ こ には 次 の よ うな 機 能 を 必 要 とす る 。

・テ ン キ ー

0～9ま で 数 字 が あ る も の で 数 値 入 力 キ ー
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●デ ィ ス プ レー 出 力 部

表 示 管 等 に 出 力 さ れ る 。

・ プ リン タ ー 出 力 部

出 力 要 求 を 行 な っ た 場 合,又 は 記 録 に 必 要 。

・フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー

こ の キ ー に ょ り種 々 の 機 能 を も っ た 動 作 を さ す こ とが で き る 。

こ れ には プ ロ グ ラ ム ア ク セ ス キ ー(プ ロ グ ラ ム フ ァイ ル の 中 か ら 固

有 の も の を ア ク セ ス し,メ モ リー にP－ ドす る)と,シ ン ポ ,リ ック,

プ ア ン ク シ ョ ン キ ー(基 本 的 な 機 能 を もつ キ ー)と が 必 要 。

3.5.3ソ フ ト ウエ ア 的 側 面

(1)モ ニ タ ー … … マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 全 体 の 管 理 と入 出 力 機 能 を 管 理 す る

も の。

② プ ログ ラ ム… … 各 プ ログ ラム に ょ っ て,異 な っ た こ と を 行 な う。 す な わ

ち,デ ー タ の加 工 ・処 理,演 算 機 能 等 を 組 み 合 わ せ て,そ れ

ぞ れ 特 有 な 処 理 を行 な う。

(3)デ ー タ ・ベ ー ス マ ネ ジ メ ン ト… … デ ー タ の管 理 を 行 な う も の で,デ ィ ス

、 ク の デ ー タ とモ ニ タ や プPグ ラ ム 間 の イ ン タ ー フ ェ ー スを と

って お り,デ ー タ フ ァ イ ル を 管 理 す る プ ロ グ ラ ム。

イ
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◎

へ

マスター

(コ ー ド変 換 パ ー ト)

索 引 部

(ロ ジカルパー ト)

デ ー タ部1

(オ ブシ ョナノレく一 ト)

ソ フ トウ ェ ア機 能

① モ ニ タ

② エ デ ィ ター

③ シナ リオ

④ データ ・ベース
マネジメント

・演 算 機 能

・入 出 力 機 能

・ デ ー タ管 理 機 能

ワ ー キ ン グ

パ ー ト

① モ ニタ

端 末利 用 部所 の利 用範 囲や 利 用 方法 の妥 当性

を チ ェックす る 。

② エ ア イタ ー

情 報 の入 出 力に 関 す る編 集 機能 を 果 す 。

③ シナ リオ

単 品 管理 システ ム の デー タ ・ベ ー スを 効 率 的

に働 らか せ るた め の ス トー リー展 開機 能

④ デー タ ・ベ ー ス マ ネ ジメ ン ト

デー タ ・フ ァイ ルを 管理 す る。

図2-59単 品 管 理 シ ス テ ム の イ メ ー ジ
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◎

デ ィ ス プ レ ー 出 力 部

メモ リーマ ップ

モ ニ タ

プ ロ グ ラ ム

デ 一 夕 ・ペ ー ス

マ ネ ジ メ ン ト

プ リンタ ー出 力 部

[

ログラム

アクセスキー

ンボリック

ファンクションキー

テ ンキ ー

(数 値入 力 キー)

、

シ ス テ ム フ ァ イ ル

'

デ ー タ フ ァ イ ル

マ ス タ ー(コ ー ド変 換 パ ー ト)

*elzz
.(。 ジ ・ ・レパ ー ト)

7-一一・ga

l(。 プ ・ ・ナ ル バ ーD

デ ー ・ 弛

い 一 ・ ・ク・…)

用

・コ ン ピ ュ ー タ

ワ ー キ ン グ パ ー ト

(ワ ー ク フ ァ イ ル)

プ ロ グ ラ ム パ ー ト

(シ ス テ ムフ ァ イル)

図2-60単 品 管 理 シス テ ム用 マ イ ク ロコン ピ ュータ シス テム 概 略 図
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●
.

1

プ リン タ ー

b

ラ ンキ ー 「

部
フ ァンク シ ョソキ 一

夕 グ リー タ ー

じ

ぺ

醒

プ リンタ ー

図2-61

口

キャラクタ

デ ィスプイ

磁 気

ディスク
コ ン ピ ュ ー タ

磁 気

ディスク

単 品 管 理 シ ス テ ム(イ ン ラ イ ン シス テ ム)
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3.5.4マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 概 要

Lマ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 定 義

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ と い う言 葉 か ら く る イ メ ー ジは ,人 に よ っ て い ろ

い ろ 異 な る よ うで あ る 。 一 般 的 には,「 プ ロ グ ラ ム 内 蔵 式 の は ん 用 デ ィ ジ

タ ル コ ン ピ ュー タ で あ っ て,基 本 部 分 が1個 な い し数 個 のLSI(大 規 模

集 積 回 路)チ ッ プ に 収 め られ た も の 」 と 定 義 す る こ と が で き る 。 しか し,

用 語 と して 厳 密 に 定 め られ た もの で は な い よ うで あ る 。 人 に よ っ て は,マ

イ ク ・ コ ン ピュ ー タ とマ イ ク ・ プ ・セ ッサ と を 区 別 して 使 って い る 人 も い

る 。 す な わ ち,マ イ ク ロ ブ ・ セ ッサ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の 一 構 成 要 素

で あ っ て,マ イ ク ロ ブ ・セ ッサ に メ モ リや 周 辺 装 置 を つ け て,は じ め て マ

イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に な る とい う見 方 で あ る 。 実 際 には こ の 辺 は か な りあ

い ま い に使 わ れ て い る よ うで あ る 。

マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ は 半 導 体 技 術 の 進 歩 に よ っ て 出 現 した も の で あ る

が,最 初 商 用 品 は,1971年 ア メ リカ ・Inte1社 が 発 売 したMCS-

4で あ る とい わ れ て い る 。

発 表 以 来 今 日 ま で 数 年 位 しか な ら な い が,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ メ ー カ

ー は ア メ リカ で は10社 近 く に な っ て お り
,日 本 で も 日電,東 芝,三 菱 な

どか ら製 品 の 発 表 が あ り,近 年 と み に 我 が 国 で は 関 心 が 高 くな っ て きた 。

日本 で は,発 表 は1974年 の 春 か ら で あ る 。

2.ハ ー ドウ エ ア

マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ は,CPUの 大 部 分 の 機 能 を1チ ッ プ 内 に 納 め て

あ り,こ の 機 能 の 補 佐 を させ るROMを 設 け,こ こ に マ イ ク ロ プ ログ ラ ム

と デ ー タ,テ ー ブル を 記 録 さ せ て お く。RAMは デ ー タ と プPグ ラ ム 命 令

が 入 れ られ,こ れ に よっ て 一 連 の デ ー タ 処 理 を 行 な う。

し た が っ て,設 計 者 は,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ とい う標 準 の デバ イ ス

(部 品)を 購 入 す る だ け で,あ とは ど の よ5な マ イ ク ・ プ ・ グ ラ ムをROM

に 入 れ る か で,任 意 の ジ ス テ ム が 作 成 で き る 。
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以 上 の よ うな 方 式 で,分 散 処 理 に 適 した コ ン ピ ュ ー タ を 構 成 した り,パ

ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ を 作 成 した りす る こ と も で き る 。

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ に は
,CPU自 体 が1個 のLSIに な っ て い る ワ ン

チ ッ プCPUと 複 数 個 のLSIか ら な る複 数 チ ッ プOPUが あ る 。 こ れ ら

の 他 に も8ビ ッ トの ワ ンチ ッ プCPUが 発 表 さ れ て い る 。 今 後 と も 種 類 は

ま す ます 多 くな り,遠 か ら ぬ うち に ミニ コ ン よ りは 遅 い が,ミ ニコ ン に 近

い 機 能 を も つi6ビ ッ ト並 列 処 理 の ワ ン チ ッ プCPUも 出 現 す る も の と見

・ら れ て い る 。

基 本 語 長 は 今 後1バ イ トに対 応 す る8ビ ッ トが 主 流 と な り,平 均 命 令 実

行 時 間 も数 μsの も のが 増 え て くる と予 想 さ れ る 。

(1)プ ロ グ ラ ム 方 式

次 の2つ の プ ロ グ ラ ミン グ方 式 が あ る 。

① マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ミン グ 方 式

CPU内 の 制 御 を ハ ー ドで す べ て や る の で は'な く,CPU内 部 にROM

(ReaqOnlyMemory)の 制 御 メ モ リを 設 け,そ の 中 の マ イ クP命 令 か

ら な る マ イ ク ロ プ ロ グ ラ ム に よ り行 な う方 式 。

大 幅 な 融 通 性 ・柔 軟 性 を も つ が ス ピー ドが 遅 い 。

② ダ イ ナ ミ ッ ク プ ・ グ ラ ミ ン グ方 式

ユ ー ザ ー が 自分 の 目 的 に 合 っ た 命 令(機 械 語)を 定 義 す る マ イ ク ロ プ ロ

グ ラ ムを 書 い て 制 御 メ モ リに 登 録 し て お け ば,そ の 命 令 が あ た か も 固 有 ハ

ー ドウ ェ ア 命 令 で あ る か の よ うに 使 え る
。

② 主 メ モ リ

主 メ モ リはROMとPROM

ミ ニ コ ン 以 上 の 本 格 派 コ ン ピュ ー タ で は 主 メ モ リは 読 書 き 自在 のRAM

(RandomAccessMemory)で あ るoし か し マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ で は,

RAMは 可 変 デ ー タ を 入 れ て 領 域 と し て 使 う だ け で,ブ ・グ ラ ム 部 分 を 格

納 す るeCetROM(ReadOnlyMemory)ま た はPROM(Progra㎜able
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ROM)が 使 われ る。

(3)周 辺 機 器

現在 マ イ ク ロコン ピュー タ用 に使 わ れ て いる周 辺 機 器 には 次の よ うな も

の が ある。

①

②

③

④

⑤

テ レ タ イ プ(紙 テ ー プ 入 出 力 機 器 付)

高 速 テ ー プ ・ リー ダ パ ン チ

テ レ ビ式 デ ィ ス プ レ イ

プ リ ン タ

補 助 メ モ リ

フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク,カ セ ッ トテ ー プ ミ ニ ド ラ ム,カ ー ト リ ソ ジ デ ィ

ス ク 等

⑥ モ デ ム イ ン ター フ ェ イ ス(変 復 調 整 装 置)

デ ー タ通 信 の 際 に,パ ル ス 波 形(CPU側)と 正 弦 波 形(通 信 回 線 側)

と の 間 の 相 互 交 換 を行 な う。

⑦ プ ロ セ ス 入 出 力 イ ン ター フ ェ イス

ア ナ ロ グ ・デ ィ ジ タ ル 変 換 機,デ ィ ジ タ ル ・ア ナ ログ 変 換 機

(4)CPU側 付 加 機 器 価 格 例

CPUボ ー ド(8ビ ッ ト並 列 処 理)18万 円

メ モ リ ボー ド(RAMIKB)16.2万 円

PROMボ ー ド(4KB用 ソ ケ ッ トの み)3.6万 円

入 出 力 ボ ー ド3万 円

DMAボ ー ド(直 接 メ モ リ ・ア ク セ ス 用)4.6万 円

テ レ タ イ プ イ ン ター フ ェ イ ス ボー ド5.2万 円

磁 気 テ ー プ イ ン タ ー フ ェ イ ス ボー ド5.3万 円

操 作 バ ネ ノレ(ス イ ッ チ,押 し ボ タ ン付)3万 円

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ(周 辺 機 器 な し)

は だ か の シス テ ム30万 円
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基 本 シ ス テ ム1

基 本 シス テ ムll

5.ソ フ ト ウ ェ ア

oマ イ ク ロ ソラ トウ ェ ア

ァ ッ セ ン ブ ラで 書 か れ る。(ROMや ・PROM)

oク ロ ス ア ッ セ ン ブ ラ

Oク ロ ス コ ン パ イ ラ

6、 マ イ ク ロ コ ン ピュー タ の 応 用

59万 円

64万 円

}他 の コ ン ピ ュ ー タの 援 助 が い る 。

POS(PointOfSale)端 末 一 スー パ ー マー ケ ッ トや デ パー ト用

デー タ通 信用 イ ンテ リジェ ン ト端 末

小型 ビジネス デー タ処理 機

プ ロセス制 御 シス テ ム(シ ー ケ ンス コン トロー ラ)

OCR応 用 小切 手 処 理 機

高級 電 卓(プ リン タ,磁 気 カーー ド入 出 力機 器 付)

ガ ソ リンス タ ン ド用 端 末機(ガ ソ リンゲー ジ と直 結)

キ ャ ッ シュ レ ジス タ

電子 バ カ リ(単 価 を入 れ て お けば 重 さの他 に 価格 も表示 可)

銀行 窓 口装 置(テ ラー ズ マ.シン)

在 庫 管理 システ ム

自動 販 売機

駐 車 場 コ ン トロー ラ

交 通信 号 制 御 シス テ ム

設 備管 理 機(エ レベー タその他)

無 人 倉庫 コ ン トロー ラ

工 場 内無 人 自動 車

レ ジャー施 設制 御 シス テ ム(ボ ー リング場 や パ チ ン コ店 応用)

医 用 電子(ME)関 係 機 器(血 液 分析 器 な ど この分野 の 可 能性 は 大 きい)
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商 品 配 送 集 計 装 置(ソ フ ト ド リ ン ク,パ ン,化 粧 品,ク リー ニ ン グ な ど

の ル ー ト セ ー ル ス 用)

海 洋 開 発 関 係 機 器

カ ラー カ メ ラ色 調 整 器

染 色 露 光 コ ン ト ロー ラ

公 害 関 係 機 器

ゲ ー ム マ シ ン(家 庭 用 テ レ ビ を デ ィ ス プ レ イ と す る も の な ど)

参 考 文 献

」.Weisbecker:最 新 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の す べ て,電 子 科 学,

1975年3月 号

渡 部 弘 文:マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ とは,電 子 科 学,1974年11月

石 田 晴 久:マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ を 活 用 す る に は,電 子 科 学,1974年

11月

相 磯 季 夫 他:マ イ ク ・ コ ン ピ ュ ー タ の 本 質 と そ の 評 価,オ ー トメー シ ョ

ン,1974年6月

山 中 和 正:マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ入 門,オ ー トメー シ ョ ン,1974年9

.月
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4.結 び

衣 料縫 製 業 を中心 とす る アパ レル産 業 が ファ ッ シ ・ン ・ビジネス と して存 続

す る ため に 有 力 とな る シス テ ム と して,フ ァ ッ シ ョ ン情 報 シス テ ムを と りあげ

た が,ア パ レル産 業 が最 も得意 とす る と ころで あ る と ころの 消費者 ニー ズ を具

体 的 な製 品 イ メー ジに換 え,生 産 す る 機 能 を十 分 に生 か す た め には,少 ロ ッ ト,

短 期 生 産 を実 現 す る 多品 種 少量 生 産 シ ス テ ム との イ ン ター フ ェー ス を考慮 しな

け れ ばな らな い。

ま た,ト ー タル ・システ ムへ の イ ンター フェー ス を 図る た め には,そ の カ ナ

メ とな る単 品管 理 シス テ ム を詳 細 に設 計 しな けれ ばな らな い。

そ して,本 調 査研 究 を実 現性 ある もの にす る た めに,本 年 度 ま で紳 士服 製造

業 を モデ ル と して シス テ ム設 計 を行 な って きたが,他 の衣 料縫 製 品 業 界 での シ

ス テ ム化 の 事 情 が 異 って い る と考 え られ る た め,業 種,業 態 に よる相 違 点,共

通 点 を抽 出 し,そ れ らを踏 え て シス テ ム設 計 を行 な わ ねば な らな い。

さ らに い え る ことは,こ れ らの シス テ ム化 に あ た って効 果 ある もの にす る た

めには,関 連 企 業 ぐるみ の シス テ ム化 を推進 しな け れば な ら な い と い う こ と

で ある。 とい うのは,本 年 度 までの 調 査研 究 で明 らかな よ うに,消 費者 ニー ズ

を迅 速 ・的 確 に と らえ製 品 イ メー ジへ 展開す る た めには,そ の殆 ん どが 小売 機

能 を もたな い衣料 縫 製 業 を 中心 と した アパ レル産 業 で ある と ころか ら,一 企 業

では 実 現 可能 性 が非 常 に 少な い こ とや企 業 規 模 か らみ て も その大 部 分 が 単独 で

の シス テ ム化 が 困難 で ある た め,グ ルー プ化 して規模 の メ リ ッ トが で る よ うな

方策 を考 え ざる を得 な い か らで あ る。

幸 い,新 しい構 造 改 善 対策 では,価 格,品 質 等 に 関す る 消 費者 動 向 を商 品 の

企 画,生 産 お よび販 売 に 迅 速 か つ的 確 に 反映 す る 諸機 能 の 強化 を図 る た めの 情

報 収 集機 能 お よび商 品販 売 機 能の 統 合 をす す め る,い わゆ る 知識 集 約 化 グルー

プ を育成 す る こ とが最 も重要 な 施策 の ひ とつ にな って いる。 その ため,こ の精
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造 改 善 対策 の グル ー プ化 に 適合 す る よ うな、シス テ ム設 計 を行 な う ことに よ り,

強 力に 衣 料 縫 製業 を 中心 と した ア パ レル産 業 の シス テ ム化 を推 進 す る ことが で

きる。 、

い ず れに して も本 年 度 に おけ る調 査研 究 では,繊 維 製 品 を中心 と した繊 維 産

業 の シス テ ム化 ・情 報化 に つ い て ある程 度 の 具体 化 を試 み た結果,一 応 の 成 果

が でた わ け で ある が,今 後 の課題 と しては これ らの シス テム構 想 を どの ように

して実 現 してゆ くか とい うこ とに絞 られて くる。
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